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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私立九ク瓏ロノノ主ス学がく園えん。

　それは、都内の一等地に学舎を構える、セレブの子し女じよ御ご用よう達たしの学園である。

　歴史は古く、創立は明治時代。当初は男子校であったが、昭和六十一年（一九八六）に共学となり、洋装絢けん爛らんな校舎にさらなる華はなやぎが添そえられることになった。

　学園は幼よう稚ち舎しやから高等部までを擁ようし、敷地内にはグラウンドやテニスコートはもちろん、植物園や音楽堂、室内プールや寮りようまである。

　そう、九瓏ノ主学園高等部は全ぜん寮りよう制せいであり、学内から登校することが可能なのだ。

　寮から学校までは徒歩数分。その結果、朝や放課後の時間をフルに活用でき、図書館での自主勉強や部活動に専念することができるのである。

　九瓏ノ主学園の部活動といえば、体育会系に文化系、同好会に応援団と色とりどりだが、中でも特筆すべきはダンス部だろう。

　プロ顔負けのキレのある動き。流れるようなコンビネーション。

　彼らを見た人間は、間違いなく長い歴史を持つ伝統の部活と思うはずだ。創立以来、脈々と続いている剣道部や英語部ほどではないにしろ、一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはモノにできない技術の高さを目まの当たりにすると、素す直なおにそう感じてしまうのだ。

　だが、驚おどろくなかれ。このダンス部はなんと、今年の四月に立ち上がったばかりなのである。

　部員はたったの五人。いや、正しくは四人とすべき、もしくは五人と一匹と、人によって言うことがまちまちなのも、このダンス部のおもしろいところだろう。

　校内でのゲリラライブや動画サイトへの投とう稿こうなど、着実にファンを増やしてきた彼らだが、なんと今回の学園祭で講堂ライブが決定。学園外のファンも大たい挙きよして押し寄せると思われ、入場規制が掛かかるのではないかと早くも予想されている。

　これから紹介する物語は、そんな彼らのダンス部結成秘話と、ライブ直前に起こったとある事件についての経いき緯さつである──。
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　君が好きな学校行事はいったいなにかな？

　体育祭？　それとも修学旅行？

　学生時代、学校行事を素す直なおに楽しめなかった俺おれだけど、今こうして教師になって、あのころの追体験をするのも悪くないなと思ってる。

　特に、俺が顧こ問もんをしているダンス部の四人──何事にも前向きで全力投球な彼らと踊おどっていると、この学園で教師になって本当によかったと思う。おまえたちと出会えて、先生は最高に幸せだぞってね。

　体育祭も修学旅行も前のめり。

　だから今日の学園祭も、そんな可か愛わいい教え子たちと、めいっぱい頑がん張ばることにいたしますか！





[image: ]






　──由ゆい緒しよ正しく、格式高く。

　全ぜん寮りよう制せいのお坊ぼつちゃま、お嬢じよう様さま高校として名高い私立九ク瓏ロノノ主ス学がく園えんに、年に一度の学園祭がやって来た。

　空はすっきり晴れ渡り、緑の多い校庭には、ところ狭せましと屋台や展示物が並んでいる。校舎の中も、たくさんの生徒や来らい賓ひんで廊ろう下かをまっすぐ歩けないほどだ。

　学園のあちこちで楽しそうな笑いが起こり、そんなにぎやかな声が時おり舞まい込こんでくるダンス部の部室。なぜか風紀委員会室と兼けん用ようになっている教室では、アップテンポなリズムに乗って、四人の生徒とひとりの顧問が最後の練習に励はげんでいた。

　軽やかなステップに華か麗れいなターン。まるで氷上にいるかのようなサイドウォークに、体の一部分だけ動かすコミカルなアイソレーション。ひとりひとりの動きは完かん璧ぺきだが──

「なぁ、なんか違ちがうと思わねー？」

　赤い髪かみと左ひだり頰ほおの絆ばん創そう膏こうがトレードマーク。やんちゃな見た目の少年が、ピタリと動きを止めてしまう。いつも明るく活発さが売りの彼が、どこか納なつ得とくできないという顔で、いらいらと首を捻ひねっていた。

「え～、どこがですか、アキラ先せん輩ぱい？」

　赤い髪の仲間に「先輩」と呼びかけた少年は、制服の下に着込んだパーカーの紐ひもをぴょんぴょん揺ゆらしながらダンスを続けかけ──

「あ、でも、言われてみるとそうかな？」

　持ち前の素直さからか、もしくは本人にも思うところがあったのか、ステップの足を止めてしまった。

「おいおい、どうした～、ふたりとも！」

　その動きに釣つられたように、白衣の教師もダンスを止める。なにかを考え込むように一いつ瞬しゆん黙だまり込んだのち、

「……あ、なるほど、アキラも朴ぱくもお手洗いだな？　ようし、一分待ってやるからすぐ行ってこーい！」

　と、笑え顔がおで教育者らしいセリフをのたまった。さらに小声で、「本番近くなると、なんでかトイレが近くなるんだよなー。うんうん、その気持ち、先生にもわかるぞ」とつぶやく。小さくうなずくたびに、うなじのあたりでひとつに括くくった髪が上下に跳はねて生き物のようだ。

「えぇ～っ、アキラ先輩、本当はお手洗いだったんですか～？　だったらかっこつけないで素直に言ってくれればいいのに！　……あ、僕も一緒に行こうかな♪」

　そんな吞のん気きな顧問と後こう輩はいに対して、アキラは顔を真まっ赤かにする。

「ちげーって！　誰もトイレなんて言ってねーだろ！　俺はダンスのことを言ってんの！　なぁ、泉いずみやタツキックも気にならねー？」

　アキラはくるりと振り向くと、背後で同じように動きを止めていた残りの二人に声をかける。

「……技術的な観点で言えば、現時点でトップクラスの出来です」

　泉と呼ばれた少年が、白い手て袋ぶくろを嵌はめた手で銀ぎん縁ぶちメガネをくいっと上げる。冷れい静せい沈ちん着ちやく、いかにも優等生といった物もの腰ごしで、

「ですが……」

　と続けたのを、小こ柄がらで童顔の少年が引き継いで、

「あんまり、楽しくない、かも」

　とつぶやいた。

「そうだ、それそれ！　楽しくないんだよ！　やっぱタツキックもそう思う？」

　アキラが駆かけ寄より、色素の薄うすい、絹きぬのように柔やわらかなタツキの頭をぽんぽん叩たたく。

「だって……みんな、ダンスはうまくなったけど、そればっかり気を取られて、気持ちがバラバラになってるっていうか……」

　一いつ生しよう懸けん命めい考えながら、つっかえつっかえタツキが言うと、

「つまり、個人でなら見み栄ばえはするが、チームで踊った場合、まとまりがないということですね」

　奏そうが簡かん潔けつにまとめ、

「あ～、言われてみればそうかも！」

　ウィトも納得したように声をあげた。

「おいおい、おまえたち、そうは言ってももうすぐ本番だぞ？」

「でも先生、このままじゃ納得できねーし！」

「納得って……」

　アキラの言葉にケントは肩かたをすくめてみせる。言いだしたら一歩も退ひかない。そんなアキラの性格はケントもよく承知している。

「あー、もうわかった！　それじゃ、もうちょっとチームワークに気をつけて踊ってみようか！」

「よっしゃ！　じゃ、最初からやってみようぜ！」

　その声をきっかけに、ダンス部の部員が壁かべに取り付けられたミラーの前に居並んだ。

　一番右が神生かのうアキラ。ケンカっ早いのが玉にキズだが、サッパリした性格で根に持たない。出身は小さな島で、去年の秋に転校してきた。転校の理由を親しい者にしか話さないため、「ケンカで退学」説がまことしやかにささやかれたこともある。

　その隣となりがアキラと同じ高校二年の泉奏。論理的思考の持ち主で、どんなときでも慌あわてない。メガネの奥おくに光る瞳ひとみは理知的で、見るからに真ま面じ目めで堅かた物ぶつ。そんな彼がダンス部に入ったとき、学内は「ナゼ？」という疑問の嵐あらしに襲おそわれた。

　お次はいつでも元気いっぱいな朴ウィト、一年生。名前から察さつすることもできるとおり、韓かん国こく人じんと日本人との間に生まれた。にこやかで人好きのする性格ながら、実は、この部活を入学時に立ち上げた陰かげの実力者（？）である。

　[image: ]さかき原ばらタツキは三年生でありながら、童顔で愛らしい見た目の持ち主だ。引っ込み思じ案あんで恥はずかしがり屋な性格だが、自分でやると決めたからには前向きに取り組む努力家な面もある。

　そして、最後が顧問の九く瓏ろうケント。三十八歳さい、独身貴族。専門の教科は化学で、白衣が似合う長身の持ち主だ。四人の部員をときに厳しく、ときにやさしく見守りながら、自分も一緒に踊るため、「実は先生も部員なのでは？」と冗じよう談だん半分に言われている。

　やがて、五人のバックに音楽が流れだした。

　ミラーで確認しながら踊ってみるが、振ふりは完璧。ただし、タツキや奏が言ったようにまとまりがない。

「泉、なんかタイミング、ずれてね？」

「ずれているのではなく、わざとです。コンビネーションを考えると、こちらの動きのほうがおもしろく、意外性もあります」

「というより、アキラ先輩が速い？」

「えぇっ？　難しい動きを速くやってみせるところに意味があるんだろ？」

「僕、できないこともないけど、ここは遅おそすぎず速すぎず、テンポに合わせたほうがいいと思う」

「……ああ、練習を進めてくうちに、それぞれのこだわりができちゃったかー」

　天を仰あおいでケントが苦笑する。

　それぞれが自分の意見を出し合い、研けん鑽さんを深めるのはいいことだ。だが、いかんせん時間がなさすぎる。

「まいったな……」

　ケントのつぶやきと共に、その場がしんと静まり返った。後には、踊り手のいないＢＧＭが部室に空むなしく流れ続ける。

「こ、このままさんざんなステージになったらどうしよう!?」

　ふいに、タツキが耐たえられなくなったように泣きだした。

「な、なに言ってんだよ、タツキック！」

「そうですよ、今からネガティブなこと考えてても仕方ありませんよ～」

　アキラとウィトが声をあげるが、

「しかし、ダンスの出だしを踊っただけでもこれだけの違いが出たんです。ぶっつけ本番で成功しようなんて、虫のいい話では？」

　淡たん々たんと奏が指し摘てきして、その場にいた誰だれもが表情を曇くもらせた。

　──初めての大きなライブを成功させたい。

　その気持ちは全員が持っている。しかし、思いが強ければ強いほどこだわりも強く、譲ゆずれない部分や意見を認めてほしい部分が出てきてしまっているのだ。

「やっぱりダメだよ！　緊きん張ちようしてきたぁ～～っ！」

　タツキが自分の両りよう肩かたを抱だきしめ、カタカタと震ふるえだす。どうにか気分を落ち着かせようと、部室の隅すみに常備されたティーカップを手に取るが、小刻みに震える腕うでのせいで今にも中身をぶちまけそうだ。

「いやいや、とりあえずカップ置こうよ！　零こぼれる！　零れるから！」

　駆け寄ってカップを奪うばい、テーブルへと戻もどすアキラ。

「すっかり中身が冷めてしまったようですね。俺が温めなおします」

　奏がやさしく言って、湯ゆ沸わかしポットのスイッチを入れる。

「先輩、立ちっぱなしじゃなんですから！」

　ウィトもそそくさと折おり畳たたみのパイプ椅い子すをセットして、最後にケントが思わせぶりに前まえ髪がみを搔かき上げると、

「よし、先生からの特別なおまじないだ！」

　タツキの背後にまわり、ぎゅっと細い体を抱きしめた。

「わっ!?」

　予想もしない不意打ちに、タツキの体がビクッと跳ねる。そのまま噓うそのように震えが止まるが、それは緊張が解けたというより、あまりのショックで硬こう直ちよくしてしまったというほうが近い。

「ちょっと奥さん、今の見ました？」

「見た見た、見ましたよ、先輩！　なんなんですかね～、あれ！」

　アキラとウィトは顔を寄せ合い、井い戸ど端ばた会議の奥様状態だ。

　奏もメガネの弦つるをクイッと押し上げ、

「たとえ冗談でも、その言動はセクハラと受け取られかねません」

　氷のように冷ややかだ。

　しかし、タツキから離はなれたケントに悪びれた様子はまったくない。

「泉、セクハラの『ハラ』は『ハラスメント』。嫌いやがらせって意味なんだ！」

「ええ」

　──なにを今さら。

　怪け訝げんな表情の奏に向かい、ケントは胸を張って断言する。

「つまり、嫌がられなければセクハラじゃないんだぜ～！」

「って、タツキック、嫌がってんじゃん！　めっちゃビビってんじゃん！」

　すかさずアキラがタツキとケントを交こう互ごに指さし、奏も「その考え方がセクハラです」と静かにうなずく。

　冗談なのか本気なのか。ケントにしてみれば、ちょっとしたおふざけでタツキの緊張を解いてやりたかったのかもしれない。

「ま、このセクハラ先生は放っておこうぜ！」

「そうですね。それより今は、ライブをどう乗り越えるかが先です。全員の息の合ったダンスを完成させれば、タツキ先輩の不安も解消し、緊張も消えるかと」

「じゃあ、まずはさっきの部分ですね！　僕はゆっくりがいいと思うんですけど！」

　ウィトが笑顔で言い切るが、アキラは素す早ばやく反論する。

「はぁ？　難度が高いからこそ、速さで魅みせて『すげー』って思ってもらうのがいいんじゃん！　ぜってーそのほうが喜んでもらえるって！」

　ところがそこに、さらに奏が口を挟はさむ。

「いえ、速さより斬ざん新しんさです。そのほうが見た人の心に印象が深く刻まれるかと」

「いやいや、奏先輩、速さでも斬新さでもなく、ひとつの技をゆっくり丁てい寧ねいに見せるのも大事だと思いますよ！」

「速さ！　スピード！」

「テンポをずらすべきです」

　タツキのことは心配だが、それとこれとは話は別。ダンスのことになると、みんな一歩も退いたりしない。

　そうこうするうち、またもやタツキの体が震えだした。収まっていた緊張がぶり返してきたのだ。

「うわ！　これはよくないなぁ。そう言えばタツキ、いつも一緒のコンちゃんはどうした？」

　ケントがぐるりと部室を見回す。

「コンちゃんを抱いてれば、少しは緊張が取れるんじゃないのか？」

　コンちゃん──正式名称コンスタンティンは、タツキのお気に入りのぬいぐるみだ。全長は一〇〇センチほど、体の色はピンク。おまけにいろいろ訳アリのウサギだ。

「そっか……。コンちゃん、隣の部屋にいるから連れてくるよ……」

　タツキはゆっくり立ち上がると、ふらふらと危なっかしい足取りで部室を出ていった。

「……タツキック、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「すごく緊張してましたもんね～」

「というか、おまえらこそ大丈夫か？　こんな土ど壇たん場ばに来て振りつけを変えるとか、かなり無茶な行こう為いだぞ？」

　ケントが眉み間けんの皺しわを押さえてうめく。

「では、先生は当初の振りつけで問題ないと？」

「ああ」

「けどさ、練習しているうちに『こっちのがよくない？』ってのはどうしても出てくるよな！　したら、いいほうを見せたいと思うのが当然じゃね？」

「アキラの言うことには賛成だが、変更内容には反対です」

「えぇ～っ!?」

「アキラ先輩はスピードを上げる、奏先輩はテンポをずらす、タツキ先輩と先生は現状のままで、僕はゆっくり……。ほんと、バラバラですね」

　ウィトが難しそうに腕を組む。

　結局はさっきと同じ、堂どう々どう巡めぐり。このままでは埒らちが明かない──。

　自然、部員の視線は顧問のケントに向かってしまう。

「あー、おまえたち？　俺は飽あくまで一いつ介かいの顧問だし。瞬しゆん時じに誰もが納得できる夢のような解決策なんて出せないぞ？　むしろ、生徒の自主性に任せるのができた教師ってヤツだからな！」

　降参とばかりにケントは両手を挙げてみせる。

　すると奏が、メガネをキラリと光らせ顔を上げた。

「──わかりました。それでは、民主主義的に多数決を取った場合、タツキ先輩と先生が挙げる『現状のままで』に決まりますが」

「えぇっ、なに言ってんだよ！　それ言ったらおまえの案だって通らないじゃん！」

「多数決とはそういうものです」

「はぁ？　理解できねー！」

　たまらず声をあげると、ウィトが横から「あ、でも待ってください！」と止めに入った。

「先生は僕たちの自主性に任せると言ったんですよ？　ということは、先生の一票は無効です！」

「そっか、なるほどっ！　……けどそれ言ったらみんな一票ずつでやっぱり決まらないじゃん！」

　だんだんとアキラの頭が混乱してくる。

『ダンスの振りつけを決める』つもりが、いつのまにか『振りつけを決める方法を決める』という、わけのわからない方向に話が進んでいるのだ。

「ああ、もう！　だったらいっそのこと、先生に占うらないで決めてもらうとか！」

　実は、ケントは化学教師のくせにオカルトマニアという、不思議な一面を持っている。もちろんアキラは冗談で言ったのだが、なにぶん今はタイミングが悪かった。

「なんでアキラ先輩、いきなり投げやりになってるんです？」

「そんなわけのわからない方法では、到とう底てい納得できません。だいたい、占いで決められるほど、アキラのダンスへの思いはいい加減なものだったんですか？」

　一度にふたりに責せめられて、短気なアキラはカチンとなる。

「ちょっと冗談で言っただけだろ！　それがなんで『投げやりでいい加減』って言われなくちゃならないんだよ？」

　一歩踏ふみ出し、奏とウィトを睨にらみつけると、

「おい、アキラ。気持ちはわかるが少し落ち着け」

　傍かたわらで部員のやりとりを見守っていたケントが口を挟んだ。

　これ以上、仲をこじらせたら講こう堂どうライブどころではなくなってしまう。ケントがとっさにアキラの前に立ったとき、部室の扉とびらが乱暴に開け放たれた。

「たたた、大変だよーーーーッ！」

　つんのめるようにして、部屋に飛び込んできたのはタツキだ。

　険悪になりかけていた空気がまた別の緊張に染まる。今度はなにが起こったのか？　いや、コンスタンティンを迎えに行ったタツキが「大変」と叫さけびながら戻ってきたのなら、起こったことはただひとつ。

「コンちゃんが……コンちゃんがいないんだよっ！」

「い、いない？」

「隣の部屋にいたんじゃなかったんですか？」

　アキラとウィトが声をあげる。
















「家に忘れてきたんじゃないのか？」

　落ち着いた口調でケントも言うと、

「いえ。朝、タツキ先輩が連れていたのを覚えています」

　横から奏がきっぱり言った。

「いないよ……。いったいどこいっちゃったんだろ……」

　タツキはふらふらと歩きだす。ホワイトボードの後ろや段ボール箱の中を捜してみるが、コンスタンティンは見つからない。

「ようし、僕たちも捜しましょう！」

　たった今までケンカ寸前の状態だったのだ。ぎこちない空気を漂ただよわせながら、四人も捜そう索さくを開始する。

　個人ロッカーの中、カーテンの後ろ……。

　それでもコンスタンティンは見つからない。

「あ……！」

　ふいに、椅子に載のってロッカーの上を捜していたアキラが振り向いた。

「俺、今思いついちゃったんだけど、まさか、誘ゆう拐かいとか……？」

「えーッ!?　誘拐ってやばくないですか!?　ありえませんよ！」

　ウィトが抗こう議ぎするが、アキラは「だって！」と声をあげる。

「タツキックの家って超ちようお金持ちじゃん！　だから、悪い奴やつがコンちゃんを誘拐して、身みの代しろ金きんを要求してきたりとかさ！」

「いやいや、それはちょっとありえないよなぁ！」

　ケントが苦笑いしながらタツキの肩に手を置く。

　とたん、その手の重さに耐え切れないとでもいうように、タツキが膝ひざから頽くずおれた。

「誘拐だなんて……。コンちゃんの身になにかあったら、僕、僕……」

　床ゆかについた腕が震え、目からは涙なみだが溢あふれかける。タツキは不安で潰つぶれそうな心を必死で抑おさえていたのだ。

「うわっ、タツキック!?　わ、悪い！　俺が言いすぎた！」

　慌ててアキラが駆け寄ると、タツキは小さく首を振った。

「ううん、僕がコンちゃんから目を離さなければ……そうすれば、こんなことにはならなかったのに……」

　焦あせりと後こう悔かい、そして心細さ。

　タツキの小さな手が固く握にぎられ、自分を責めるように頭が何度も振られる。

　そんなタツキの隣に、奏がそっと片かた膝ひざをついた。

「大丈夫です、みんなで捜し出しましょう」

　ライブまではあと一時間。ギリギリ間に合うか間に合わないかの時間だ。

「で、でも、振りつけの話は……？」

「それよりまず、仲間を捜すほうが先だろ？　コンちゃんも俺たちのダンスユニット、〝アルスマグナ〟のメンバーだからな！」

　ライブ直前にアルスマグナを襲ったふたつのトラブル。

　果たしてコンスタンティンは見つかるのか？

　そして、意見の食い違うダンスを成功させることができるのか？

　それぞれの不安を胸に、五人は部室を飛び出していった。
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　──なんであいつがダンス部に？　全然似合ってねーじゃん。

　──元々なに考えてんのかわかんない奴やつだったけど、今回はさらに意味不明だね。

　おれがダンス部に入った当初、そんな言葉がそこかしこで交かわされたらしい。

　成績優秀で口うるさい風ふう紀き委い員いん長ちよう。

　堅かたくて真ま面じ目めで冗じよう談だんすら通じない。

　それが、おれという人間に対する周囲の評価だったからだ。

　──いきなりはっちゃけちゃって、いったいどういう風の吹き回し？

　──内ない申しん点てんとか、運動部に入ってました～っていう実績狙ねらい？

　──よくわかんねーけど、なんか裏があるんじゃね？

　確かに、裏はあった。

　学園の問題児ばかりで結成されたダンス部。そんな場所でなにも起こらないと思うほうがおかしい。

　だから、おれはダンス部に入ったのだ。

　ダンスが好きかどうかという感情は、一切抜きにして──。
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（ライブ直前にこんな騒さわぎが起こるとは。いくら気を引ひき締しめていても、それとは関係なくトラブルは襲おそってくるものなんだな……）

　自分の努力と別のところでなにか問題が持ち上がる。それが、集団活動のおもしろさであり、悩なやましい部分でもある。

　今まで単独行動が多かった奏そうにとって、アルスマグナで起きる事件は鬱うつ陶とうしさ以上に学びの場でもあった。仲間の思いを知り、絆きずなが深くなるにつれて、「相手を責めるだけではなにも生み出さない」という事実に気づかされることになったのだ。

　安あん易いに責めるよりも、まずは状じよう況きようの把は握あくを。そして、これからなにをすべきか決断し、場合によっては自分が一歩引くことも肝かん要ようだ。

　だが──

（ダンスの話は別です）

　真しん剣けんに考えたからこそ譲ゆずりたくない。あのシーンはわざとテンポを遅おくらせ意表を突ついた動きをするほうが絶対によくなるはずなのだ。それをなぜ、皆はわかってくれないのか？

　しかし、自分がどんなに強く思っても、説得する時間も、練習する時間ももはやない。

　ならば必然的に、初の講こう堂どうライブは失敗するしかないわけで──

（ネガティブなことを考えるな）

　奏は思わず首を振ふり、部室のある一階から一気に四階へと駆かけ上あがった。

（最上階から順に捜していけば効率がいい。今はコンスタンティンを見つけることだけを優先するんだ）

　一〇〇センチほどの体にピンクの毛。特とく徴ちよう的てきな見た目のコンスタンティンは視界に入ればすぐわかる。

　……そう思っていたのに、人でごった返す四階の廊ろう下かは死角が多く、おまけに派手な仮装の学生や、教室のカラフルな飾かざりつけのせいでせっかくのピンクの毛皮も目立ちそうにない。

（さぁ、どうする？）

　楽しそうに笑い合い、移動していく人々の中で奏は完全に異物だ。

　コンスタンティンを見つけるためのアイディアが思いつかない。こうなれば、たとえ非効率的でも一室一室見ていくしかない。

　高等部の校舎の端はし──音楽室の扉とびらを開けると、廊下とは打って変わって静かな空間が現れた。さすがは防音処理が施ほどこされた特別室だ。

　机と椅い子すが整然と並び、その前には黒光りしたグランドピアノが一台、大屋根が開かれた状態で置かれていた。

（ここには誰だれもいないのか？）

　あたりを見回し、グランドピアノにまっすぐ近づく。

　ピアノはデリケートな楽器だ。大屋根が開いたままでは内部に埃ほこりが入るし、音色にも影えい響きようが出てしまう。

（誰もいないのに、なぜこんな状態で……？）

　このままではよくない。

　屋根を支える突き上げ棒に触ふれようとしたとき、前方で扉が開く音がした。

　とっさに顔を上げると、音楽準備室からひとりの男が現れたところだった。男は奏に気づくと秀しゆう麗れいな顔を不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがませる。

「なんの用だ、泉いずみ奏？　この教室は学園祭の間、使用不可だ。風紀委員長のおまえが忘れたわけではあるまい？」

　長いシルバーの髪かみを左ひだり肩かたに垂らし、ネクタイの代わりにシルクのスカーフをした華か京きよう院いんは、全身から貴き公こう子しのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。だが、その切れ長の瞳ひとみは冷たい光を放っていた。

（こんなときに会うなんて……）

　奏は心の中で舌打ちするが、おくびにも出さない。

　音楽教師で風紀委員会顧こ問もんの華京院とは、初めて出会ったときからソリが合わない。

『おまえと先生、なんか似てるよな！』

　いつだったかクラスメイトに言われたこともあるが、とんでもないと思う。

　ひと目見ただけでわかったのだ。この人とは、音楽や人生に求めるスタンスが自分とは違ちがいすぎる、と──。

　口には出さなくとも、それは華京院も感じていることだろう。

「実は、コンスタンティンを捜しているところなんです」

　ピアノの前まで進んだ奏は、風紀委員長の顔で事情を話す。

「コンスタンティン？」

「はい、あの不思議なぬいぐるみのことです」

　学園の教師である以上、歌って踊おどれる世にも奇き妙みようなコンスタンティンを知らないはずはない。だが、そこはそれだ。無む暗やみに煽あおってことを荒あら立だてたくない。

　ほっそりとした形のいい指先を顎あごに置き、華京院は黙だまり込む。それからなにかに思い当たったように、「ああ」と人を小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべた。

「確か、三年の[image: ]さかき原ばらタツキの持ち物だったな」

　──それが？　と言外に促うながされ、奏は続ける。

「コンスタンティンがいないと、アルスマグナのライブを始められませんので」

「なるほど」

　華京院はチラリと壁かべの時計に目を走らせる。

「ライブは確か午後からだったな」

「ええ、ですから──」

　コンスタンティンを見たのか見なかったのか。

（なんだか故意に、会話を引き延ばされているような気がする）

　華京院に焦じれた奏は、「失礼」と断りを入れて教室の中を歩いた。教卓の後ろに椅子の上、カーテンの陰まで確認したが、ピンクのぬいぐるみは見当たらなかった。

「どうやらここにはいないようですね。失礼しました」

　軽く会え釈しやくをして音楽室から出ようとすると、背中に小さな嗤わらいが落ちた。鼻で笑った気配の後に、辛しん辣らつな言葉が続く。

「ライブ直前でトラブルを起こすとは。よほどいい加減な気持ちで練習してきたツケだろうな」

　いきなり売られたケンカに奏の足がぴたりと止まった。

　華京院が皮肉屋なのはいつものことだ。

　授業中でもちょっとしたミス、たとえば音程を外したり譜ふ面めんの読み違いをしたりした生徒には容よう赦しやなく冷たい言葉を浴びせかける。委員会でも生徒へのチェックが甘あまかったり、「今日くらいは」と大目に見たりしたのがバレると痛い目に遭あう。

　そういう本人は完かん璧ぺき主しゆ義ぎ者しやで、油断も隙すきもないから「いつか見返してやる」なんてのは夢のまた夢だ。

　とは言え、奏にもいちいち相手をしてやる義理はない。普ふ段だんなら無視してこの場を後にしていただろう。

　だが、今回は違った。

　迫せまりくるライブの時間に心の余よ裕ゆうを失っていた奏は、売り言葉に買い言葉で、思わず華京院に嚙かみついてしまったのだ。

「あなたに説教される筋合いはありません」と──。







　言いざま、とっさに振り向いた奏の瞳に飛び込んだのは、腕うでを組み、唇くちびるに薄うすい笑みを浮かべた華京院の姿だった。

（──やられた）

　うっかり会話のきっかけを作ってしまった。

　嫌いや味みで冷たい口調の華京院だが、不必要に相手に長く絡からんだりしない。なのに自分を足止めするのは、ふたりで話したいことがあるからに違いない。
















「……用件はなんです？　こちらは急いでいるので手短に」

　奏が顎を上げて切り口上で尋たずねると、華京院の目が少し驚おどろいたように見開かれた。

「さすがは『鬼おにの修しゆ行ぎよう〝奏そう〟』。苛か烈れつなふたつ名で呼ばれているだけのことはあるな。成績優秀、運動神経バツグン、おまけに洞どう察さつ力りよくにも優すぐれている」

「なにが言いたいんです？」

　奏が一歩踏ふみ出だすと、華京院が軽く肩をすくめてみせた。

「私には以前から気になっていることがあってね。泉と言えば、世界的にも有名な音楽一家だ。その息子むすこが、なぜダンス部なんかに入ったのかとね」

「…………」

「妙みようなところで責任感の強い君だ。はじめは風紀委員の責務から、問題児ばかりのダンス部に、監かん視し目的で潜もぐり込んだのかと思っていた。だが、最近の活動を見ていると、本気でダンスに打ち込んでいるようなのでね。まさか、本気で夢中になっている……なんて言わないだろうな？　なにか言ったらどうだ、泉奏」

　奏は小さく息を吞のむ。

　自分が知らない間に華京院に観察されていた。その不ふ愉ゆ快かいさと共に、やはり『泉』の名は音楽業界では特別な意味を持つのだと改めて思い知らされる。

　父は指揮者で母はピアニスト、ひとりきりの兄はバイオリニスト。

　自分も三歳さいのころからピアノを始め、今も練習を欠かさない。両手に嵌はめた白い手て袋ぶくろも、大事な指を傷つけないためだ。

「……ピアノは、毎日弾ひいています」

　だが、理解を求めた奏の言葉は、「当然だ」という華京院のひとことで切り捨てられる。

「私が言っているのは、ダンスのせいでピアノの練習時間が圧あつ迫ぱくされている、ということだ。ピアノの腕を上げたいなら、それ一筋に打ち込むしかない」

　確かにそれは華京院の言うとおりだ。

　ピアノの練習は素人しろうとが思うほど甘くない。時間と体力、そして精神力を使うのはダンスの練習にも等しい。

　しかも、親からも兄からも、「おまえには大した才能がない」と言われ続けている自分なのだ。ピアノ以外のことに打ち込むことは、本来なら許されない。

（だが……）

　ピアノとダンス、好きという気持ちに優ゆう劣れつはない。

　ひとり、ピアノと向き合い、自問自答しながら曲を奏かなでる時間と、仲間と共に汗あせを流す時間。そのどちらもが自分にとって掛け替えのない宝物なのだ。

「……まさかとは思うが、『どちらも』なんて都合のいいことを考えていないだろうな？」

　ハッと顔を上げた奏を、華京院の冷たい瞳がまっすぐ捉とらえる。

　完全に見み透すかされている。だが、華京院相手に一ひと筋すじ縄なわでいかないことは最初から想定済みだ。

「だとしたら、どうなのです？」

「中ちゆう途と半はん端ぱなことをしようとすれば、両方うまくいかなくなるのがオチだ」

　せめてもの反抗を、華京院は軽く躱かわす。

「ピアノを取るか、ダンスを取るか。そもそも悩むほどのことではないはずだ。君は、問題児を牽けん制せいするためだけに、ダンス部に入ったのだからな」

　──ミイラ取りがミイラになる。

　そんな言葉が心に浮かび、奏は思わず苦笑した。

　なぜこんなにも、ダンスにのめり込んでしまったのだろう？

　ダンス部の部室が風紀委員会室と兼けん用ようなのは、委員会で忙いそがしい自分が少しでも活動しやすいようにと、仲間が配はい慮りよしてくれたからだ。おまけに顧問が壁にミラーを取り付けてしまい、あのときは正直「参ったな」という気持ちだったのに。

「今からでも遅おそくない。つまらん情は捨てて、自分がいるべき場所に戻もどれ」

（自分がいるべき場所……。おれがいるべき場所はどこなんだ？）

　考え込む奏の耳に、四人の言葉が蘇よみがえる。

『泉ってさ、なにやってもうまいよな～。ダンスだってすぐコツを摑つかんじまうし』

『奏先せん輩ぱいのダンスって、うまく言えないけど几き帳ちよう面めんな先輩らしさが出てるんですよね！　一いつ緒しよに踊っててすっごく楽しいです！』

『奏くん、本当は陰かげでいっぱいい～っぱい練習してるでしょ？　だから、僕も負けずに頑がん張ばらなくちゃって思うんだ！』

『ほら、泉。なんでもひとりで完璧にこなそうとするんじゃないぞ！　仲間がいてこそのアルスマグナだ。無茶するなよ！』

　その一方で思い出す、自宅での家族とのやりとり。

『おまえにダンスなんてしている暇ひまがあるのか？　これ以上、父さんを失望させないでくれ』

『奏、あなたはもう少し、ピアノで結果を出さないと。頑張っているのはわかるけど、ずっとこのままじゃ……ねぇ？』

『音楽の才能もないくせに、顔だけ俺に似てるなんて迷めい惑わくこの上ないんだが？　できれば早さつ急きゆうにピアノの腕を上げてもらいたいね。そうでもしないと、おまえの兄貴だなんて口が裂さけても言えないよ』

　家族のそれぞれの言葉には、自分に対する失望が隠かくされている。

　──ダンスなんてしている場合なのか。それは一種の逃とう避ひじゃないのか。

　──ほんと、いったい誰に似ちゃったのかしら？

　──今のままの腕うで前まえじゃ、俺はおまえを弟だと認められない。

（おれがダンスに夢中になったのは、うまくいかないピアノから目を逸そらすためなのか？　おれがダンスをやめてピアノで結果を残さないかぎり、家族からは認めてもらえないのか？）

　いつも、胸むねの奥底で必死に隠している暗い感情。それが華京院の言葉で一気に噴ふき出し、真っ白な紙に落とされた墨ぼく汁じゆうのように、じわじわと心を侵しん食しよくしていく。

「さぁ、泉奏。ここで私に『ダンス部をやめる』と誓ちかってくれないか？　迷っているなら背中を押してやろう」

　華京院の言葉がさらに心を暗く染める。

　もし、今ダンス部をやめたら、少しは家族も安心してくれるだろうか？　あの兄も、哀あわれみや蔑さげすみの目で自分を見ることをやめるだろうか？

「おれは……」

　俯うつむいたまま、奏は口を開く。

「おれは、ダンス部を……」

　言ってしまえば楽になる。この感情を華京院に吐はき出せば、きっと──

　そのとき突とつ然ぜん、音楽室の扉が音をたてて開いた。

「はーい、この教室は使用禁止ですわよ！　速すみやかに出ていきなさい！」

「華かん那な先輩の言うとおりでーす！　さっさと退室……って、あれ？　泉先輩と華京院先生？」

　いきなり現れた女子生徒が、ふたり揃そろって目を丸くする。

「泉くん、どうしたんです？　こんなところで！」

「文化祭、参加しないんですか～？」

　お揃いの三つ編みと、腕には腕わん章しよう。瓜うり二ふたつのふたりだが、片方は銀ぎん縁ぶちメガネ、もう片方はフレームが茶色のメガネをかけている。

「仮かり屋や崎ざきさんに濱はま之の堂どうさん？」

　我に返った奏が声をあげる。

　仮屋崎華那と濱之堂雪ゆき乃のは、奏と同じ風紀委員だ。華那は二年、雪乃は一年だが、ふたりは気が合うらしく、なにかと一緒に行動しては校こう則そく違い反はんに目を光らせているのだ。

「風紀委員の仕事、頑張ってるようだね」

「ええ！　学園祭と言えど、風紀の乱みだれを見過ごすわけにはいきませんわ！」

「実は今も、服装チェックをしていたところなんです。華那先輩は、細かいところも見み逃のがしませ～ん！」

　ピンと背筋を伸のばして報告するふたりは、奏に褒ほめられてうれしそうだ。

「それで、泉先輩と華京院先生は？」

「こんなところでどうかしました？」

　不思議そうに問いかけられて、奏は華京院の顔を見る。

「……これと言ったことは特に。そうですよね、先生？」

「いや。返事がまだだ」

　真正面から見つめられ、奏もその目を見つめ返す。

「自分の問題は自分自身で決着をつけます。先生にいちいち了りよう解かいを取ることではありません」

「ずいぶんと強がりな発言だな。……まぁいい。君がこの先どうするか、お手並拝見するよ」

「……えぇっと？」

「泉先輩？　華京院先生？」

　そこはかとなく緊きん迫ぱく感かんを滲にじませたやりとりを、華那と雪乃が怪け訝げんそうに見つめている。

「では、おれはここで」

　華京院の視線を断ち切るように、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなお辞じ儀ぎをすると、

「仮屋崎さん、濱之堂さん、行きましょう」

　奏は穏おだやかな調子で踵きびすを返した。







　音楽室を出たとたん、耳に廊下の喧けん噪そうが飛び込んできた。先ほどまでの音楽室の静けさと、緊迫した華京院との会話が噓うそのようだ。

（おれは、なんと答えようとしていたんだ？）

　華京院とのやりとりを思い出し、また奏の胸に黒い染しみが広がっていく。

　さっさとダンスをやめて、ピアノ一筋に打ち込め。自分のためにも家族のためにも、それが一番の選せん択たくだ──。

　彼の理り屈くつはわからなくもない。そして、それに動どう揺ようさせられてしまった自分の心に不安と焦しよう燥そうを覚えている。

（おれは、どうすれば……？）

「泉くん、ぼうっとしちゃってどうしたんですの？」

　廊下に立たち尽つくす奏に、華那が声をかけてくる。

「具合でも悪いとか？　なんだか顔色がよくないですわよ？」

「い、いや、なんでもない」

　今大切なのはピアノのことではない。かき乱された心を深呼吸で落ち着かせ、「ところで」と奏はふたりに向き直る。

「コンスタンティンを見なかったか？」

　華那と雪乃は、おそらく朝早くから学園内を見回っていたはずだ。その途と中ちゆうで見かけた可能性は十分ある。

「実は、急に姿が見えなくなってしまったんだ。どんな些さ細さいなことでもいい。なにかあったら教えてほしい」

　期待を込めた奏の問いに、ふたりは顔を見合わせる。

「華那先輩、見ましたか？」

「いいえ、覚えがないわ。雪乃さん、あなたは？」

「わたしも……」

　申し訳なさそうに声が小さくなっていくが、しかし、奏に落ち込んでいる暇はない。

「では、君たちが服装チェックをしていたのはどのあたりかな？」

「えぇと、中庭と、高等部の校舎と……」

「通用門にも行きましたよっ」

「だが、そのいずれの場所でも見かけなかったと？」

　とっくに校外へ出てしまったか、それとも単にふたりと出会わなかっただけか。

　見た目は普ふ通つうのぬいぐるみだが、実は、コンスタンティンにはある幽ゆう霊れいがとり憑ついている。そのおかげで踊るし喋しやべるし三輪車には乗るしで、とても活動的なウサギなのだ。

　学園の生徒や先生はとっくに慣れて、驚くことは滅めつ多たにない。だが、外部からやって来た人はどうだろう？

　よくできたオモチャと思うだけならまだいい。しかし、うっかり魔まが差して「自分のものにしたい」と思ってしまったら？　さらには「勝手に動くオモチャの謎なぞを解きたい！」と、妙な好こう奇き心しんに駆かられてしまったとしたら？

　アキラが言った『身みの代しろ金きん目的の誘ゆう拐かい』以上に大変なことになる。

（……いや、しかし、どういった状況でコンスタンティンがいなくなったのか、まったくわからないからな）

　ひとつの出来事に対し、さまざまな角度から物事を推おし量はかる。それが奏の長所であり、短所でもある。場合によっては最悪のシナリオまで考えてしまうから、アルスマグナの仲間から「深刻になりすぎるのはよくないぞ」と注意されたこともある。

（とにかく、今は足を動かすほうが先だ）

　妄もう想そうを打ち切って、書道室に入ってみる。

　ところどころ墨すみで汚よごれた床ゆかや、浅いシンクの水道。さらには準備室で丸めた毛もう氈せんを挿さした箱の中まで見てみたが、ピンクのウサギの姿はどこにも見当たらなかった。

（コンスタンティンがいそうな場所……。いったいどこだ？）

　にぎやかで楽しい場所が大好きなコンスタンティンだ。しかし、学園祭の期間中は、学園全体が『にぎやかで楽しい場所』になってしまう。

「あと見ていない場所は、中等部の校舎に、音楽堂と、体育館と……」

　指折り数える華那の隣となりで、

「確か泉先輩、もうすぐライブでしたよね？」

　雪乃が不安そうに問いかける。

「全部見てまわったら時間切れになっちゃうし、なにかいい作戦が……あっ！」

　ポンと雪乃が手を叩たたき、

「好物でおびき寄せるのはどうですか～？」

「な、なるほど！　さすがは雪乃さんだわ！」

　華那も即そく座ざに賛成するが、

「ダメだ」

　すぐに奏に否定される。

「え～っ、なんでですか？」

「結構いい手だと思いますわよ？」

　不満そうなふたりに、奏は落ち着き払った声で聞いてみる。

「じゃあ、そもそもコンスタンティンの好物はなんだと思う？」

「えーと、甘いお菓か子し、とかですか？」

「それもそうだが、一番の好物は紅茶。しかも非常に味にうるさい。最高級の茶葉と、ベストタイミングな淹いれ方ができないと、おびき寄せるのは至難の業わざだ。……おれも紅茶が好きで多少は嗜たしなむが、幼少のころより本場ヨーロッパの紅茶に慣れ親しんできたコンスタンティンには、到とう底てい勝てる気がしない」

「えっ？　コンスタンティンってそんなにすごいウサギだったんですか!?」

「まるで貴族……！」

　つまり、好物が高級、かつハイレベルすぎて簡単には準備ができないのだ。

「あっ、でしたらこんなのは？」

　今度は華那が手を挙げる。

「校内放送で、呼びかけてもらうんですわ！」

「校内放送……？」

「ええ！」

　奏の前で、華那はマイクを口元に当てるような仕草をしてみせる。

「ピンポンパンポーン♪　コンスタンティンさん、コンスタンティンさん、至急、講堂までお越こしください♪」

「あ、なるほど、その手がありましたね！」

　感心したように雪乃が手を叩くが、奏は黙だまって首を振る。

「校内放送に関する校則に、こんなものがある。『学園祭の期間は特に、生徒の私的な利用を禁ず』」

「へっ？」

「考えてもみてください。もし、吹すい奏そう楽がく部ぶや軽音楽部がコンサートの最中だったら？　もしくは文芸同好会が、詩の朗読をしていたら？」

「すごい迷惑……」

「おまけに雰囲気ぶち壊こわし……」

「ということです」

「あぁっ、ショックですわ！　その校則、うっかり忘れていましたわ～！」

「なかなかいい案だと思ったのにー！」

　さすがは奏。ほとんどの生徒が知らない校則もきちんと把握している。

　だが、これで結局、校内放送で捜すという案も潰つぶれてしまった。

「つまり、残された道は『地道に捜す』のみなんですか？」

「ねぇ、泉くん！　こうなったらコンスタンティン抜ぬきで踊るのは？　途中から合流できたらそれでよしってことで！」

　最後の手段とばかり、華那が言う。

　しかし、これにも奏はＮＯを出す。

「ダメだ。彼もアルスマグナのメンバーの一員。外すわけにはいかないんだ」

「う……。その気持ちはわかりますけど……」

　──華那に悪気があったわけではない。ただ、開演を待っている客を予定以上に待たせてはいけない、学園祭の進行に遅れがあってはならないと、持ち前の生き真ま面じ目めさから言ってしまっただけなのだろう。

（……以前のおれだったら、仮屋崎さんの意見をありがたく受け止めたんだろうな）

　奏は思わず自じ嘲ちようする。

　突然消えたメンバーよりも、もともと決まっていたスケジュールのほうが大事。パニクるタツキも無理やり諭さとし、踊らせようとしていただろう。

　だが、今は違う。大事な仲間がひとりでも欠けたらアルスマグナではないのだ。

「とにかく、コンスタンティンなしでライブを始めることはできない。それだけは決まっているから」

「……う～、そうなんですか？」

　華那は納なつ得とくのいかない様子で奏を見上げる。

　すると、今までなりゆきを見守っていた雪乃が声をあげた。

「泉先輩の気持ち、わたし、わかりますっ！　わたしも華那先輩がいないと服装チェックをする気が起こりませんもん！　大切な人が欠けたら、やる気ってものすごくダウンしちゃうんですよね！」

　にっこり笑って言い切った雪乃の前で、華那が大きく目を見開いた。

「ゆ、雪乃さん……！」

「はい？」

「あなたがそんなことを思っていてくれたなんて！　私、感動しましたわ！」

　ガシッと後こう輩はいの肩を摑む華那と、

「だってわたし、先輩のこと尊敬してますもん！」

　両手を胸の前で組んで、瞳を潤うるませる雪乃。

　これぞ青春の一ページ。ふたりのまわりに何者をも寄せ付けない友情オーラが発生する。

「これからも、共に学園の風紀のために頑張りましょうね！」

「もちろんです！　この学校と先輩のために、わたし、頑張りますっ」

「……取り込み中のところ悪いが、そろそろ本題に戻っていいかな？」

　淡たん々たんとした奏の口調が、そんなふたりを我に返らせた。

「あ……！　そ、そうでしたわ！　コンスタンティン！」

「早く捜さなきゃいけないのに！」

　顔を真っ赤にして、華那と雪乃は周囲を見回す。

　だが、手がかりは未いまだに皆かい無む。闇やみ雲くもに捜しているうちに時間ばかりが過ぎてしまうだろう。

「ま、まずはまだ見ていない音楽堂とか……！」

　──そんな三人の脇わきを、ピンクのぬいぐるみを抱だいた男子三人組が通り過ぎていった。

「え……？」

「華那先輩、今のってもしや……」

　もしやというレベルではない。長い耳に長い手足。ピンクの体に身長だって一〇〇センチはある。

「ちょーっと！　そこの男子！」

「え……？　な、なんだよ？」

　きょとんとした顔で振り向いたひとり、一年Ｂ組の兎うさぎ田だテルを、仁に王おう立だちになった華那がビシッと指さす。

「そのぬいぐるみを見せなさい！」

　しかし、兎田はすぐに背中にぬいぐるみを隠し、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えだ。

「断る！」

「それはどうして？　怪あやしいわね」

「怪しいって、無茶苦茶やろ！」

「言いがかりですよ！」

　同じく一年Ｂ組の馬うま野のレオと虎とら濱はまシュータも加勢するが、華那はまったく怯ひるまない。

「ではなぜ、コンスタンティンを背中に隠すの？」

「こ……これはコン様なんかじゃないし！」

「コン、様？」

　困こん惑わくした華那に、

「やっぱり変ですよ、この人たち」

　雪乃がそっと耳打ちする。

「こうなれば仕方ないな。多少、強ごう引いんな措そ置ちを取らせてもらうとするか」

「な……なんやなんや、強引な措置って！　やるんかい!?」

　奏に厳しい視線を向けられた馬野はファイティングポーズを取ってみせる。

「横暴です！」

「来るなら来いよ！」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。ここですったもんだのケンカが起こるのかと思いきや──

「し、死んでもコン様は渡さないからな！」

　その声が合図だったのか、男子たちはくるりと踵を返すと走りだした。

　一いつ瞬しゆんあっけに取られたのち、華那が両手を振り上げる。

「あ、こら、待ちなさいっ！　ドロボー！」

「ドロボーなんて人聞きの悪いこと言わんといて！」

　律りち儀ぎに振り返りながら、馬野が声をあげる。

「濱之堂さん、仮屋崎さん、追いかけましょう！」

「もちろんです！」

　奏たちも慌あわてて後を追うが、ただでさえ人でごった返す廊下をまっすぐ走れるわけがない。「うわ！」「危ない！」と非難の声が飛び交う中、相手を見失わないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　やがて、男子たちは吹き抜けをロの字に囲む廊下の入り口に差し掛かった。

　兎田は右に、馬野と虎濱は左に。コンスタンティンは右を選んだ兎田の腕に抱かれている。

「ようし、雪乃さん、私たちも右に行くわよ！」

「はいっ！」

　しかし、ここでも距きよ離りは縮ちぢまらなかった。

　焦あせる華那と雪乃のはるか前で、ホイッスルが鳴なり響ひびく。見れば、バトンリーダーの少女を先頭に、クマの着ぐるみやチョンマゲ姿の生徒がやって来るところだ。

「映画研究会でーす！」

「二時から視し聴ちよう覚かく室しつで自主映画やりまーす！」

「ぜひ見に来てくださーい！　……おぉっと！」

　チョンマゲの生徒が正面から駆けてきた兎田に気づいて蹈鞴たたらを踏ふむ。そこに、後ろから来た着ぐるみが止まり切れずに追つい突とつ。たまらず前に弾はじき飛とばされたチョンマゲが、兎田に頭ず突つきを入れて尻しりもちをつかせた。

「うわっ、痛そう……！」

「でも今だわっ！」

　一気に距離を縮める華那と雪乃。コンスタンティンは尻もちをついた兎田のそばに投げ出されている。

「コンスタンティンを返してもらうわ！」

　しかし、手を伸ばした雪乃より速く、兎田はぬいぐるみをひったくると立ち上がった。

「ああっ、コンスタンティーン！」

「任せて、雪乃さん！」

　駆けだそうとする兎田の腰こしに、今度は華那が後ろから抱きつく。

「きゃあ、先輩、破は廉れん恥ちっ！」

「な、なんてことを言うの、雪乃さん！　これは必要に迫られたからやっているだけですわ！」

「て、放せよっ！」

「いいえ、絶対放しま……きゃあっ！」

　腰を捻ひねった兎田に、華那は乱暴に振りほどかれる。

「い、イタタタタ……」

「ふん、じゃあな！」

　ようやく駆けだそうとした兎田の前に、今度は雪乃が大きく手を広げて立ちふさがった。

「先輩の仇かたき！　もう逃にげられないわ、コンスタンティンを渡しなさい！」

「よ、よくやったわ、雪乃さん！」

　素す早ばやく立ち上がった華那もじりじりと兎田に迫る。

　背中には華那、前には雪乃。袋ふくろのネズミとなった兎田に逃げ場はない。

（やったわ！）

　しかし、待ち構える雪乃の前で、兎田はにやりと笑ったのだ。

（な、なに……？）

　嫌いやな予感が胸をよぎった瞬しゆん間かん、

「シュータ！」

　兎田は素早くコンスタンティンを掲かかげると、吹き抜けの向こうに投げつけたのだ。

　吹き抜けは一階から四階まであり、相当な高さがある。ぬいぐるみは人とは違うが、コンスタンティンもただのぬいぐるみとは違う。だからもし、このまま落ちてしまったら──どうなるかわからない。

「きゃあっ！」

「う、うそっ!?」

　華那と雪乃の悲鳴が響いた瞬間、

「ナイッシュー、テル！」

　虎濱が吹き抜けを囲う柵さくから身を乗り出し、コンスタンティンを受け止めていた。

「えぇ～っ！　なんて乱暴な！」

「思い出した！　先輩、この人たちバスケ部です！」

「はははっ、残念だったな！　ではまた会おう、風紀委員の女子たちよ！」

　なぜか芝しば居いがかった口調で勝かち誇ほこった虎濱が走りだした瞬間、「次はこっちだ！」と声がかかった。

「よっしゃ！」

　反射的に、虎濱が馬野にコンスタンティンを回す。が──見れば、その声の主は馬野ではなく、奏だったのだ！

「しまっ……！」

　流れをうまく利用された。声がおかしいと理性で判断する前に、体が勝手に動いていた。

　コンスタンティンはいとも簡単に、白い手袋を嵌めた手の中に落ちる。

「わざわざありがとうございます。それにしても、ずいぶん乱暴なことをしますね」

　突然現れた奏は澄すまし顔だ。

「か、返せよ！」

　摑みかかってきた虎濱を素早く躱すと、「卑ひ怯きようだぞ！」と横から手を伸ばしてきた馬野も巧たくみに避よける。

「卑怯ではありません。あなたがコンスタンティンを俺に渡してくれたのですから」

　──男子三人組が人混みの中を器用に駆け抜けていく姿から、サッカー部かバスケ部を予想した奏の考えは正しかった。分かれ道で兎田が右を選んだとき、もしやと思って左を選んだ奏の作戦勝ちだ。

「さすがは泉くん！」

「やりましたね！」

　ぐるりと廊下をまわってやって来た華那と雪乃は大はしゃぎだ。

「まったく。さんざん手間を掛けさせられましたね」

　ため息をついて、奏は腕の中のコンスタンティンを見つめる。それから「おや？」と眉み間けんに皺しわを浮かべていた。

「先輩、どうかしましたか？」

「コンスタンティンになにか？」

　釣つられるように、華那や雪乃もコンスタンティンを覗のぞき込む。

　いつもの綺き麗れいな毛並みからは想像もつかない、色いろ褪あせたピンクの毛。ボタンの目は大きさが微び妙みように違うし、さらに言えば喋りも動きもせず、ぐったりしている。
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「まったく！　取り押さえる前によう見てや～！」

　三人が困惑していると、身を捩よじるようにして馬野が声をあげた。

「それ、テルが作ったコン様人形なんや！」

「ということは偽にせ物もの!?」

「えぇ～っ？　だったらどうして逃げたりしたんですか！」

「……事情がよくわからないんだが、説明してくれるかな？」

　内心の動揺を抑おさえ、奏は努つとめて穏やかな口調で言う。

　せっかく苦労して取り返したと思ったら偽物。いい加減にしてほしい。

　涙なみだ目めになってやって来た兎田に、奏は偽物のコンスタンティンを手渡した。兎田はそれを抱きしめると、グズグズと泣きながら語りだす。

「俺、コン様大好きなんですよ～！　初めて見たとき、もうコン様しかいない～ってくらい、ひと目め惚ぼれしちゃったんです！　けど、人に言ったら引かれるから、バスケ部以外は秘密にしてたんです……」

　──それにしては、わざわざ人目につくような抱き方をしていたが……。

　ついつい口に出しそうになったのを、奏はすんでのところで押しとどめる。

「……とにかく、勘かん違ちがいして悪かった」

　素す直なおに頭を下げると、兎田はぬいぐるみを抱きしめて、

「コン様あああぁっ！　怖こわい思いをさせてごめんよおぉっ」

　と絶ぜつ叫きようした。

　瞬間、周囲に「うわぁ……」という空気が充じゆう満まんし、それぞれが数歩下がる。

「本当に世の中とは興味深いな。いろいろな嗜し好こうの者がいる。……で？　君たちもああなのか？」

　無表情な奏に向かって、虎濱と馬野は超高速で首を振る。

「い、いやいやいや！　僕はどちらかというとアルスマグナが好きなので！」

「俺もや！」

　仲間に入れるなと言わんばかりの口ぶりだ。

「つまり、君たちは彼の理解者というわけか」

「理解者というか、なし崩くずし的に理解せざるをえなくなったというか……」

　虎濱の口調が徐じよ々じよに尻すぼみになっていく。正直なところ、同類だと思われたくないのだろう。

「そ、それより！　コンスタンティンを捜してるみたいやけど、なにかあったんですか？」

　これ以上はカンベンとばかり、馬野がすかさず話題を変える。

「こっちも手間かけたんや、話くらいは聞くで？」

「ああ。実はコンスタンティンが……」

　奏がくわしく説明すると、

「コン様が!?　行方ゆくえ不ふ明めい!?」

　とたんに兎田が顔を上げた。さっきまで泣きべそをかいて偽にせコンちゃん人形を抱いていたのが噓のようだ。

「なんでそんな大事なこと、早く言ってくれなかったんです！」

「君が逃げ出したのが、すべての発ほつ端たんだったような気がするんだが……」

「細かいことはいいんです！　コン様捜し、俺にも手伝わせてください！」

　兎田がバシッと胸を叩く。

「だったら俺も！　人手は多いほうがええやろ！」

「僕も、アルスマグナのためなら全力で協力しますよ！」

　馬野も虎濱も負けじと申し出、華那と雪乃も「引き続きお手伝いします！」と笑顔でうなずく。

（こんなたくさんの人に、アルスマグナは支えられているのか……）

　奏の胸が改めて熱くなる。

　──自分のためでなく、誰かのために。

　ピアノのコンクールで上位入賞を目指していたころには、そんなことを考えたこともなかった。

　自分以外の奏者はみんなライバル。そして、自分のピアノに耳を傾かたむける者は、難しい顔で演奏の優劣を決める審しん査さ員いんだった。

　──いつからだろう。ピアノを演奏することが、苦しくなってしまったのは。

　初めて鍵けん盤ばんに触れたころはこうではなかった。純じゆん粋すいに楽しくて、演奏を聴きいてくれる人の笑顔がうれしくて。

　そんな、あのころの気持ちを思い出させてくれたのが、今年の春から始めたダンスだった。

　一緒に踊るのは、ライバルではなく仲間。ダンスを見てくれるのは、自分たちの踊りを心底楽しんでくれるファン。

　ふと、華京院の言葉が胸に蘇る。

『ダンスとピアノ、どちらを取るのか？』

　仲間と踊る楽しさを知ってしまった以上、ダンスをやめれば後こう悔かいしか残らない。

　しかし、ピアノも諦あきらめたわけではない。

　片方を捨てれば、もう片方に注力できるわけではないのだ。片方をやめれば、もう片方にも力が入らなくなる──。

（おれは、どちらもやめない）

　胸に湧わき出たひとつの答え。自分の強い思いが、今やっと形になった気がした。

（そうだ。ダンスもピアノも、おれにとってなくてはならないものなんだ……！）

　ダンスを始めて自分は変わった。

　幼いころからひとりを好み、友達も少なかった自分。騒がしいことが大の苦手で、仲間とはしゃぐクラスメイトを、いつも冷ややかな目で見つめていた。

　なのに、今はどうだろう。アルスマグナの仲間と共に、行動するのがなによりの楽しみになっている。

　大切な仲間ができた。仲間のために頑張ろうと思う自分に出会えた。だから今も、コンスタンティンを必死になって捜している──。

（絶対にライブを成功させて、たくさんの人に笑顔を届けたい）

　そう考えると、振りつけの問題で揉もめたのが非常に些細なことに思えてくる。どうしてあのとき、自分は意固地になってしまったのか……。

「……泉くん？」

　華那に名前を呼ばれ、奏は自分が微笑ほほえんでいることに気がついた。

「すまない。少し考えごとをしていた」

「考えごとはいいけど、もうあんまし時間がないで？」

　心配顔の馬野が「どうする？」と聞いてくる。

「そうだな。灯とう台だい下もと暗くらしと言うし、ライブ会場の講堂に行ってみよう」

　コンスタンティンがいる確証はない。だが、もしライブが成功するのなら、きっと会場のそばにいるはず──。そんな、妙な確信があった。
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　僕ってさ、なにやっても長続きしないタチだったんだよね。

　興味を持って取り組めるものなんてなんにもなくて、小三のときに心配した親に水泳教室に入れられちゃった。

　けど、悲しいことに全然上達しなかったんだ。プール自体は嫌きらいじゃないけど、誰だれかと競争するのがどうしてもダメで。

　楽しく泳いでるだけじゃいけないの？

　……なぁんて疑問を持っちゃったから、初めて参加した大会では見事に最下位。

　これじゃあよくないって、今度は地域のバスケットボールクラブに入ったんだけど、こっちもすぐ飽あきてやめちゃった。

　なにをやっても中ちゆう途と半はん端ぱ。おもしろいって思えない。

　ちょっぴり自分に自信をなくしかけたこともあったな……。

　なのに、こんな僕がダンス部を立ち上げて、仲間を集めて活動してるんだから不思議だよね。

　毎日踊おどって、笑い合って。もっともっとうまくなりたい、たくさんの人に見てもらいたいって思ってる。

　そんなダンスが、僕にとって初めて夢中になれたもの、なのかな？

　それとも、ただの妄もう想そうなのかな？
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「コンちゃーん！　いたら返事して～！」

　ウィトの声が空むなしく体育館裏にこだまする。

　いくら学園祭とはいえ、屋台もステージもないところに来る物好きはいないらしい。周囲は人っ子ひとり見当たらず、時おり風に乗って人の声が響ひびいてくるだけだ。

　もう少し歩けば幼よう稚ち舎しやと初等部の建物が見えてくるが、高校から九ク瓏ロノノ主ス学がく園えんに入ったウィトにとっては馴な染じみの薄うすい場所で、なんとなく進むのが躊躇ためらわれる。

（早くコンちゃん見つけて、振りつけの確かく認にんもして──急がなくちゃいけないのに！）

　気ばかり焦あせるが、なんの手がかりも見つからない現状では、声をあげて捜し回るしか方法がない。

　それにしても──

（あの振りつけ、ゆっくりのほうがいいと思うんだけど。どう言えばわかってもらえるのかな？）

　思い出すのは先ほどまでの仲間との会話。

　自分の意見を押しつけるつもりはさらさらない。ただ、このままの気分でライブをしても成功するようには思えない。

（あー、もう！　なんでこんなにテンション下がってるんだろう……）

　足を止め、ウィトは小さくため息をつく。

　いつも素す直なおで前向きだが、一度躓つまずくと引きずりがち。気持ちの切り替えが難しく、ウィト自身もそんな自分に疲つかれてしまうことがある。

　コンスタンティンを捜しているとは言え、無意識に人けのない場所を選んでしまったのも、単純にひとりになりたかったからかもしれない。

　ウィトはトボトボ歩き、高等部の校舎に戻もどってみた。

　コンスタンティンがいそうな場所──。部室以外なら、顧こ問もんの先生が使っている化学準備室はどうだろう。

　人混みに押されるようにして階段を上り、目的の部屋の扉とびらを開ける。とたん、ウィトの鼻先にさまざまな薬品の匂においがごっちゃになって流れてきた。薬品の劣れつ化かを避さけるためか、窓にはどれも電動シャッターが下りていて、室内は奥おくに行くほど真っ暗だ。

（蛍けい光こう灯とうのスイッチは……と。あ、これこれ）

　手て探さぐりで壁かべのスイッチを押してみるが、まったく反応がない。

（あれ、おっかしいな～？）

　ならばシャッターを上げようと思うも、今度はスイッチ自体が見つからない。

（えぇっ、うそ!?　万一コンちゃんが隠かくれていても、これじゃ絶対見つからないよ！）

　困こん惑わく顔がおでウィトが立たち尽つくしていると、

「こっち、こっち」

　小さな声が聞こえたような気がした。

（はっ？　な、なに今の!?）

　誰かいるのだろうか？　それとも空耳？

　恐おそる恐おそる声のした方向を見てみると、高く積まれた段ボールの上に、細長いものが置かれているのに気がついた。

（これって懐かい中ちゆう電でん灯とう？）

　さっそく手に取ってスイッチを入れると、闇やみを斜ななめに割さいて円まるい光が床ゆかに落ちる。

（やった！）

　これさえあれば、化学準備室の中を隈くまなく捜すことができるだろう。

　たった今聞こえた声は空耳だったことにして、ウィトは薬品棚だなや段ボール箱で囲まれた細い通路を歩きだした。

「お、おーい、コンちゃ～ん……！」

　遠えん慮りよがちに呼んでみるが、やはり返事はない。

　試ためしに傍かたわらの箱を開けてみると、新品同様なのに薄うっすらと埃ほこりをかぶっているビーカーやフラスコが入っていた。

（なんだか嫌いやな雰ふん囲い気きだなぁ……。まだ使えそうなのに、「いつかまた」って思われながら、そのまま忘れられちゃったものばかり）

　ウィトの心がしゅんとなる。

　子どものころやっていた水泳とバスケットボール。そのどちらにも、自分はまったく興味が持てなかった。

　──息子むすこが夢中になることを見つけてあげたい。

　──得意なことで自信をつけてあげたい。

　そんな想いから、習いごとを勧すすめてくれた両親。その期待に応こたえられない自分が情けなくて、「いつかまた」「やりたくなったら戻るから」と言い訳じみたことを言ってしまった。「いつかまた」なんて日が来るわけないのは、自分が一番よく知っていたはずだったのに。

　アルスマグナのムードメーカーと呼ばれることもあるウィトだが、中学までは引っ込み思じ案あんで、人の輪にうまく溶とけ込めなかった。

　おまけに、なかなか夢中になれるものがない中で、友人たちは趣しゆ味みや部活に打ち込んでいく。取り残されたような気分になって、人知れずため息をつくことも多かった。

（でも、ダンスは別だよね？　やっぱりこれも違ちがったってことにはならないよね？）

　自分に問いかけるようにそんなことを思った瞬しゆん間かん、重苦しい空気が腹の底からじわりと湧わき上がってきた。

　とうとうやりたいことが見つかった。そう思って部活を立ち上げたのに、もしこれも途と中ちゆうで手放すことになってしまったら──。

　そのダメージは、小中学生時代のものとは比べものにならないはずだ。言い訳を承知で言うならば、水泳やバスケは「自分の意向も聞かず、親が勝手に決めてきたもの」だった。だから、最終的に「なんだか合わなかったよ」でも、周囲も自分も納なつ得とくできた。

　しかし、ダンスは「自分から始めたこと」。それすら満足に続けられないとわかったら、逃にげ場ばを失った自分は本物の自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってしまうだろう。

（確か、ことわざにあったよな。『二度あることは三度ある』って）

　どんどん思考がナーバスになっていく。

　アルスマグナのメンバーに打ち明けても、理解してくれないかもしれない。「こんなに楽しいのに、なんなの、その取り越し苦ぐ労ろう？」と笑われてしまいそうな気がする。そして実際、アキラやタツキは毎日楽しそうに練習しているし、奏にいたってはダンスの他にピアノにも熱中しているのだ。

「あー、ダメだダメだ！　今はコンちゃんを捜すことが優先っ！」

　ウィトはわざと声に出す。俯うつむきがちだった視線と懐中電灯をまっすぐ上げると、そこにドーンと立っていたのは、内臓剝むき出しの少年だった。

「ぎゃ────っ、ゆ、幽ゆう霊れいっ!?」
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　喉のどの奥から悲鳴が飛び出す。驚おどろいて飛びのいた拍ひよう子しに肘ひじが当たり、高く積まれた段ボール箱の壁が崩くずれてくる。

「わぁあああああっ!?」

　容よう赦しやなく降ってくる段ボール箱。幸い中身はカラか軽めの荷物のようだ。しかし、角に当たればそれなりに痛い。

　段ボール箱の勢いに負けて尻しりもちをつき、ただひたすら頭を抱かかえてうずくまる。やがて崩ほう壊かいが止まり、ホッと腕うでを下ろすと、頭上から「あははははっ！」という明るい声が降ってきた。

（だ、誰!?）

　とっさに顔を上げると目の前に黒い影かげ。前まえ髪がみをツンと立てた少年が、人ひと懐なつこそうな笑顔で立っていた。

「ほら、摑つかまれよ」

　手を差し出され、ウィトは一いつ瞬しゆん躊躇ためらってしまう。

　すると彼は肩かたをすくめ、

「大だい丈じよう夫ぶだって。俺、怪あやしい奴やつじゃないし！」

　と笑ってみせた。

「だいたいさ、おまえが幽霊と間ま違ちがえたのってアレだろ？」

　ウィトの手から落ちた懐中電灯が、闇の中にぽつりと立つ、人体模型の足元を照らしている。先ほどの内臓剝き出し少年の正体はこれだったのだ。

「なぁんだ……。びっくりしちゃったよ」

　照れ笑いしながら手を摑むと、少年は力を込めてウィトを引き起こしてくれた。

　立ち上がったウィトは懐中電灯を拾い上げ、相手をさりげなく照らしてみる。

（あ……！　誰かと思えばクラスメイトの熊くま井いくん！）

　彼は自分と同じ一年Ｂ組。それほど親しくはないが、何度か喋ったことはある。

「ありがとう。こんなところに熊井くんがいるから驚いちゃったよ！」

　ウィトが言うと、今度は熊井が戸と惑まどった。

「……なんでおまえ、俺の名前を知ってんだ？」

「え？　だって僕たち、同じクラスでしょ？」

「…………」

　妙みような沈ちん黙もくがあってから、

「あ、ああ、そうだったな！」

　ぎこちなく熊井が微笑ほほえむ。

「あの、もしかして、忘れてた……とか？」

「そ、そんなことない、ない！　ここ暗いから、一瞬おまえだってわかんなかっただけだよ！」

「そうか～。じゃ、僕の名前も知ってる？」

　試すようにウィトが聞くと、熊井は「う……っ！」と言ったまま黙だまり込んでしまった。

「朴ぱくウィトだよ」

「そ、そうだ、朴、朴だったな！　うっかりド忘れしてたよ！　……それにしても、変わった名前だなぁ……」

　最後の一言は小声で、初めから知らなかったのがバレバレだ。

（僕、そんなに影かげが薄いかな……？）

　ウィトは、韓かん国こくで大女優だった母と、日本人で製せい菓かメーカー勤務の父との間に生まれた。日本で育ったために韓国語はからきしだが、実はこっそり韓国でアイドルデビューをさせられている。

　母の意向で始めたアイドル業。そこでの人気は高く、決して存在感がないわけではない、と思いたいのだが……。

（まぁ、下手に目立ちすぎて、アイドルのこととかバレちゃうよりはマシだよね）

　ちなみに、ウィトはアイドルの活動を『仕事』として捉とらえている。やりがいがないわけでは決してないが、憧あこがれからスタートしたダンスとは別のもの。『好き』とか『嫌い』とはまた別の思いが胸にある。

「えーと、それじゃ、熊井くんはどうしてここにいるの？」

　気持ちを立て直して尋たずねると、

「ここがお気に入りの場所だから」

　彼はなぜか楽しそうだ。

「化学準備室がお気に入りなの？」

「そうじゃなくて、この学園全体がお気に入りなの」

「……ふぅん？」

　わかったような、わからないような。学園そのものが好きなら、どこにいても楽しいということだろうか？

「それはそうと、おまえこそどうしてここにいるんだ？」

　今度は熊井が聞いてくる。

「学園祭はとっくに始まってるのに。なんかトラブルでもあったわけ？」

　口調は軽いが、ウィトのことを気に掛かけてくれているのだろう。

「トラブルっていうか……実は、コンスタンティンを捜してるんだ」

「コンスタンティン？」

　熊井は眉み間けんに皺しわを寄せたが、「ああ！」とすぐに声をあげた。

「あのウサギのぬいぐるみか！　あれなら知ってるぞ。俺と似てるからな、なんだか親近感があるんだよ」

「……似てる？　親近感？」

　あの毒どく舌ぜつでピンクのぬいぐるみと、熊井のどこが似ているというのだろう。それに、自分のことは知らなかったくせに、コンスタンティンは知っていたのがなんだか悔くやしい。

　複雑な気持ちのウィトをよそに、熊井はポンと手を叩たたく。

「よし、そういうことなら一いつ緒しよにコンスタンティンを捜してやるよ。ちょうど俺も暇ひまだったし！」

「ほんと!?」

　思わず目を輝かがやかせてから、ハタと気がつく。学園祭の最中に暇というのもおかしな話だ。

「あの、でも熊井くん、ほんとにいいの？　クラスの仕事とか、あるんじゃない？」

「いや、俺の仕事はこの学園をいかに居い心地ごこちのいい場所にするか、だからな！　平気平気！」

「学園を居心地のいい場所にする仕事……」

　なんだか回りくどい言い方だが、実は風紀委員だったりするのだろうか？　しかし、今はあれこれ詮せん索さくするより素直に助力を求めるほうが先だ。

　ウィトは改めて熊井の正面に向き直る。

「えーと、じゃあ、熊井くん、よろしくね！」

「おう、任せとけって！」

　にっこり笑って応えた熊井が、なんだかとても頼たのもしく思えた。







　散らかしてしまった段ボール箱を片付けてから、ふたりは再度、捜そう索さくを始めた。

「いないね」

「いないなー」

　名前を呼んでも、怪しそうな箱の中を覗のぞいても、コンスタンティンのコの字も見当たらない。

「おーい、コンちゃーん！　かくれんぼしてるなら出ておいで～！　もうすぐライブが始まっちゃうよ～！」

　ウィトが懐中電灯であちこち照らすと、壁に当たった光が一枚のポスターを映し出した。

　それは、アルスマグナの仲間と一緒に作ったポスター。今見れば、それぞれがぎこちない笑顔で精せい一いつ杯ぱいポーズを決めている。

（初めてのポスターで、ついつい多く刷りすぎちゃったんだよね。で、それを九く瓏ろう先生に頼んで化学準備室に置かせてもらって……）

　その際、場所がわからなくなると困るからと、目印代わりに近くの壁に貼はったのだ。

「なんだ？　このポスターがどうした？　……あれ、おまえが写ってるじゃないか！」

　立ち止まってしまったウィトとポスターのウィトを、熊井が交こう互ごに見比べる。

「これ、アルスマグナを立ち上げたときのやつでね、何度もリテイク出して大変だったんだ。プロのカメラマンを頼むわけにもいかないから、先生が自腹で買った一眼レフのカメラを三さん脚きやくで固定、タイマーも使ったんだけど、なかなかコレってのが写せなくて」

　フレームの中にケントが入る前にシャッターが下りてしまったり、ジャンプしたアキラがタイミングを誤ったり。かと思えばタツキがフラッシュに耐たえ切れず目を瞑つぶったり、奏そうが最後まで笑顔を作れず諦あきらめたり。

　だから、粘ねばりに粘ってこの一枚が撮とれたときは本当にうれしかった。

「あのさ、アルスマグナってなに？」

　思い出に浸ひたるウィトに熊井が不思議そうに聞いてくる。

「ああ、熊井くんはダンスとか興味ない？　アルスマグナってのはユニット名。僕、高校生になったらダンス部に入ろうって決めてたんだけど、この学校にはなかったからさ。結局一から自分で作ることになっちゃったんだ」

「ふぅん？　ダンスねぇ……。俺、ダンスってよくわからないんだけど、社交ダンスとは違うんだよな？」

　妙なことを言いだした熊井に、ウィトは小さく笑ってしまう。

「違う違う！　熊井くんはストリートダンスって知らない？」

「ストリートダンス？」

「僕が初めて見たのは公園だったな。すっごくアップテンポなのにひとつひとつの動作がめちゃめちゃかっこよくてさ。一気に引き込まれちゃった！」

　──小学六年生のある日、偶ぐう然ぜん目にしたストリートダンス。どんなものにも興味を持てなかった自分を、ひと目で夢中にさせてしまった魔ま法ほうのダンス。

　それからは見よう見まねでダンスを始め、「高校生になったら絶対ダンス部に入る！」と固く決意するまでになっていた。

　だが、いざ入学した九瓏ノ主学園にダンス部はなかった。今までの自分なら、「それなら仕方ない」と納得していただろう。しかし、今回はどうしても諦め切れず、新しい部を創設するための人員──四人の部員と顧問の先生を集めようと、学園中を走り回ったのだ。

「つい数カ月前のことなのに。なんだかすごい昔のことみたいに思えるよ……」

　ウィトはついつい、ダンス部創設までの道のりを語ってしまう。

　運動神経のいいバスケ部の先せん輩ぱいがいるなーと思ったら、実は単なる助すけっ人とだったと知り、必死になって勧かん誘ゆうしたこと。なぜか生き真ま面じ目めそうな風ふう紀き委い員いん長ちようが、自みずから名乗りを上げてきたときのこと。三年生の先輩の言葉がきっかけで、顧問まで決まってしまったこと──。

「あのときは怖こわいくらいにトントン拍びよう子しに話が進んで。なんだか不思議なくらいだったよ」

　──ちょっと熱く語りすぎちゃったかな？

　少し照てれながら隣となりの熊井を窺うかがうと、彼は真面目な顔でウィトの話に聞き入っていた。

「なるほど、おまえは頑がん張ばったんだな。それに、この学園も全然変わっていない。それこそ、時代が変わっても」

「時代……？」

「そう、いつだってこの学園は、生徒がしたいことをさせてくれる理り想そう郷きようだってことさ」

　熊井の口く調ちようは、まるで思い出話をしている卒業生のようだ。

「それで？　今でもそのダンス部で楽しくやってるのか？」

「え？　そ、それは……」

　いきなり急所を突つかれ、ウィトはたじたじになってしまう。

　あともう少しでライブなのに、息が合わない。振りつけのことで揉もめてしまう。おまけに自分は「ダンスを続けられるのか？」という、漠ばく然ぜんとした不安に囚とらわれているのだ。

（どうしてこんなこと、考えちゃうんだろ？）

　ネットの動画投とう稿こうサイトでアルスマグナは爆ばく発はつ的てきな人気を呼び、学園祭では数あま多たのライバルを押しのけて、講堂の使用許可を勝ち取った。

　──たくさんの人に、アルスマグナのことを知ってもらいたい。自分たちのダンスで喜んでもらいたい。

　その気持ちは今も変わらず胸にある。だが、想像していた以上の速さで膨ふくれ上がる人気に対し、自分自身が驚き、尻しり込ごみしてしまっているのも事実だ。

　やっと熱中できることに出会えた。なのにそれを十分に楽しむゆとりがない。

　自分のダンスをモノにする前に、人目が気になり、流されてしまう。

（ひょっとしてそれが、僕が漠然と抱えてる不安の正体なの？）

　ライブの振りつけをゆっくりにと言ったのも、確実に技わざを決めてファンをがっかりさせたくなかったからだ。

「……ほんとは僕、もっとダンスを楽しみたいんだ」

　──自分の思考を整理するように、ウィトは言葉を区切りながら説明する。

「でも、みんなファンのために一いつ生しよう懸けん命めいなのに、ひとりだけわがまま言ってるみたいで相談もできないし……。最近は、昔ほど楽しくないかも」

「はぁっ？　それってむしろ、仲間に相談すべき問題だろ？」

「なのかな？」

「なのかな……って。おまえ、ほんとチームプレー苦手なのな！」

　熊井が呆あきれたように頭を抱える。

「に、苦手じゃないよ！　むしろ、仲間との輪を乱さないようにするのは得意だし！」

「だから、それがダメなんだって！　チームプレーって、息を殺して波風立たないようにすることじゃないぞ？　ちゃんと自分の意見を言って、仲間とコミュニケーションをとることがチームプレーの要かなめだろ！」

　まるで先生のような言い方だが、それがいちいち胸に響く。

「……おまえ、すごくいい奴なんだけど、いい奴すぎて妙な方向に頑張っちゃわない？　そもそもファンをがっかりさせないために、自分が楽しいと思えないダンスを踊るっておかしいよ。だって考えてもみろよ、もしおまえの仲間がつまらなそうにダンスをしていたとしたら？」

　とつぜん胸むな元もとに指を突きつけられて、ウィトは一瞬言葉に詰つまる。
















「えぇと……どうしてなのか、理由を聞きたくなる」

「あとは？」

「見ている僕だって、楽しくなくなっちゃうし……あっ！」

　口元を押さえたウィトに、「そういうこと！」と熊井はうなずいてみせる。

　──よかれと思ってやっていたことが、完全に裏目に出ていた。

　踊り手が楽しんでいないダンスはファンも楽しくない。どちらにとってもマイナスなことを、自分はやろうとしていたのだ。

　目の前に掛かっていた霧きりが、一気に晴れたような気がした。

「どうだ？　答えが出たか？」

「うん！　ありがとう、熊井くん！」

「いや、俺はなんにもしてないし！」

　感かん極きわまって身を乗り出すと、照れ笑いの顔が恥はずかしそうに横を向いた。

（僕にとってのダンス部は、奇跡みたいな場所。自分で自分の居場所を作った、初めての場所なんだ。だからもう二度と、「今回もダメかも」なんて思わない！）

　二度あることは三度ある、ではない。

　三度目の正直なのだ。

「熊井くんのおかげで助かったよ。僕、仲間に話してみる。それから……クラスでもよろしくね」

　ウィトが手を差し出すと、

「いや、それはどうかな」

　熊井が困ったように微笑ほほえんだ。差し出された手を取ろうともせず、そのまま立ち尽くしている。

（え……なんで？）

　──人一倍おせっかいで、人ひと懐なつこい印象を持つ熊井が、いきなりそっけなくなった理由がわからない。

「……僕に、クラスで話しかけられたら困る？」

「そうじゃなくて、クラスの熊井が困るってことだよ」

「……？」

　クラスメイトの熊井と、目の前にいる熊井。実は双子ふたごで、「今ここにいるのは隣のクラスの熊井でーす」とか？　だが、他クラスにそっくりな兄弟がいる、なんて話は聞いたことがない。

「どういうこと？」

　差し出した手をしぶしぶ引っ込め、ウィトは熊井に問いかける。

　だが、彼は首を振ると、

「そんなことよりおまえ、大事なことを忘れてない？」

　と聞いてきた。

「……へ？」

「コンスタンティン！　捜さないとまずいんだろ？」

「あぁっ!!」

　一気に我に返ったウィトは闇やみ雲くもに懐中電灯を動かす。

「おいおい、ぼうっとしてたらどんどん時間がたっちまうぞ。それこそ若いときの時間は貴重なんだから！」

「うわぁああ！　コンちゃーん！　いたら返事して～！」

　ふたりがかりで準備室の中を捜し回るが、相変わらず返事もなく、気配すらしない。

「まったく、仕方ないなぁ……。よし、それじゃあ奥の手を使うか」

　熊井がその場で目を瞑る。

「なに？　どうしたの？」

「静かに。ダメ元で気配を探さぐってみるよ」

「え？　気配を探るって……？」

　いきなりおかしなことを言われ、ウィトは返事に困る。

　冗じよう談だんなのか、本気なのか。つきあいの短い──というか、今日まともに話したばかりの熊井を相手に判断できない。顧問のケントなら「また占うらない？　先生も好きだな～」と笑って済ますことができるのだが。

　──数秒とも数分とも思われる時が流れ、熊井がゆっくり目を開けた。

「なにかわかった？」

　しかし、返事の代わりにつぶやいたのは、

「疲れた……」

　という言葉。そのままその場に座すわり込み、「やっぱり難しいな」と肩を落とす。

「すまん。俺、今のでかなり消しよう耗もうしたから、そろそろ消えるわ」

　消える、イコール、コンスタンティンの捜索をやめてここから去る、ということだろうか？

「謝あやまることなんてないよ！　むしろ捜索につきあってくれてありがとう」

　ウィトはぺこりと頭を下げる。

「それに、熊井くんのおかげでいろいろ吹っ切れたし！」

　ここで彼と出会い、自分の思いを整理することができた。迷いを払うことができた。奇き妙みような言動にときどき戸惑わされることもあったが、基本、彼は悪い人間ではないのだろう。

「いや、俺も久しぶりに人と話せて楽しかったし。よければ孫まごとも仲良くしてやってくれよな！」

　……最後の最後でまたもや熊井の謎なぞ発言。

「久しぶり？　孫？」

　ウィトが首を傾かしげたとき、突とつ如じよ異変が起こった。なんと、目の前の熊井の体が透すけ始めたのだ。

「なっ、なっ、な──っ！」

　あまりの事態に理解が追いつかない。無意味な言葉がウィトの口から飛び出し、懐中電灯を握にぎった手がぶるぶる震ふるえる。

　そうこうするうち、熊井の姿はほとんど見えなくなっていた。

「俺、おまえのこと応おう援えんしてるからな！　コンスタンティンも早く見つかるといいな！」

　完全に消え去る間ま際ぎわ、そんな声も聞こえたような気がしたが──

「うわあああああぁっ!?」

　恐きよう怖ふのあまり気を失ったウィトには、まったく聞こえていなかった。
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「……おや？　なんだか今、朴の悲鳴が聞こえたような……」

　青空の下、ケントはふと足を止める。耳の後ろに手を当てて、あたりの様子を窺うが、もうそれきり悲鳴らしいものは響いてこなかった。

「空耳か……」

　一度ぶるっと頭を振ると、ケントは再び歩きだす。

　中庭にはチョコバナナや焼きそばの屋台が並び、人でごった返している。そんな中、人捜しをしているケントはかなり浮いている存在だ。

　露ろ店てんの中や木の茂しげみまで捜したが、一向に見つからない。おまけに周囲の人からは奇妙な目で見つめられ、さんざんだ。

（まったく。どうすればいいんだ？）

　さすがに疲れたケントは木こ陰かげに入るとため息をつく。

　ダンス部を立ち上げてから初めての大きなライブ。今まで必死で頑張ってきた生徒たちを、晴れの舞ぶ台たいに立たせてやりたい。ただそれだけなのに。

（こうなったらいっそ、占いでもするか!?）

　オカルトマニアらしい発想だが、これでもケントは真剣だ。そばにアルスマグナの部員がいたら、「またかよ先生～！」と、非難の嵐あらしが巻き起こりそうな予感はするが。

（えーと、行方ゆくえ不明者を見つけるおまじないってなんだっけ？　地面に魔法陣じんを描いて、呪じゆ文もんを唱える。それから生いけ贄にえ──って、生け贄はダメ、ゼッタイ！）

　思わず手でバツ印。

（中世の占いとか、現代風にアレンジできないのかねぇ？　あー、やだやだ！）

　激しく首も振ったところで、目の前にフランクフルトが突き出された。

「っ!?」

　とっさに小さく仰のけ反ぞると、そこにいたのは先輩教師の田た之の上うえ剛ごう太ただった。剛太はケントの二歳さい年上。面めん倒どう見みがよく、誰からも好かれる体育教師だ。
















「ほら、ケント、お裾すそ分わけだ」

「あ……、ありがとうございます」

　差し出されたフランクフルトを受け取ると、剛太は「どうした？」と聞いてきた。

「こんな物もの陰かげで首を振ったり、『ダメ、ゼッタイ』とか。ひとり芝しば居いの練習か？」

　冗談めかした口調だが、本人は本気で心配してくれているらしい。

「い、いえ、なんでもありません」

　ケントは思わず赤面し、渡されたフランクフルトに齧かじりついた。

「あ、うまいですね、これ」

「そうか。うちの部員が焼いたやつだ」

　剛太はうれしそうに言って、「ほらあそこ」と一いつ軒けんの屋台を指さす。

　見れば、背の高い男子生徒が数人、ジャージの上にエプロンをつけてフランクフルトを焼いている。大声で客寄せしている生徒もいて、なかなか繁はん盛じようしているようだ。

「頑張ってますねー。そう言えば、剛太先生は男子バスケ部の顧問でしたよね？」

　フランクフルトを食べる間、なんとなく振った話題だったが、剛太はうれしそうに乗ってきた。

「ああ。今年の出し物はなににするのか、かなり揉めたんだが。一度決まればすんなり団結できるのが、うちの奴らのいいところだな」

「ちなみに、他にはなにがあったんです？」

「ヨーヨー釣つりとか、３ＯＮ３の勝ち抜き戦とか。あとは──」

「あとは？」

「コンスタンティン喫きつ茶さ」

「……は？」

　ケントの脳のう裏りに、ピンクのウサ耳や尻尾しつぽをつけ、バニー姿で給きゆう仕じに勤いそしむ男子バスケ部員の姿が浮かぶ。

　彼らのお盆ぼんに載のっているのは高級なケーキや紅茶だ。お客はスプリングの利いた革かわ張ばりのソファで、毒舌なウェイターたちとの会話を楽しみながら、優ゆう雅がなひとときを味わう……。

（なわけない！）

　ぶるっと頭かぶりを振ってから、

「なんですか、それ？」

　真顔でケントは聞き返す。

「だから、コンスタンティンのコンセプトカフェだよ。クッキーやラテアートにコンスタンティンをあしらって、コースターとか紙ナプキンにもコンスタンティンの顔をプリントするんだ」

「あ、ああ、そういうことですか。俺はてっきりコスプレかと……」

「コスプレ……？　それは着ぐるみでってこと？　ちょっと動きにくくないか？」

「そ、それもそうですよね！」

　……迷わずバニーガールに変へん換かんしていたケントは真まっ赤かになる。

「しかし、なんでコンスタンティンなんです？」

　バスケ部とコンスタンティン。まったく縁えんがないような気がするのだが。

「うちの部員に、コンスタンティンが好きな奴がいてさ。可か愛わいい見た目に反して毒舌なところにキュンと来たんだと」

　腕を組んで、遠くから部員を見つめる彼の瞳ひとみはやさしさに溢あふれている。

　屋台では、ちょうど交代の時間だったらしい。エプロンを取ったひとりの生徒が、物陰から荷物を引き出した。油はねの防止のためか、上に掛けた白い布を剝はぎ取ると、中からピンクのぬいぐるみが現れた。

「コンスタンティン!?」

　思わず駆かけだすケントを、剛太の腕が押しとどめる。

「よく見ろ。遠目にはコンスタンティンに見えるが、あれはテルが作ったそっくりさんだ」

「えっ!?」

「あいつがコンスタンティンの大ファンなんだよ」

　そう言う剛太は楽しそうだ。

「いや、ファンって言っても、ちょっと……」

　大好きな人をこっそり写真に撮る、という気持ちはケントにもわからなくはない。だが、そっくりそのままのフェイクを作るというのは少し行きすぎのような──

「もしかして手て縫ぬいとか？」

　──そんなこと聞いてどうする、俺!?

　自分で自分にツッコみつつも、ケントは思わず尋ねてしまう。

　だが、剛太は「そうだよ」と笑い、「あいつ、器用だよな～」と感心したように付け足す。

　ぬいぐるみを連れて登とう下げ校こうするタツキは理解しているつもりだが、世の中にはさらにその上がいたのだ。やはり、人間は業ごうが深い。

「いろいろ心無いことを言う奴もいるらしいが、夢中になれるものがバスケ以外にもあるのはいいことだよな」

　そして、剛太の器うつわの大きさにもたびたび驚かされる。

　生徒を無理に型に嵌はめない。興味・関心をひとつに限定させない。そしてそれを、教師自身も認めてやる。だからバスケ部員はいつも生き生きしているのだ。

「やっぱり剛太先生はすごいな……」

　ほうっとケントが息を吐はくと、「おまえもだろ」と太い腕が背中を叩いた。

「四月に立ち上げたばかりの部活を、ここまで成長させたんだ。なにもしてないなんて言わせないぞ？」

　いきなり矛ほこ先さきが自分に向いて、ケントはドキリとしてしまう。

「い、いえ、本当に俺はなにもしていないんです。ただ、奴らの熱意に引きずられてきただけで……」

「つまり、その熱意とやらをきちんと受け止めてるから今日があるんだろ？　謙けん遜そんなのか本気なのか知らないが、そんなセリフを聞いたら部員ががっかりするぞ。今じゃおまえは、この学園の立派な先生なんだからな！」

「立派な先生……。本当にそうでしょうか？」

「もちろんだ」

　自信満々の剛太の言葉に、ケントは思わず胸を突かれる。

（若いころは、あれほど教師になるのを嫌っていたのに……。それが気がつきゃいつのまにか『立派な先生』か）

　うれしいような、皮肉なような。

　──九瓏ケント。

　その名が示すとおり、ケントは九瓏ノ主学園の理事長の息子だ。教員免めん許きよ取しゆ得とくのために通った大学を除き、幼稚舎から高校までは九瓏ノ主学園。幼いころから学園の跡あと継つぎとして育てられた。

　もちろん、そんな人生に疑問を覚えなかったと言えば噓うそになる。

　他人が敷しいたレールの上を歩かされる人生。言うなれば、自分の意思など無視されたまっすぐな道が、ただ延々と続いているのだ。

「いいよな、ケントは。学校から就職先まで決まってるんだもん。人生、超ちようイージーモードじゃん！」

　時には心無い友達の言葉が胸に突き刺さり、本気でケンカになったこともある。最後は両親や兄にも反発し、大学卒業後は学園に戻らず海外を放ほう浪ろう。ニューヨークやロンドンと、各地を巡めぐってやっと戻もどってきたのは二年後だった。

　だが、その旅でケントは本当にたくさんの人に出会った。画家志望にストリートミュージシャン、いつか大おお舞ぶ台たいに立ちたいと願う、小さな劇団の団員。

　誰もが明確な夢を持ち、それに向かってひた走っていた。落ち込むことはあっても努力は怠おこたらない。いつか来る、その日のために──。

　彼らの瞳は前を見て、常に輝いていた。

　だが、自分は？

　ただ反発するだけで、大きな夢を描えがいたことがあっただろうか？　夢を持ち、結果が出せてこそ、両親を納得させることができたのに。

　──なにもかも子どもだった、とそのとき気づいた。

　レールが嫌だと言いながら、レール以外の道を見つけられなかった自分。ひとり反抗して、あてどなく海外を放浪するしかできなかった。

　そんな人間に、これからいったいなにができる？

　悩なやんだケントが最終的に見み出いだしたのが、『教師』という道だった。これから大きな夢を持ち、進んでいく若者をサポートする。時には背中を押し、時には無理するなと声をかけて見守っていく──。

　親しん戚せきの中には「結局は親の望んだ方向で片かたがついたな」と皮肉を言う者もいた。しかし、自分なりの答えを見つけたケントに迷いはなかった。

　これからは学園のため、生徒のために生きていきたい。そして今は特に、ダンスに夢中になっているあいつらのために──。

「……剛太先生に『立派な先生』と言われて光栄です」

「そうか？　だが無理は禁物だぞ」

　しおらしく頭を下げたケントに剛太が釘くぎを刺さす。

「おまえって奴は、ひとたび誰かに肩かた入いれするとまわりが見えなくなるタイプだからな。おまけに生徒には『無茶するな』と言っておいて、当の本人が涼しい顔で無茶をする」

「え？　なんですか、それ」

　ケントは笑ってみせるが、剛太は心配そうな表情を崩さない。

「ここんとこずっとライブの練習だったんだろ？　おまけに練習が終わっても、部室の灯あかりが遅おそくまでついていたしな」

「……見てたんですか。嫌だなぁ」

「あたりまえだ。去年までサイエンス部の『幽霊部員』ならぬ『幽霊顧問』だった奴が、なぜか今年になってダンス部の顧問を熱心にやってるんだ。これで心配するなと言うほうが無理だろう？」

　つまり、剛太は剛太なりに自分を気に掛けていてくれたらしい。

（やっぱり剛太先生には敵かなわないな……）

　生徒だけでなく、後こう輩はいの面倒までそれとなく見てしまう。多た忙ぼうな教師生活なのは剛太も同じはず。なのに、この違いはなんなのだろう？

　──やはり、彼はケントにとって理想の大人だ。

「先生の気持ちはありがたいです。ただ、こんなことを言うのは恥ずかしいのですが、あいつらといると、高校時代の不ふ貞て腐くされていた自分が一緒になって踊ってるようで……。なんだかすごくうれしいんです。だから、無理はまったくしていません」

「そうか」

　ケントの告白に、剛太はゆっくりうなずく。

「一緒に成長できる生徒に出会えたんだな」

「はい。自分にとってあいつらは──そしてダンス部は、掛け替えのない宝物です」

「じゃあ、講こう堂どうライブも成功させるしかないな！」

「はい……って、ライブ!?　……コンスタンティンっ!!」

　いきなり叫さけんだケントに剛太の目が丸くなる。

「なんだ、突とつ然ぜんどうした？」

「そ、それが実は……！」

　──詳しよう細さいを話し、できれば剛太に助けてもらおう。彼ならきっと、自分が思いつかない妙みよう案あんを出してくれるに違いない。

　ケントがそう思った瞬間、

「剛太センセ～！」

　屋台のほうから声が飛んだ。

「フランクフルトの在庫が、もうありませーん！」

「はぁ？　家庭科室の冷蔵庫に入れてもらってたんじゃないのか？」

「それが、見当たらないんですー！」

「じゃ、俺も行ってやるからもう一度確認するぞー！」

　大声で応えてから、剛太はケントを振り返る。

「すまない、話の続きは後でもいいか？」

「いえ、大丈夫です。気にしないでください」

　剛太は剛太で忙いそがしいのだ。ついつい甘あまえようとしてしまった自分が恥ずかしい。

「では、俺もこれで。フランクフルト、ごちそうさまでした」

　近くのゴミ箱に串くしを投げ込み、剛太に軽くお辞じ儀ぎをする。

　そのまま足早に歩き出したケントの背中に、

「午後からのライブ、頑張れよ」

　温かな剛太の激げき励れいが落ちた。







　剛太と別れたケントは校舎の前まで戻ってきていた。

（……中庭にはいなかった。だとしたら次はどこだ？）

　音楽堂に寮りようの食堂、室内プールのプールサイド──。コンスタンティンのいそうな場所を想像するが、どれも決め手に欠ける。

（下手の考え、休むに似たりってね。ここは一度、化学準備室で一いつ服ぷくするか）

　煮に詰つまった頭を振りながら、四階への階段を上る。

　授業の下調べという口実で、ケントは化学準備室で休きゆう憩けいをとることがある。時にはタバコを吸ったり、時にはコーヒーを飲んだりと、ほんの短い時間が大事な癒いやしになっているのだ。だから、今回もひと休みすれば名案が浮かぶかもしれない。

「おや？」

　目的の部屋の前まで来て、ケントの足がぴたりと止まった。準備室の扉が細く開いていたのだ。

（誰かいるのか？）

　しかし、文化祭当日に、ここにわざわざ来る人間は自分以外に考えられない。

（それとも、立てつけが悪くて勝手に開いたとか？　けど、今までそんなことなかったしなぁ）

　小首を傾げながら扉を開けようとした瞬間、ケントはハタと気がついた。

（まさか、中にコンスタンティンがいるんじゃ!?）

　コンスタンティンは自由気ままな性格だ。誰もいない化学準備室は絶好の遊び場。彼にとったら置きっぱなしのビーカーや人体模型、その他た諸もろ々もろの備品は格かつ好こうのオモチャになってしまう。

「おーい、コンちゃん、いるのか？」

　試しに小声で呼んでみるが返事はない。

（俺が捜しに来たから、居い留る守すを使っているとか？）

　中に一歩踏み込めば、暗い室内はさながらお化け屋や敷しきだ。闇が一段と濃こくなった場所や、薬品棚だなの陰にこの世ならざる者がいる──。電灯のスイッチに手を伸ばしながら、ケントはそんなことを考えてしまった。

　どうしてもオカルトめいた妄想をしてしまうのは、ケントの子どものころからの癖くせだ。両親は仕事で忙しく、父親が外国で買ってきた絵本が唯ゆい一いつの遊び相手。そんな孤こ独どくな少年だったケントが、本に出てくる妖よう精せいやこびと、魔ま女じよに夢中になったのはごく自然な成り行きだった。

　そうしてそれがさらに進み、黒くろ魔ま術じゆつや占いに興味を持ち始め、今に至る、というわけだ。

（……そういえば、この学園にも出るって噂うわさがあるんだよな）

　真しん偽ぎのほどは別として、どの学校にも怪かい談だんのひとつやふたつはあるものだ。曰いわく、音楽室のピアノが勝手に鳴りだす。曰く、美術室のモナリザの目が夜中に動く──。ただし、そのどれもが似たり寄ったりで個性がない。

　だが、この九瓏ノ主学園には一風変わった怪談があるのだ。

　聞くところによると、その幽霊は九瓏ノ主学園の元生徒だという。楽しかった学園生活が忘れられず、大だい往おう生じようで亡なくなったのち、当時の姿で居ついてしまったというのだ。

　恨うらみを持ってこの世に留まる霊れいの話は数え切れない。だが、楽しかったから留まり続けるというのは初耳だ。おまけにその幽霊には孫がいて、現在この九瓏ノ主学園の生徒だという話まである。

（もしそれがほんとなら、その幽霊とやらに会ってみたいものだな）

　そんなことを考えながらスイッチを押すと、化学準備室に明かりが灯ともった。

　部屋の色は段ボール箱や家具の茶色がほとんどで、コンスタンティンのピンクは見当たらない。

（くそ、空から振ぶりだったか）

　我知らず舌打ちしたそのとき、

「うぅん……」

　という声がすぐそばで響いた。

「ひっ！」

　全身が総毛立ち、思わずその場で飛び上がる。

（だ、誰かいる!?）

　しかもなぜか聞き覚えのある声だ。

（ちょっと怖いけど……先生として、見過ごしちゃいかん！）

　勇ゆうを鼓こして段ボール箱の陰を覗のぞき込むと、見覚えのある少年が仰あお向むけでひっくり返っていた。

「ぱ、朴？　おい、大丈夫か!?」

　駆け寄って呼びかけても返事がない。

「なにがあったんだ？　しっかりしろ！」

　しゃがんで手を取ると温かい。というか、脈もあってしっかりと生きている。

　ケントは無言でウィトの頰ほおをつねってみた。しかし、ウィトの口からはすーすーという世にも幸せそうな寝ね息いきが聞こえてくるだけだ。

「もしかして……というか、もしかしなくても寝てるだけ？」

　大事な生徒になにごとかあったのかと、一瞬寿じゆ命みようが縮みかけた。単に昼ひる寝ね（？）をしていただけなのがわかってホッとしたが、そうなると今度は反動で怒いかりが湧わいてくる。

「人ひと騒さわがせな奴だな！　だいたい、なんでここで寝てるんだ？」

　肩を揺ゆすろうと手を伸ばすが、その手が途中で止まる。代わりにケントの顔にはいたずらっ子のような笑みが浮かんだ。

（こいつはむしろ、好都合ってやつでは……？）

　ゆっくりと立ち上がり、白衣の内側から一冊の本を取り出す。古ぼけた革の表紙には、『禁断の秘術　大全集』と躍るような字体で書かれている。

（実はこれ、前から試してみたかったんだよな！）

　パラパラとページをめくり、お目当ての術を見つけるとコホンと咳せき払ばらい。

「えー、これより禁断の秘術を執とり行い、朴の身体能力を極限まで増ぞう幅ふくさせる！　この書物によれば、普ふ通つうの人間には聞こえない音が聞こえるようになり、見えないものが見えるようになるという。つまり、コンスタンティンをいとも簡単に見つけ出すことができるのであーる！」

　ケントと朴、ふたりしかいない空間に芝居がかった口上が響く。次にそれは呪文に変わり、ケントの声が高くなったり低くなったりするたびに、ウィトの体のあちこちが糸に引かれるように上がったり下がったりした。

「ようし、いい感じだぞ！　おまえは超ちよう人じん、超人なのだぁ！」

　最後にウィトの目の前で手を叩く。するとまぶたがぱっちり開き、ウィトがむくりと起き上がった。

「やった！　成功か!?　ようし、調子はどうだ、朴！」

　しかし、ケントの問いに答えたのは、「おぉおおんっ！」という遠とお吠ぼえにも似た叫び。

「え？」

　声だけ聞けば、超人というより狼おおかみ男おとこだ。

（なにか間違えた？）

　冷ひや汗あせをかくケントの前で、ウィトは再度雄お叫たけび。そして、開いたままの扉から廊ろう下かに飛び出していってしまった。

「な……っ！　し、しまった!?」

　慌あわててケントも後を追うが、廊下に出たときにはウィトの姿は人混みを抜け、化学準備室から一番近い階段の方向へ消えていくところだった。

（噓だろ!?）

　コンスタンティンの次にウィトが行方不明になってしまったら、ライブどころの話ではない。

「ちょ、ちょっと待て！　朴ってば、おーいっ！」

　ケントも大声を出しながらウィトを追う。階段を一気に下り、外に飛び出し、うろうろと校舎裏を彷徨さまよっていると、

「うぉおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　聞き慣れた声が遠くから響いてきた。

（も、戻ってきた!?）

　見れば、土つち煙けむりを上げてまっすぐにウィトが走ってくる。

「よかったぁ！　朴、ここだ、ここ……あれ？」

　大きく手を振りながら待ち構えていたケントは、違い和わ感かんを覚えて硬こう直ちよくしてしまう。

「……なんであいつ、四つ足で走ってんの？」

　両手両足を地面につけて走ってくるウィト。この姿はまるで──

「い、犬ぅ!?」

「わぉ～ん♪」

　走ってきたウィトはケントの足に体を擦なすりつけると、まるでハチ公像のようなポーズでお座すわりする。

「な、なにこれ……」

「くぅん？」

「くぅんって……」

　ケントは顔を引きつらせながら魔術書を取り出す。

「……普通の人間には聞こえない音が聞こえるようになり、見えないものが見えるようになる……」

「あおーんっ！」

「つまりは犬になるってことっ!?」

　ケントはその場にしゃがみ込み、無言で頭を抱えてしまった。

（──やっちまった……）
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　しかし、ウィトはそんなケントの様子も知らぬげに、「ハッハッハッハッ……」と小さな呼吸を繰くり返かえしてはまわりをぐるぐるまわっている。

「……うん、まぁ、間違ってはいないんだけどね。人間にはできないことができるようになる……。まぁ確かにそうなんだけど、でもこれが超人？　人を超こえた人というより、人として超えちゃいけない一線を超えてしまった人、というか……」

　楽しそうに走り回るウィトを見ながらひとしきり愚ぐ痴ちる。あの魔術書を書いた人間は、実は相当なひねくれものか、そうでなければシャレ好きな困ったさんだったのではないか。

　愚痴をすべて出し尽くした後で、ケントは頰を両手で叩いた。

　落ち込んでいても仕方がない。やおら立ち上がると、そばの茂みをがさごそ漁あさる。

「よし、見つけたぁっ！」

　叫さけび声ごえと共にウィトの前まで走り、

「さぁ、朴、準備はいいか？」

「わん？」

「そーら、とってこーい！」

　ケントが投げたのは落ちていたゴムボールだ。勢いよく放たれた黄色いボールが大空に向かって飛んでいく。

「わんっ♪」

　もしウィトが本物の犬だったら、千切れんばかりに尻尾を振っていただろう。

　木立ちの奥に消えたそれを、ウィトはすぐさま追いかける。目的のボールを見つけると、素す早ばやく咥くわえて戻ってきた。

「よーしよしよしよしっ！」

「あおんっ」

「じゃ、次行くぞ～！」

「わんっ！」

「そーれ！　……お、うまいうまい、じゃ次は……って、違うだろ！」

　いきなり手を止めたケントのせいで、勢い余ったウィトがひっくり返る。

「わんっ！　うー、わんわんっ！」

「いや～、ごめんごめん。こんなことしている場合じゃなかったな」

「わん！」

「そう、一刻も早くコンちゃんを捜さないと」

　ケントはウィトの頭を撫なでてやる。

「なぁ、朴。おまえは今、犬なんだ。だからコンスタンティンを捜すのなんて楽勝だろ？」

「わうん？」

「『わうん？』じゃなくて。あのピンクのウサギを捜してきてくれると、先生、すっごくうれしいんだけどな～」

　しかし、ウィトはやっぱりわけがわからないというように、ケントの目の前で小首を傾げて佇たたずんでいる。

　目と鼻は利きくようになったが、どうやら言葉が通じなくなってしまったらしい。

（うそ～!?　この魔術、ものすごい欠点があるんですけど！）

　ダメ元で「行け！」と校舎の方向を指さすが、反応は一いつ切さいなし。自分には関係ないとばかりに欠伸あくびをすると、後ろ足（？）で器用に首を搔かく。

「だから朴！　せっかく犬になったんだから、コンスタンティンを捜してきてくれてもいいだろう!?」

　ケントがさらにわめくと、ウィトが「わふっ」とひと声鳴いて立ち上がった。ポテポテと茂みの中に入っていくと、口に一枚の紙を咥えて戻ってくる。

「なんだ？　もしやそこにコンスタンティンの居場所が!?」

　興奮して手に取ると、紙には『コンスタントに高得点を取る勉強術！』という、学習塾じゆくの宣伝文句が書かれていた。

「──コンスタントとコンスタンティン……。惜おしいっ！　て、俺、ボケてとは言ってないんだけど！　あと、ホントは言葉通じてない？」

「うー、わんわん！」

　ウィトは必死に首を振る。

「わかった。だったらもう一度行ってこーい！」

「わおーん！」

　しかし、次に咥えてきたのは空あき缶かんで、そこには『コーンスープ』の文字が……。

「……いや、なんかさっきより明らかに共通点が少なくなってる気がするんだけど。だから俺が言ってるのはこういうことじゃなくて……」

　どうすればウィトに命令を理解させられるのだろう。

「これを取ってこい」と現物を見せたボール投げは成功した。では、コンスタンティンも現物に近いものを見せたら捜してきてくれるのだろうか？

　例えば、バスケ部の部員が持っていた、あのそっくりさんとか……。

　一瞬名案に思えたが、すぐにダメな理由に思い当たる。

　ボール投げが成功したのは、見せたボールと投げたボールが同じだったから。しかし、そっくりさんを見せたところで所しよ詮せんは偽にせ物もの。ボール投げの理り屈くつで言えば、そっくりさんをどこかに隠せば見つけてきてくれるが、本物には見向きもしないということになってしまう。

（じゃあ、いったいどうすれば？　せっかく魔術書には『聞こえないものが聞こえ、見えないものが見える』って書いてあったのに。なんかいまいち使いこなせてないっていうか……ぶっちゃけもどかしい！）

　これでは術を掛けたことがマイナスになってしまう。

　そんなケントの耳元に、「けどさ、犬の能力って見るとか聞くだけじゃないよな」とささやき声が落ちた。

「だ、誰？」

　声は若く、生徒とそう年の変わらない少年のものだ。しかし、ぐるりとあたりを見回しても肝かん心じんの姿が見えない。

（今のは空耳……？　にしては、ちょっとはっきりしすぎてたような）

　ウィトはと見れば、なにも聞こえなかったようで、静かにお座りしたままだ。

（やっぱりただの空耳か？）

　ケントがそう決めつけたとき、

「だから、犬って他にもできるだろ？」

　再度、先ほどよりも大きな声が響いた。

「俺、先生のポケットの中に入ってるもの、知ってるんだよね。だからそれ使って朴に命令すれば楽勝じゃん！」

「え……？　えぇえっ!?」

　人懐こくて、明るい声。

　見れば、ウィトの後ろ──木立の中にひとりの少年が立っていた。しかし、その姿は木々と重なり、なんだかぼやけて見える。

（もしや、学園の怪談に出てくる幽霊か!?）

　恐おそれよりも興味や関心がケントの心に湧き上がる。しかし、目を凝らしてはっきり見ようとすればするほど、少年の姿はゆらぎ、薄くなってしまう。

「無理して出たけど、やっぱり力が戻ってないみたいだな。というわけで、俺のヒントはここまで。陰ながら応援してるから、コンスタンティン、見つかるといいな！」

　その声と共に風が吹き、少年の姿は千切れるように見えなくなった。

「き、消えた？」

　ケントは目を擦こすり、木立のあたりを凝ぎよう視しする。だがすでに人影はなく、木々が遠えん慮りよがちにざわめいているだけだ。

「今のはいったい……？　い、いや、それより『ポケットの中身』ってなんのことだ？」

　ケントは白衣を探ってみる。しかし、そこから出てきたのは年季の入ったオイルライターと、半分潰つぶれたタバコのパッケージだけだ。

（息いき抜ぬきにひっそり吸ってるタバコ……。これがコンスタンティン捜しの役に立つとは思えんな）

　それではと首を傾げ、お次は白衣の下のベストのポケットに手を入れる。

（あんまり大きなものを入れると服の形が崩れるから、ここになにか入れた覚えは……ん？）

　指先に柔やわらかな感かん触しよくがあり、ケントは眉まゆを顰しかめる。

（なんだっけ、これ？　……あっ！）

　数日前、練習の後でタツキが落としたハンカチ。それを拾ったものの、うっかり返し忘れていたのだ。

（これと朴の犬の能力を使えってことか？　──だったらもう、これしかない！）

　ケントはするりとハンカチを取り出し、ウィトの鼻先に広げてみせる。

「ほうら、ここに綺き麗れいなレースのハンカチがあるだろう？　実はこれ、タツキのなんだ！　つまり、この匂いを辿たどれば行方不明のコンちゃんを見つけ出すことができる！」

　さすがは幽霊、目のつけどころが違う！

　ところがウィトは、疑うような目つきでじりじりと後退し始めた。

「おい、朴！　どこへ行く！」

「わう！」

「え？」

「わう～、わうわう！」

「どうしてタツキのハンカチを持ってるのかって？　それは……ご想像にお任せするよっ♪」

　茶目っ気を出して笑いかけると、ウィトはその場で飛び上がり、一目散に校庭の彼方かなたへ。

「うわっ、ちょっと待ったちょっと待った！　今のは冗談、逃にげるの禁止～っ！」

　必死の声にウィトが数十メートル先で急ブレーキをかけて立ち止まる。首だけクルッと振り返ると、軽けい蔑べつするようなジト目で睨にらんでくる。

「あのな、朴。おまえ、なんかすごい想像してないか？」

「わん！」

「わんって、素直にうなずかれても困るんだけど……。先生は、いつだって生徒の味方だぞ☆」

　できるだけ爽さわやかに言ったつもりが、ウィトの警けい戒かいはまったく解けない。

（俺、そんなに信用のない先生なのかな……？）

　それとも絡からみやすく、一緒におふざけしやすい先生ということか。

　たぶん後者ということにして、ケントはさらに説得を試みる。

「とにかく、おまえだってアルスマグナの初ライブ、成功させたいだろ？」

「わん！」

　もちろん、とでも言いたげなウィトの前に、ケントはゆっくり近づいていく。

「だったら一刻も早くコンちゃんを見つけてあげないとな！　そのためには朴！　おまえの協力が必要なんだ！」

　辛しん抱ぼう強づよく説得すると、不ふ審しんそうな気配が徐じよ々じよにウィトから消えていった。

「ほら、これがタツキの匂いだ」

　目と鼻の先にハンカチを垂らすと、ウィトは懸命に匂いを嗅かぐ。

「どうだ、わかったか？」

「わん！」

「ようし、それじゃあコンちゃん捜しに出発だ！」

「わおーん！」

　号令をかけるとウィトはその場でくるりとまわり、講堂のほうへと駆けだしていった。

「ちょ、速すぎる！　待て～！」

　本日二度目の追いかけっこの始まりだ。

「こうなったら意地でもコンスタンティンを見つけてやる！　んでもって必ずライブを成功させてやるからな！」

　やけくそ気味に叫ぶケントの前に、束つかの間ま、高校時代の自分が現れ、「頑張れよ」と微笑んだ気がした。
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　ちょっとトロいとか、極度の恥はずかしがり屋で精神年ねん齢れいが低いとか。

　そんなふうに思われてるの、ほんとは僕が一番よく知ってるよ。

　このままじゃダメ。変わらなくっちゃって思ってるのもほんとだよ。

　だから、僕はダンスを始めた。

　ずっと前からダンスの楽しさは知ってたけど、誰だれかに見せるってことには全然思い至らなくて。

　だからもし、ダンス部に入ってたくさんの人の前で踊おどったら、恥ずかしがり屋でいつも緊きん張ちようしちゃうクセ、治るかなって思ったんだ。

　いつも堂々としていて、どんなときでもしっかりしてる人。そんな人が僕の理想だから。

　でも、僕は簡単には変われない。

　今日だってヘマをして、泣きべそをかきながらコンスタンティンを捜してる。
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　私立九ク瓏ロノノ主ス学がく園えんの高等部は全ぜん寮りよう制せいだ。

　男子はクロノス、女子はカイロスと名付けられた寮で生活し、食事はビュッフェ形式。寮には大浴場や、マッサージチェアが置かれた休きゆう憩けい室しつ、仲間とわいわい盛り上がれる娯ご楽らく室しつや歓かん声せいが飛とび交かうゲームコーナーまであり、まさに至いたれり尽つくせりだ。

　だが、そんな楽しい寮生活に、校内でただひとり、参加していない生徒がいる。それが[image: ]さかき原ばらタツキ──コンスタンティンの持ち主だ。

　特例として自宅通学を許されたタツキの家は西にし麻あざ布ぶにあり、本館となる屋や敷しきと背後に位置する日本家屋、さらには弓きゆう道どう場じようと合わせて五〇〇坪つぼあまりの面積を持つ。

　父は世界的企業の[image: ]原ホールディングスの代だい表ひよう取とり締しまり役やく。母は華か道どう千ち代よ流りゆうの宗そう家けの娘むすめ。タツキはそのひとり息子むすこで、爺じいやの中なか島しまやたくさんのメイドたちに囲まれて生活してきた。

　ピンクのボブヘアにスカイブルーのアリスドレス姿のメイドたちは、[image: ]原家の名物と言っていいだろう。誰もが明るく、タツキ想い。それは、彼女たちの性格のよさと屋敷の明るい雰ふん囲い気きによるところが大きい。

「た、ただいまーっ！」

　学園から駆かけ戻もどったタツキが屋敷の玄げん関かんホールに飛とび込こむと、鼻歌混じりにモップを掛かけていたメイドのひとりが目を丸くした。

「あら！　タツキ様、お帰りなさい！」

　メイドは笑顔で迎むかえるも、すぐに「あら？」と首を傾かしげる。

「学園祭、もう終わったんですか？　それにすごい汗あせ！」

　さすがは[image: ]原家のメイド。きちんとタツキの学校予定が頭に入っている。

　おまけに何度も転んだせいでタツキの制服はうっすら汚よごれているし、まぶたも腫はれぼったいから、なにかあったことはバレバレだ。

「どうかされました？」

　案の定、呼吸が落ち着いたのを見み計はからい、メイドがさらりと尋たずねてくる。

「そ、それが……」

　できるだけ落ち着いて答えようと思ったのに、タツキは感情をうまくコントロールすることができない。おまけに今にも泣きだしそうな、くしゃくしゃの顔になってしまう。

「あ、すみません！　困らせるつもりでは！」

　とっさに頭を下げたメイドに、

「ううん、だい、じょぶ、だから……」

　ごしごしと手ての甲こうで目を擦こすり、タツキは必死で涙なみだを堪こらえる。

「もしかして、誰かに意地悪されたり、怖こわい犬に追い駆かけられたりしたんですか？」

「ううん。そういうことじゃ、ないから……」

「ではなぜ？」

　心配そうに顔を覗のぞき込むメイドに涙を見せまいと、タツキは思わず俯うつむいてしまう。一度ごくんと唾つばを吞のみ込むと、

「コンちゃんが、いなくなっちゃったんだ……」

　掠かすれそうな声で、勇気を出してつぶやいた。

「えっ？　コンスタンティン様が？」

「うん。だからコンちゃん、おうちに戻もどってきてないかな……？」

「私はずっとこちらでお掃そう除じをしていましたが、朝から誰も……。いえ、少々お待ちください！」

　自分ひとりで結果を出すのはまだ早い。そう判断したメイドは、くるりと後ろを向くと呼びかける。

「みんな、コンスタンティン様をお見かけした？」

　とたんに、そこここでハタキやモップを掛けていたメイドたちが、互たがいの顔を見合わせた。

「わたしはまったく……」

「わたしも気づきませんでしたが」

「おひとりで戻ってきた様子はありませんでしたよ」

　──今のところ、有力な情報はまったくなし。

「どうしよう？　アルスマグナのライブまで時間がないんだ！　早く見つけ出さないと、初ライブが僕のせいで中止になっちゃうよ！」

　頭の中が散らかって、少しも考えがまとまらない。悪いほう、悪いほうに考えが進んで今にもパニックを起こしそうだ。

「とりあえず、今一度お屋敷の中を捜してみましょう」

　そんなタツキにメイドがやさしく声をかける。

「コンちゃん、見つかるかな!?」

「まだ断言はできませんが、みんなで捜してみる価値はあると思います」

「そっか……。ありがとう」

　多少、落ち着きを取り戻したタツキは「なんだか僕、情なさけないよ……」と息を吐はく。

「情けないだなんて、そんな！　タツキ様はタツキ様で頑がん張ばってらっしゃるじゃないですか！」

　即そく座ざに否定したメイドに、タツキはぶんぶん首を振ふる。

「だって僕、すぐ緊張するし、ドジだし、そのせいでみんなに迷めい惑わくかけてばっかりだし！」

　コンスタンティンを見失ったことで、部活の仲間を振り回してしまった。心の中ではその自じ己こ嫌けん悪おでいっぱいだ。

（こんな気持ちじゃ、たとえコンちゃんを見つけても、楽しくダンスが踊れるとは思えないよ！）

　──いつのまにか、目の前のメイドが使用人たちに招しよう集しゆうを掛け始めている。

「みんな、玄関ホールに集合して！　大事な話があるわ！」

　これからコンスタンティンの一いつ斉せい捜そう索さくが始まる。俯いたタツキの耳に、ホールに集まり始めた人々の、怪け訝げんそうなざわめきだけが届いていた。







「コンちゃーん！　コンちゃん！　どこにいるの～！」

「コンスタンティン様！　いらっしゃるならお返事してください～！」

　屋敷のそこかしこから、コンスタンティンを捜す声がする。

　弓道場に和室、長テーブルの置かれた大食堂。

「コンスタンティン様～？　うーん、ここにもいませんね」

　テーブルの下から、ひとりのメイドが顔を出して首を振る。

「従業員用のお風ふ呂ろと、メイド部屋は？」

「それが、あちらを捜しに行ったグループからは、『影かげも形も見当たらない』と」

「だったら他には──」

　必死なメイドたちに負けず劣おとらず、タツキも方々を捜しまわる。厨ちゆう房ぼうの棚たなや客室に備えつけられた家具など、手て当あたり次し第だいに開けてはため息をつく。寸ずん胴どう鍋なべの中や大型冷蔵庫の奥おくなど、普ふ段だんなら「まさか！」と笑い飛ばしてしまうような場所も、必死で捜してしまう自分が滑こつ稽けいで悲しい。

「コンちゃん！　もしいるなら意い地じ悪わるしないで出てきてよーっ！」

　胸が苦しい。ここで泣いたら捜索を中断させてしまいそうで怖い。だから必死で歯を食いしばって捜し続ける。

（僕が、ダンスの練習に夢中になりすぎて、コンちゃんをひとりにしたから……。だから、怒おこってどこかに行っちゃったの？）

「タツキ様！　一階にはいないようです」

　玄関で出会ったメイドがタツキを見かけて駆けてくる。

「やっぱり、いないんだ……」

　小さな希望が消えたとたんに気が抜けて、その場にへなへなと座すわり込む。

「もし見つからなくて、ライブができなかったら……。僕、みんなになんて謝あやまったらいいのかわからないよ。ううん、謝ったくらいじゃ済まないかも……」

「謝ったくらいじゃ済まない？　それってどういう……」

　問いかけるメイドの顔をまともに見られず、タツキは唇くちびるを嚙かみしめる。

　最悪の場合、責任をとって部活をやめることにもなるかもしれない。それはそれで悲しいが、仲間に迷惑をかけた自分が悪いのだ。

「タツキ様。まだ諦あきらめるのは早いです。二階が残っていますよ」

　励はげますように、メイドが声をかけてくる。

「二階は衣い裳しよう部屋に爺やの中島さんの部屋、それにタツキ様の部屋にコンスタンティン様の部屋もあります。だからひょっとしたら……」

　屋敷の中に残されたのは、最後の希望。

「だ……だったら僕は、自分の部屋を見てみるよ！」

　衣裳部屋はメイドに任せ、タツキは自室に駆け込んだ。

　ふわふわのソファが自じ慢まんの応接セット、シルクの天てん蓋がいがついたダブルベッド。漫まん画が専用の本ほん棚だなに、お気に入りのフィギュアが何体も飾かざってある棚──。

　しかし、コンスタンティンの姿は見当たらない。

　いや、コンスタンティン自身の部屋はまだだ。

『なに大おお騒さわぎしてるんだ～？　オデ、ずっとここにいたぞ～？』

　そんな吞のん気きな声が聞こえてきそうな気がして、タツキは勢いよく扉とびらを開ける。

　ぐるりと見回した部屋にはベッドに本棚、大型テレビとゲーム機本体。しかし、そのどれもが主人のいない部屋でタツキによそよそしい空気を放っている。

「……コン、ちゃん……？」

　とうとうタツキは床ゆかに膝ひざをついて泣きだしてしまった。

　もうどこを捜していいのかわからない。屋敷に戻っていないのなら、初めて彼と出会ったスウェーデンに帰ってしまったのか？

　タツキの胸に、中学一年のときに訪おとずれたスウェーデンの親しん戚せきの家が蘇よみがえる。古く、とても広かった屋敷。大人たちは二階のサロンで紅茶やコーヒーを楽しみながら、なにやら難しい話に花を咲さかせていた。しかし、タツキは会話に入れず、さりとてそこで大人しくしているほどの我が慢まん強さも持ち合わせていなかった。だから親には「お手洗いに行く」と断りを入れ、屋敷の中を探検することにしたのだ。

（コンちゃん……！）

　あのときの胸の高鳴りを、昨日のことのように思い出すことができる。偶ぐう然ぜんの出会いがその後の自分にこんなにも影えい響きようを与えるなんて、まったく考えていなかったのだから……。
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　──広いと言われる自宅より、さらにその数倍の面積を持つ屋敷の中を、タツキはひとりで歩いていた。天てん井じようは高く、石造りの壁かべは足音を大きく反はん響きようさせる。

　かつて、貴族の邸てい宅たくだったこの家にはどんな歴史が眠ねむっているのだろう？　今、自分が歩いているこの廊ろう下かを、彼らはどんな気持ちで歩いていたのだろう？

　そんなことを考えていると、自然と胸がわくわくしてきてしまう。

（あ、かっこいい！　西洋の甲かつ冑ちゆうだ！　それにこっちには綺き麗れいな女の人の像もある！）

　廊下の端はし々ばしに飾ってある鎧よろい兜かぶとや白はく亜あの胸像、油絵などを見ながら右に折れ、左に折れを繰くり返かえしていると、中庭を見下ろす廊下に出た。庭には赤やピンクのバラが咲き、それを一段と引き立てるように、白い野花が風に揺ゆれている。

（わぁ、綺麗だなぁ……）

　言うなれば、小さな秘密の花はな園ぞのだ。

　そんな庭の向こう側──タツキから見て正面の部屋の窓で、なにかが動く気配がした。

（誰か、いる……？）

　目を凝こらすと、窓に額をつけるように、古めかしい格好をした十五、六歳さいの少年が立っていた。悲しげな瞳ひとみで庭を見下ろしているが、タツキにはまったく気づいていない。

（このお屋敷の子かな？　ひょっとしたら、「お客様が帰るまで大人しくしてなさい！」なんて言われて閉じこもっているのかも）

　なんとなく親近感が湧わいてしまうが、相手は外国人。言葉もわからないし、ましてや恥ずかしがり屋の自分がすんなり打ち解けられるはずもない。

　タツキがそっとその場を離はなれようとしたとき、少年のほうが先に動いた。窓から離れ、誰もいない虚こ空くうにすっと右手を差し出すようにして礼をする。そして、軽かろやかにステップを踏ふんで、ターン。

（？）

　いったいなにが始まったのか。

　はじめはわけがわからなかったタツキも、しばらく見ているうちにこの少年が架か空くうのパートナーと一いつ緒しよにワルツを踊っていることがわかってきた。

　緩ゆるやかな水の流れのように、穏おだやかなそよ風のように踊り続ける少年。その唇には、かすかな笑みまで浮うかんでいる。

　彼がいるのは舞ぶ踏とう会かいの大広間だ。室内楽団の美しい調しらべに合わせ、たくさんの招待客の真ん中で優ゆう雅がに踊り続ける。

　人々は彼の踊りに見とれ、時おりそっと感かん嘆たんの息を漏もらす。鼻先をくすぐるのは大広間に飾られた花々の香かおりか、それとも貴婦人たちの香こう水すいか。頭上のシャンデリアはろうそくの明かりを跳はね返かえし、少年の上にキラキラと銀粉のような光を降り注ぐ──。
















　そんな幻まぼろしが心に浮かび、タツキも思わず長い息を吐いてしまった。

（いいなぁ。なんだか楽しそう……あっ！）

　一いつ瞬しゆん目が合ったような気がして、慌あわてて窓の下に座り込む。せっかくひとりだけの世界に浸ひたっていたのに、誰かに見られていたのがわかったら──。

（僕だったら、恥ずかしくって顔から火が出ちゃうよ！）

　もう一度、向かいの窓を見てみると、少年はなにも知らないまま、ひとりで踊り続けていた。

　──よかった。このままそっと、窓から離れよう……。

　少年のいる部屋から死角になった場所まで来ると、ゆっくりと立ち上がる。ワルツに見とれていたせいで、思いのほか時間がたってしまったようだ。

（かなり奥まで来ちゃったし、そろそろ戻らないとまずいよね）

　だいたいとして、ここは口実に使ったお手洗いとは正反対の方角だ。万一大人に見つかったら、「迷った」という言い訳はちょっと厳しい。

（今来た廊下を素す直なおに戻ろう）

　タツキが歩きだしたまさにそのとき、コツコツコツコツ……と、進行方向から誰かが歩いてくる音がした。

（うわ、どうしよう！）

　この屋敷のお手伝いか誰かだろうか？

　背中をツーと冷ひや汗あせが流れ落ちる。

　──どこかの部屋に隠かくれてやり過ごそう。

　とっさの判断で足音とは反対方面に歩きだす。なるべく音をたてないよう、それでいてできるだけの速さで進み、近くにあった部屋に飛び込んだ。

　扉の後ろで息を殺して、足音の主ぬしが通り過ぎるのを待つ。

　コツコツコツコツ……。

　やがて足音は小さくなり、完全に聞こえなくなった。

「た、助かったぁ……」

　やれやれと息をつき、くるりと反転。扉に背中を預けた瞬しゆん間かん、タツキは息が止まるほどのショックを受けた。なんと、目と鼻の先にさっきの少年が立っていたからだ。

「……おまえ、誰？」

「ご、ごめん！　今すぐ出てくねっ！」

　偶然逃にげ込んだ場所が、中庭から見えていた少年の部屋だったらしい。慌ててノブに手を掛けると、「ちょっと！」と鋭するどい声が飛んだ。

「俺は『誰？』って聞いたんだよ？　勝手に人の部屋に入って質問にも答えず出てくなんて、失礼じゃない？」

　きつい口調で窘たしなめられて、タツキはたじたじになってしまう。

「え、えーと、僕はタツキ」

「……タツキ？　珍めずらしい名前だけど、どこの人？」

「日本……だけど」

「ふぅん？　あんまり聞いたことないな」

　腕うでを組んで、タツキの足元から頭までを舐なめるように見回す。

　その様子に緊張しながら、タツキは違い和わ感かんに気づいていた。

　相手は日本を知らなかった。なのに、日本語はばっちりで、自分と会話しているのだ。

（いったいどういうことなの？）

　疑問に思ったタツキだが、さらに余計なことを聞いて少年の神経を逆なでしたくない。

「なぁ、おまえ。せっかくだから、なにかおもしろいことして楽しませてよ。ひとりで退たい屈くつしてたんだ」

「えぇっ？」

　いきなりの無茶振りに、タツキは棒のように立たち尽つくしてしまう。困こん惑わくしながら部屋の中を見回すが、机と椅い子すがあるだけで、一緒に遊べそうなものはなにもない。

「けど、君……」

「君じゃなくて、コンスタンティン！」

　立ち尽くしたままのタツキにいらついたのか、

「ほら、早く！」

　とコンスタンティンが急せかしてきた。

　窮きゆう地ちに立たされたタツキは「だったらダンスは？」と聞いてみる。

「君、さっきはすごく上手に踊ってたから……あっ！」

　慌てて口を押さえるが、時すでに遅おそし。

「……もしかしておまえ、俺が踊るのどこかでこっそり見てたわけ？」

　コンスタンティンの目が吊つり上あがり、タツキをキッと睨にらんでくる。やはり、ひとりで気持ちよく踊っていたのを盗ぬすみ見みされて、気持ちのいい人間がいるわけない。

「こっそりっていうか、偶然ていうか……。君のこと、視界に入っちゃったんだ」

「それでずーっと見てたわけ？　覗のぞき見みなんて、ずいぶん立派な趣しゆ味みを持ってるんだね」

「ち、違ちがうよ！　でも、お世せ辞じじゃなくて本当に上手だなって感じたんだ。だってずっと見ていたいって思ったもん！」

　タツキが声に力を込めると、反対にコンスタンティンの体から怒ど気きが抜け落ちた。

「ふぅん？　ずっと見ていたい、ねぇ……。そんなこと言われたの、久しぶりかも……」

　喜ぶような、それでいてどこか寂さびしげな口く調ちようがタツキの胸を打つ。

「ねぇ、よかったら踊ってみせてよ！」

「お、おい、最初に俺が命令したんだぞ！　それなのに……」

「お願い！」

「……し、仕方ないな。それじゃ、ちゃんと見てるんだぞ！」

　しぶしぶといった調子で、コンスタンティンは咳せき払ばらいをすると踊りだした。

　優雅なターンや正確なステップ。ＢＧＭなど流れていないはずなのに、タツキの耳には明るく楽しげな楽曲が聞こえてくる。

「コンちゃん、すごい……！」

「コンちゃん？」

　コンスタンティンは眉まゆ根ねを寄せたが、そのまますっとタツキの前までやって来ると、もったいぶった仕草で右手をスッと差し出してきた。

「え……？」

「お手をどうぞ。一緒に踊ろう？」

「で、でも僕、踊ったことなんて一度もないし……」

「へん、意い気く地じなしだな！　それに、誰でも最初は初心者だよ！」

　コンスタンティンに導かれ、タツキは一緒に踊りだした。

「へぇ、おまえ、意外と筋がいいんだね」

「えっ、そ、そうかな？」

「褒ほめられると、とたんにステップが疎おろそかになるのが弱点だけどね」

「う～っ！」

　踊り続けているうちに、緊張が解ほぐれていく。次にコンスタンティンがどう動くか、息を合わせていれば不思議とわかってしまう。

　こっそり盗み見したとき想像した、舞踏会のシーンが心の中に蘇よみがえってくる。輝かがやくシャンデリア、色とりどりのドレス、淡あわい香水の香りに優雅な室内楽──。

　それが、先ほどよりも鮮せん明めいに胸に広がる。

　一曲終わった瞬間、まるで狙ねらっていたかのように窓から太陽の光が差し込んだ。そしてそれは、微笑ほほえみ合うふたりを物語のワンシーンのように照らし出していた。
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　──これが、タツキがコンスタンティンと初めて出会ったときのエピソードだ。

　のちにわかったことだが、コンスタンティンがいた部屋は、屋敷の住人が「いわくつき」と恐おそれていた場所だった。コンスタンティンの正体は、自分が死んだこともわからないまま、屋敷に囚とらわれていた少年の幽ゆう霊れいだったのだ。

　スウェーデンを去る日が近づいたとき、タツキは声をあげて泣いた。コンちゃんと別れたくないと、いわくつきの部屋から出ようとしない彼に、コンスタンティンは呆あきれたように言い放った。

「なぁんだ、そんなこと？　俺、タツキと一緒に日本に行くつもりなんだけど？」

　かくしてコンスタンティンは、ウサギのぬいぐるみに乗り移り、タツキの屋敷へやって来たのだ。

　はじめは驚おどろいていたメイドや爺やも今ではすっかり慣れっこだし、九瓏ノ主学園の生徒からも『不思議だけどおもしろい存在』としてすっかり認にん知ちされている。

　今年の春、できたばかりのダンス部に「これだ！」と思って入ったのも、そもそもコンスタンティンと踊ったのが楽しかったからだ。

　彼がいなかったら、今の自分はいない。入学時になんとなく入ったサイエンス部の幽霊部員として、味気ない高校生活を送っていただろう。

「……アルスマグナのない学園生活なんて、想像できないよ！」

　タツキは涙を拭ふきながら、よろよろと立ち上がる。

（みんなで頑張って、せっかく講堂ライブまで漕こぎつけたのに。コンちゃん、本当にどこに行っちゃったの!?）

　この屋敷にいないなら、あとはどこを捜せばいいのだろう？　ダメだ、全然思いつかない──。

　落ち込みそうになる背中に「タツキ様」と静かな男性の声がかかった。振り向けば、部屋の入り口に爺やの中島が立っている。

　中島は、タツキの祖そ父ふと父の秘書を勤めた後、[image: ]原家の執しつ事じになった人間だ。タツキ自身は頭とう髪はつの薄うすくなった今の姿しか知らないが、新入社員のころは当然ながらふさふさで、女子社員にも人気があったらしい。真ま面じ目めで温おん厚こうな性格ゆえ、周囲からの信用も厚く、仕事で忙いそがしい実の父より一緒にいる時間が長い相手だ。

　タツキと視線が合うと、中島はゆったりと微笑んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、タツキ様。コンスタンティン様を見かけたと、たった今、わたしの友が教えてくれました」

「えっ、本当!?」

　駆け寄るタツキに「はい」と中島は笑みを深める。

「クロノス寮の寮りよう母ぼ、マダムルナに連絡を取ってみたところ、コンスタンティンを抱だいた三人組を校内で見かけたそうです。後ろ姿をチラリと見ただけでしたが、その三人組は頭にバンダナを巻いた成人男性だったということですよ」

「それじゃ、まだコンちゃんは学園内にいるんだね！」

　タツキの心に希望が灯ともる。

「はい。ですから、今すぐ学園にお戻りになったほうがよろしいかと」

「それじゃ、ヘリコプターを準備して！　これから急いで戻るよ！」

「すでに手配してございます」

「……中島ぁ！」

　感かん極きわまって抱だき着ついたタツキの背中を、中島はやさしく抱きしめる。

「坊ぼつちゃま。ヘリコプターが来るまでの間、少しだけよろしいですか？」

「う、うん……」

「わたくし、失礼ながら先ほど、タツキ様とメイドの話を聞いてしまいました。もし、コンスタンティン様が見つからず、ライブができなかったとしたら──タツキ様は、部活をやめるおつもりなのですか？」

　そっと体を離され、正面から見つめてくる中島に、タツキは声もなく立ち尽くす。

「それとも、メンバーのどなた様かが、お坊ちゃまにやめろとでもおっしゃったのですか？」

「まさか！　そんなこと言わないよ！」

「では、なぜ？」

　メガネの奥のやさしい瞳に問いかけられ、「だって……」とタツキはつぶやく。

「だって、僕がいるとみんなに迷惑かけちゃうし。コンちゃんだって、僕が目を離さなければいなくなったりしなかったんだ！」

　後こう悔かいだけが胸に溢あふれ、目め頭がしらがじんわり熱くなる。仲間の足を引っ張るしかない自分。こんな自分はいないほうがいいのではないか……？

「ではもし、メンバーのどなたかが大きなミスをされ、『責任を取って部活をやめる』と言いだしたら、タツキ様は賛成されるのですね？」

「そ、そんなことしないよ！　だって今度は気をつければ……あっ！」

　ハッと顔を上げたタツキに中島は微笑む。

「……わたくしが聞きたかったことはそれだけです。あとはタツキ様ご自身が、よくお考えになってみてください」

　中島が静かに去っていき、残されたタツキは唇を嚙みしめる。

　──ミスをした人間が、責任をとってメンバーを抜ける。

　それは、周囲でよく耳にする話だ。だから、自分も安易に「部活をやめる」という結論を出そうとした。

（でももし、メンバーの誰かが僕と同じことを言いだしたら──そんなの嫌いやだ！）

　失敗したと思ったら、次から気をつければいい。

　なぜそんな簡単なことに、自分自身のことだと気がつかないのだろう。そもそも、そんなに簡単に手放せるほど、ダンスへの思いは浅かったのか。

（違う。コンちゃんと一緒に踊って、僕はもっと上手になりたいと思ったんだ。アルスマグナのみんなと共に、たくさんのステージに立ちたいと思ったんだ！）

　……気づくと、庭からヘリコプターのローター音が響ひびいてきていた。

　タツキは夢中で屋敷を飛び出す。ヘリポートで待機していた機体に駆け寄り、中に一歩足を踏み入れたそのとき、

「タツキ様」

　ふいに声をかけられた。

　タツキがくるりと振り向くと、そこにはいつのまにか、中島をはじめ、屋敷のメイドたちが笑顔で勢ぞろいしていた。

「タツキ様、いってらっしゃいませ！」

「大丈夫、絶対にコンスタンティン様は見つかりますよ！」

　大きな声で送り出され、タツキの目から涙が零こぼれる。それは、無数の人たちに支えられているといううれし涙だ。

「ありがとう、みんな！　行ってくるね！」

　自分を応援してくれる人のためにも、コンスタンティンを必ず見つけ出す。

　小さな胸に決意を秘め、タツキはヘリコプターに乗り込んだ。
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　──なにをなくしたのかもわからない。

　ただ、ある日目を覚ましたら、俺のまわりが一変していた。

　新しい街、新しい学校、そして新しいクラスメイト。

　現状を理解するのに精せい一いつ杯ぱいで、「できるだけ周囲に馴な染じもう」とか「楽しいことを見つけよう」なんて気持ちはまったく湧わいてこなかった。

　いきなり編入させられた学校に、なんの思い入れもなく通う毎日。

　そんなある日、錆さびついた俺の心を掬すくい上げてくれるものが現れた。

　過去の自分と今の自分。それらふたつを繫つなげてくれる、貴重な架かけ橋はし。

　もう二度と忘れない。

　俺が、俺でいられる理由がそこにあるから。





[image: ]






「くそ、こんなに捜してるのに見つからねぇって、九ク瓏ロノノ主ス学がく園えん広すぎ！」

　青空の下、額ひたいに汗あせを浮かべながら、神か生のうアキラは走っていた。

　体育館や室内プールを捜しても、コンスタンティンは見つからない。ならば外だと表に出たが、中庭を抜けてグラウンドまでやって来ても、それらしい影かげは見つからなかった。

（また俺の前からいきなり誰だれかがいなくなるのか？　納なつ得とくできる理由もなく消え去るのか？　いや、そんなの絶対認めねー！）

　なんの前まえ触ぶれもなく親しい人たちがいなくなる。そんな悲しい思いをするのは、あのとき一回かぎりでいい。

「おーい、コンちゃん！　どこ行ったんだ～!?」

　広々としたグラウンドのあちこちでは、さまざまな部活やサークルが、屋台や展示、公開実験などを行っている。

　シュッと空くうを切る音がして振り向けば、工学研究会がペットボトルロケットを飛ばしたところだ。ギャラリーたちから「おおっ！」という歓かん声せいと、まばらな拍はく手しゆが響ひびいてくる。

　かと思えば、自転車同好会はＢＭＸで曲芸乗りを披ひ露ろうし、山さん岳がく同好会にいたっては装備品の展示と共に『イエティカレー』なる怪あやしげなシロモノを販売している。屋台は中庭がメインのため、購入客はほとんどいないが、そのスパイシーな香かおりは否いやが応おうでも鼻先を刺し激げきしてくる。

「あー、もう！　腹減った～！」

　アキラは思わず叫さけんでしまう。

「ついでに喉のどもカラカラだし……」

　力なくぼやいたとたん、

「ほらよ」

　目と鼻の先にアキラの好物、炭酸オレンジジュースが突き出された。

「へ？」

　あまりのタイミングのよさに立ち止まると、金きん髪ぱつに赤メッシュ、黒の作さ務む衣えの男がやんちゃな弟を見るような目つきで微笑ほほえんでいた。

「あ、ダニーさん！」

　喜き多た渓だにヒロヤ──通つう称しようダニーさんは、学園近くの和風小料理屋の店てん主しゆだ。しかし、和風といっても店内に掛かかるＢＧＭは常にロック。おまけに本人の趣しゆ味みもギター片手の路上ライブだ。

　ふたりの出会いも当然路上ライブで、時間があれば発声練習の稽けい古こもつけてくれる、ある意味頼たよれる兄貴的存在なのだ。

「いるのか？　いらないのか？」

　急せかすような声と共に、ヒロヤがペットボトルを頰ほおにぐりぐり押しつけてくる。

「わ、冷たっ！　でも気持ちいー！」

「いいからさっさと受け取れよ。喉、渇かわいてるんだろ？」

「ありがとう、ダニーさん！　それじゃ遠えん慮りよなく！」

　アキラがペットボトルを開けると噴ふん水すいのように炭酸が噴きあがった。

「うわぁっ!?」

「ははは、引っかかったな、アキラ！」

「『引っかかったな』じゃないですよ、もう！」

　派手にジュースの雨を浴び、おかげで頭はびしょ濡ぬれだ。

「わー、なんかべたべたして気持ち悪い！」

「ほら、いいからちょっとじっとしてろ」

　ヒロヤは手ぬぐいを取り出すと、手て際ぎわよくアキラの髪かみを拭ふいてくれる。

「わざわざ拭いてくれるんなら、はじめからやんないでくださいよ！　だいたい今の俺にふざけてる余よ裕ゆうなんてないんですから！」

　相手がヒロヤでなければ短気な自分は殴なぐりかかっていたかもしれない。

　するとヒロヤは笑みを引っ込め、

「バケツの水を思いきりぶっかけたいところだな」

「え……？」

「もう少し落ち着いたらどうだってことだ」

　深々とため息をついてみせた。

「おまえ、もうすぐ講こう堂どうライブなんだろ？　なのに、心ここにあらずって様子だからな。なにがあったか知らないが、走り回って大声出して、そんな有り様で舞ぶ台たいに立てるのか？」

「そ、そんな有り様もなにも、コンちゃんいなけりゃライブ自体できないし！」

　──こっちの事情も知らずに勝手なことを言わないでほしい。

　またもやアキラがカッとなると、

「だから、落、ち、着、けって！」

　言葉を切って、ヒロヤが言い返した。

「ライブの前に大声で叫んで、喉の負担を考えないのか？」

「あっ」

　瞬しゆん間かん、雷かみなりにでも打たれたようにアキラは硬こう直ちよくしてしまう。対するヒロヤは肩かたをすくめてため息をつく。

「……まったく。『あ』じゃねぇだろ？　だいたいとしてお前のチーム、結構ハードな曲が多いじゃねーか！　喉を潰つぶすと取り返しのつかないことになるぞ」

　ヒロヤの言うことはもっともだ。そのもっともなことを忘れていた自分が恥はずかしい。

「いいか？　ライブは幕が開く前から始まってるんだよ」

「……つまり、遠足は家に帰るまでが遠足です、の逆バージョン？」

「おい、つまんない冗じよう談だん言って混ぜっ返すなよ」

　大きな手が、アキラの頭をクシャリとやる。

　それに笑え顔がおで返しながらも、アキラは内心凹へこんでいた。

（俺、めちゃくちゃ取り乱していたんだな……）

　時には人にぶつかったり、場合によっては「なにあの人！」と迷めい惑わくがられたり。学園祭の楽しい雰ふん囲い気きを壊こわしながら、それこそ、見かねたヒロヤに窘たしなめられるくらいの勢いでグラウンドを走り回っていたのだ。

　それを思うとなんだか頰まで熱くなる。

「ま、冗談が言えるようになったってことは、余裕が出てきたってことだな。落ち着いたんなら、とにかくそれ飲んじまえ」

　開けっぱなしのペットボトルを顎あごで示され、アキラは言われるままに口をつける。

　想像以上に喉が渇いていたらしい。あっという間に飲み干すと、炭酸と一いつ緒しよに焦あせりも少し弾はじけた気がした。

「おまえがこんなに慌あわててるってことは、どうせ仲間のことだろ？」

　グラウンドのベンチに腰こしを下ろし、ヒロヤはアキラのことならなんでもお見通しの口調だ。
















「な、なんでそれを……」

「バーカ。つきあいは短いけど、おまえの単純な性格くらい、すぐ見み抜ぬけるんだよ」

「た、単純ってなんだよ！」

　アキラは唇くちびるを尖とがらせるが、ヒロヤは悪びれた様子がない。

「怖こわがるなって。もう誰も、急におまえの前からいなくなったりしないから」

　勇気づけるような、それでいて慰なぐさめるような口調にアキラの涙るい腺せんがいきなり緩ゆるんだ。

「ダ、ダニーさん、不ふ意い打うち！　いきなりそういうこと言うの、やめてくれます？」

　慌てて顔を逸そらすが、涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみをうまく隠かくせたかどうか。

「あ……す、すまない！　泣かせるつもりはなかったんだが」

「な、泣いてなんかいねーし！」

　否定するそばから声が震ふるえ、自分の弱さに嫌いやになる。

　──暗にヒロヤが言ったのは、一年前の事故のことだ。

　アキラは自然豊かな美み原はら島じまで生まれ育った。父は軽トラックの運転手、母は銀行の窓口係。ヤンチャなアキラは幼おさな馴な染じみと秘密基地を作ったり、縁えん日にちで踊おどったりと、毎日をにぎやかに暮らしていた。

　だが、そんな日々は突とつ然ぜん終わりを告げる。

　台風の夜、診しん療りよう所じよの先生を車で避ひ難なん所に送った帰り、アキラの一家は土ど砂しや崩くずれに巻まき込まれたのだ。とっさにハンドルを切った父のおかげでアキラは一命を取り留めた。しかし、両親が座すわっていた運転席と助手席は土砂の直ちよく撃げきを受け、ふたりは帰らぬ人となってしまったのだ。

　──意識を失ったアキラが目を覚ますと、そこは島から遠く離はなれた都会の病院の一室だった。

　ひとり取り残されたアキラの身元引受人は、生まれてから一度も会ったことのない父方の祖そ父ふ。さらにその祖父は、両親の結婚に反対した相手でもあった。

　──なにもかもなくなった。いつのまにか転校させられていた九瓏ノ主学園とやらもつまらない。

　すべてが色いろ褪あせて見える日々が始まった。

　やりたいこともなく、ただぼんやりと学校に通うだけ。美原島を思い出して校内の木に登れば、環かん境きよう整せい備び員いんなる職員三人が現れて、口やかましく注意してくる。

　──こんな学校、早く卒業しちまいてぇなぁ。

　大人しすぎるお嬢じようちゃん、お坊ぼつちゃんに囲まれて、自分が異物のように思えてくる。しかし、祖父が強く望んでいるのは学園の生徒の大半を占しめる『大人しくて従順な人間』になることなのだろう。

　だが絶対に、彼の望むようにはならない。寮りように自分をぶち込んで放置しておきながら、思い通りに育つと思ったら大おお間ま違ちがいだ。

　この学校に在ざい籍せきしていたことは、自分にとっては負の歴史。一度卒業してしまったら思い出すこともないはずだ。

　ところが、二年生に進級した今年の四月、一大転機が訪おとずれた。学園にダンス部ができたのだ。

　仲間と夢中になって踊るうちに、以前のような楽しい日々が帰ってきた。ただ大人しいだけ、従順なだけと勝手にラベリングしていたお坊ちゃまたちにも、外から眺ながめただけではわからないさまざまな事情があるのもわかってきた。

　さっさと卒業してしまいたい。そう思っていた毎日が噓うそのようだ。

　だが、順調に動き始めた毎日の中で、アキラの胸には新しい不安が生まれていた。それは、新しい幸せが再び消えてしまわないかという恐きよう怖ふ。

　懸けん命めいに練習に励はげんでいるとき、仲間と笑い合っているとき、いつのまにか忍しのび寄よっていた恐怖が耳元でささやくのだ。

　──で？　これはいつまで続くのかな？　と……。

　幸福は、なんの前触れもなく手の中をすり抜けていく。こちらの意思など関係なく、今まで築き上げてきた絆きずなや想いもあっけなく流れ去る。どんなに大切な人だろうが、どんなに大切な居場所だろうが、ある日を境に永遠に失われてしまうことだってあるのだ。

　コンスタンティンが突然いなくなったことが不ふ吉きつな暗示のように思えて、思わず取り乱みだしてしまったのを、偶ぐう然ぜん出会ったヒロヤに見み透すかされてしまった。

　おまけにダンスも意見が食くい違ちがい、仲間内でギスギスしてしまっている。

　本当にこのままで大だい丈じよう夫ぶなのか。コンスタンティンが消え、部員の心がバラバラになり、結局は転校当時と同じような、無機質な毎日に戻もどってしまうのではないか──。

「おい、アキラ。今日は店の仕込みもほったらかしておまえのライブに来たんだからな。中ちゆう途と半はん端ぱなことやったら承知しないぞ！」

「わ、わかってるって！」

　ヒロヤの言葉にアキラはうなずく。

　しかし、強がる言葉とは裏腹に、アキラの表情はどうしても硬かたい。

「……やっぱり今日のおまえ、おかしいぞ。なにがあった、言ってみろ」

　労いたわるように声を掛けられた瞬間、アキラの心を必死で抑おさえていたものが大きく崩れた。

「……なぁ、ダニーさん。どうせなくなるなら、はじめからなんにもしないほうがいいのかな？　一いつ生しよう懸けん命めいやる必要なんて、ないのかな？」

　自分らしくないのはわかっている。情なさけない姿を晒さらしているという自覚もある。それでも、もうひとりで耐たえることはできなかった。

　ヒロヤの隣となりに腰を下ろし、アキラは深く項うな垂だれる。その姿は雨に濡れた子犬を思わせ、いつもの明るい様子は見る影もない。

「一生懸命やる必要はない、か。どうしてそう思う？」

　ベンチの背もたれに両手を広げ、空を見ながらヒロヤが問う。そうすることで、ひどい表情をしたアキラを見ないようにしてくれている。

「だって、一生懸命やればやるほど、失ったときは痛いから……」

「そうか。おまえ、そんなことを考えていたのか」

　ふたりはそのまま無言になる。

　グラウンドは、相変わらずたくさんの人で溢あふれている。しかし、にぎやかな学園祭の中にあって、アキラとヒロヤのベンチだけが切り離されたような静けさを保っていた。

「……じゃあ、おまえが島で体験したことは全部無む駄だだったのか？」

　ふいに、ヒロヤが静せい寂じやくを破る。

「島で出会った人々も、一緒に暮らした家族も、もう会えなければ元からいなかったことと同じなのか？」

「それは……」

「自分の手の届かない距きよ離りに行ってしまえば、それはないも同然なのか？　その答えを、おまえはもう知ってるはずだ」

　言って、ヒロヤは立ち上がる。思わせぶりな言い方で、話を途と中ちゆうで切り上げるのはいつもの彼らしくない。

　──自分は軽けい蔑べつされてしまったのだろうか？　あまりに益やく体たいもないことを言って嫌きらわれてしまったのだろうか？

「ダ、ダニーさ……！」

　不安からとっさに声をかけようとしたアキラをヒロヤは遮さえぎる。

「おまえのライブ、楽しみにしているからな」

　ただそれだけを静かに言って、小料理屋の主人はグラウンドから去っていく。その後ろ姿が小さくなるまで、アキラはひとり、立ち尽くしていた。







　──自分の手の届かない距離に行ってしまえば、それはないも同然なのか？

　──その答えを、おまえはもう知ってるはずだ。

　ベンチに座り直したアキラは、ヒロヤが言った言葉を何度も何度も繰くり返かえしていた。

　突然の事故で、島での穏おだやかな生活を失った。だが、楽しかった日々はいつまでも心に生き続ける。胸に宿ったたくさんの思い出を、「なかったことにはできない」という理り屈くつはよくわかる。

　だが、アキラは事故の影えい響きようで、島での記き憶おくに曖あい昧まいな部分がある。

　おまけに、「二度と取り戻せない日々を思い出す」という作業には、常に痛みが伴ともなうのだ。今求めているのは「あのころはよかった」という後ろ向きな感情ではなく、これから進む未来を、小さな光で照らしてくれる希望なのに。

　──どうせなくなるものならば、はじめからないほうがいい。

　それは、言いい換かえれば、僅わずかでもいいから「消えないもの」「確かなもの」がほしいということだ。

（ダニーさんは、俺になにを伝えたかったんだ？　俺が手にしているはずなのに、気づいていない「確かなもの」──それっていったいなんなんだ？）

　一見軽そうに見えて思し慮りよ深ぶかいヒロヤが、適当なアドバイスをするわけがない。

　アキラの過去も、記憶のことも、すべて知ったうえでの発言なのだ。

（最後に「ライブ、楽しみにしてるからな」って言ってくれたけど。俺がダンスする気分じゃないのもわかってて、わざと言ったんだよな？　……あー、俺、考えるの苦手だからわかんねーよ！）

　考えるよりも体を動かすほうが好き。あれこれ悩なやんだときは体を動かして発散する。

　そういえば、自分は島でもよく体を動かしていた。港で、山のふもとで、湖で。特に親友のシレンと、シャッターが下りた夜の市場で踊ることが大好きで──。

（シレン……夜の市場！）

　ふと、アキラの胸に強く込み上げてくるものがあった。

　目の前に潮しおの匂においがうっすら漂ただよう星ほし見み市場が蘇よみがえる。片かた隅すみに置かれた台車、打ち水で黒々と濡れたアスファルトの地面。そこで、へとへとになるまで体を動かした日々。

（そうか、ダニーさんが言いたかったのはこのことだ……）

　ハッと顔を上げ、唇を嚙かみしめる。

（俺は今でも島と繫がっている！　「確かなもの」を持っている。だってそれは──）

　思わず拳こぶしを握にぎりしめた瞬間、黒板を爪つめで引ひっ搔かくような、ひどいノイズがアキラの耳に飛び込んできた。

「うわっ!?」

　我に返ると、朝礼台の周囲にたくさんの生徒が集まっている。さらに、台の上ではひょろんと背の高い、黒くろ縁ぶちメガネの男子がマイク片手に立っていた。

「あー、あー！　すみません、マイクの調子、戻りました～！」

　どうやらイベントの途中らしい。

（たく、びっくりさせるなよー。ほんと、寿じゆ命みようが縮ちぢむかと……あ、つーか今何時？　コンちゃん！　コンちゃん見つけなきゃ！）

　アキラはベンチから飛び上がる。その一方で、朝礼台の男子は勢いよく拳を宙に突き上げる。

「よーし、みんな、九瓏ノ主学園の頂点に立ちたいかぁ～！」

「「「お～！」」」

　とたんに目の前の参加者たちが返事をし、パチパチと拍手まで沸き上がる。

「それでは第九問！　クロノス寮の寮りよう母ぼ、マダムルナの正体は、実は男であ～る！　マルかバツか!?」

　問題が出された瞬間、二手に分かれた参加者たちが、グラウンドの「〇」「×」と書かれた場所に移動を始めた。中にはなかなか決心がつかないらしく、間でうろうろと彷徨さまよう人ひと影かげも見える。

「はいっ、それでは時間切れ～！　今から場所を変えるのはナシですよ～！　……答えは、マルですっ！」

　とたんにマルからは「やったー！」という歓声が、バツからは「うわぁ……そうだったのか！」という悔くやしげな声が響いてきた。

（なんだ、クイズ研究会か）

　クイズには五〇人ほどの人間が参加している。もしやと思って目を凝こらすが、そこにコンスタンティンの姿は見当たらない。

（くっそー、ここにもいないのか？）

　ではやはり校舎の中か？

　その場を去りかけたアキラは、ふとなにかを思いついたように足を止める。そして、くるりと踵きびすを返すと朝礼台に向かって歩いていった。

「ではラスト、第十問！」

　台の上では司会の男子が最後の問題を言い始めたところだ。アキラはひょいとその隣に飛び乗ると、横からマイクを奪うばい取とった。

「な……!?　き、君は？」

「わりぃ、ちょっと貸してくれ」

　唐とう突とつな闖ちん入にゆう者しやに参加者たちからざわめきが起こる。

　──あれってアルスマグナの神生くん？

　──でもなんでここに？

　不思議そうな目を向けてくる生徒たちに一礼した後、アキラは落ち着いた様子で問いかけた。

「いきなりゴメンな。突然だけど、人捜しに協力してほしいんだ。この中でコンちゃん──コンスタンティンを見かけた人はマル、知らない人はバツへ移動してくれ！」

　無む暗やみに怒ど鳴なったり、駆かけまわったりしない。代わりにアキラが思いついたのが、クイズ会場を一時的にジャックしてしまうことだった。

　ひとりひとりにコンスタンティンの居場所を聞くのは時間がかかる。だったら一度にたくさんの人に聞いてしまえばいい。

　参加者たちはもう一度ざわめくが、九瓏ノ主学園の生徒なら誰でもコンスタンティンのことは知っている。外部の客も、そばにいた生徒にコンスタンティンとはなにかを聞いているようだ。

（誰か、コンちゃんを見かけた奴やつがいますように！）

　祈いのるような気持ちで待つ間、グラウンドの上をヘリコプターが低空で横切っていった。様子からして、どこか近くに降りるつもりなのかもしれない。

（コンちゃん、まだ校内にいればいいけど……）

　グラウンドの砂を巻き上げ、通り過ぎていったヘリコプターを見上げながら、アキラはそんなことを考える。軽はずみで誘ゆう拐かいなどと言ってしまったが、繊せん細さいなタツキにはショックを与あたえてしまったかもしれない。

「あのさ、そもそもの話、なんでコンスタンティンを捜してるんだ？」

　司会の少年が脇わきから口を出してきた。

「そりゃ、コンちゃんがいなきゃ、これから始まるライブができないからだろ！」

　うっかりマイクを手に喋しやべったため、アキラの声がグラウンド中にこだまする。

「え？　それってまずくない？」

「まずいもなにも、大ピンチなんだって！　で、おまえは見た？　見ない？」

「あ、自分は見てない、けど……でもほら！」

　長身の司会が指さした先、マルの中には小こ柄がらな少年が立っていた。制服からして、九瓏ノ主学園の生徒だろう。たったひとりだが、今までなんの情報も得られなかったアキラからすれば重要な情報源だ。

「よっしゃ！　コンちゃんの情報、なんでもいいから教えてくれ！」

　喜び勇いさんで朝礼台から飛び下りると、小柄な生徒はアキラの勢いに怯おびえたらしく、ビクッと肩を揺ゆらしてみせた。

「……み、見み間ま違ちがいかもしれないんですが……」

「見間違いでもなんでもいいから！　それくらいで怒おこったりしねーよ！」

　すると少年は強こわ張ばった顔で、

「一時間くらい前に、講堂の前で見たような……」

「一時間くらい前？　講堂の前？」

　アキラの肩が自然に落ちる。

（一時間も前って、そしたらもう、コンちゃんはとっくに……いや、でもまだ捜してない場所だし！　行ってみる価値はあるか!?）

　こんなところで弱気になるのは禁きん物もつだ。

「情報、さんきゅな！」

　お礼を言ってマイクを渡すと、

「あ、あの！」

　少年が必死な様子で呼び止めた。

「ん、なんだ？」

「そ、その……」

　しかし、相手は恥ずかしそうに視線を彷徨わせるだけだ。

（なんだよ、こっちは急いでんのに！）

　今は少しの時間も惜おしい。

「よくわかんないけど、俺、行くから！」

　すると突然、少年はマイクに向かって「コンちゃんが見つかって、ライブが成功すると思う人～！」と叫んだのだ。

「え？　な、なに!?」

　直後、その場にいた全員が少年のまわりに押し寄せる。もちろん、そこは「マル」の場所だ。

「お、おまえら……」

　不意打ちに遭あったアキラは立たち尽つくす。

「……ちょっとこれ、俺どうしていいのかわかんないんだけど……」

　声が震え、もう少しで泣きそうになる。
















　そこに、集まった人から声がかかる。

「だって、アルスマグナのライブ、楽しみだし！」

「アキラのダンスもすげーうまいもんな！」

「ひょっとして、この学校に来るずーっと前からやってたの？」

　ずーっと前から……。

　誰かが言った言葉にアキラの胸がいっぱいになる。

　──幼馴染のシレンと、夜の市場で遅おそくまでダンスをした。ふたり、汗だくになって練習して、時には真ま面じ目めに将来のことも語り合った。

　島からは離れてしまったけれど、もう二度と戻れない時間もあるけれど、あのとき夢中になったダンスが、今も自分を支えてくれている。またたくさんの仲間に巡めぐり合わせてくれた。

（俺の場合、『絶対消えない確かなもの』ってダンスのことなんだ……）

　それが、ヒロヤがアキラに伝えたかったこと。

（ああ、もう！　ダニーさんもまわりくどすぎ！　もっとスパッと教えてくれればいいのに！）

　心の中で照てれ隠かくしの八つ当たりをしてから、アキラはファンにまっすぐ向き合う。

　たくさんの人が、アルスマグナを愛してくれている。これから始まるライブに期待してくれている。だから今、自分が返すべき言葉は──

「絶対コンちゃん見つけ出すから、後で必ずライブで会おうな！」

　涙で掠かすれそうになる声で、アキラは大きく叫んでいた。
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　講こう堂どうまでやって来たアキラは、エントランスの階段に上り、あたりを必死に見回していた。

　講堂前では応援団の鼓こ手しゆが太たい鼓こを鳴らし、リズムを取るチーフが大きく手を振ふり回まわしている。あたりはそれを取り囲む見物客と、そばを通り過ぎていく人とが混在している状態だ。

「それではァ～、最後に、九ク瓏ロノノ主ス学がく園えん校歌で～、応援団の演えん舞ぶを、終わりにしようと～思いますッ」

　独特の抑よく揚ようをつけて、背の高い団長らしき生徒が次の演目を紹介する。続いて伴ばん奏そうのように太鼓が鳴って、九瓏ノ主学園校歌が始まった。

　アキラにとっては、たった半年前まではなんの思い入れもない学校の校歌だった。

　だが、春にダンス部に入ってから、さまざまなことが変わっていった。所しよ詮せんお坊ぼつちゃま学校だとバカにしていた学園にも、いつのまにか愛着を覚えるようになっていた。

　歌詞には『絆』という言葉が入っている。ダンス部の仲間との深い絆。その絆があれば、どんなピンチも乗り切れそうな気がする。時間までにコンちゃんを見つけ出し、みんなで舞ぶ台たいに立てると信じている。

　校歌はいつのまにか二番になっていた。

（て、吞のん気きに聞いてる場合じゃねぇ！）

　この校歌が終わったら、見物客も一気に散っていくだろう。思い思いの方向に行かれては、コンちゃん捜しの手間が増えてしまう。

（いるか!?　コンちゃん……！）

　額ひたいの前に手を当てて、ぐるりと見回したアキラの目に、ピンクのなにかが飛び込んできた。

（え……？　ま、まさか！）

　目を凝こらして見てみると、人混みの中で頭にバンダナを巻いた三人組が、ウサギのぬいぐるみを抱いている。

　あの色合い、あの毛並み、そしてあの大きさ。間ま違ちがいない、コンスタンティンだ！

「み、見つけたぁっ！」

　アキラが叫さけんで階段から飛び下りるのと、

「あざーっした～」

　応援団の演舞が終わるのはほとんど同時。

　とたんに人ひと垣がきが崩くずれ、見物客は方々に散っていく。

「うわ、なにこのタイミング！」

　人々の間を縫ぬうように走りながら、アキラはコンスタンティンを追いかける。時にはぶつかり、時には罵ば声せいを浴びながらも、どうにか三人の前に回り込み、両手を開いて通せんぼする。

「おい、コンちゃんを返……えっ？」

　勢いよく放った言葉が途と中ちゆうで切れ、アキラはまじまじと三人を見つめてしまった。

　三人の服装はバンダナに黒のサングラス、そして革かわジャン。ペアルックならぬトリプルルックな彼らの姿に、アキラは見覚えがあった。

「環かん境きよう整せい備び員いんの、ロック兄きよう弟だい？」

「おう！　そういうおまえは、エコではない少年だな！」

　三人の真ん中に立っていた男──クイッキー・ロックが声をあげる。

　九瓏ノ主学園の施し設せつや環境を守り、最終的には地球規模でのエコを目指すロック兄弟。上からクイッキー・ロック、三十九歳さい、エディ・バートン、三十七歳、ディック・タイラー、二十二歳。彼らはロックとダンスをこよなく愛する、熱きハートの持ち主である。

　しかし、ヤンチャな生徒とはすこぶる折り合いが悪く、アキラが校庭の木に登ったり、立ち入り禁止の芝しば生ふの上で寝ね転ころぶたびに、三人が大声をあげて突とつ進しんしてくる始末だった。

「おまえらがコンちゃんの誘ゆう拐かい犯はんだったんだな！」

　ビシッと指さすアキラに三人は顔を見合わせる。

「誘拐犯？　エコの精神がわからない奴やつに言われる筋すじ合あいはないぜ！」

　クイッキーがなぜか胸を張り、背後のふたりもうんうんとうなずいてみせる。

「はぁ？　会うたびエコとか環境とか！　今はカンケーないじゃん！　それよりコンちゃんを返せ！」

　だが、彼らは「お前こそ去れ」とシッシッと手を振ふる。

「な……！　人を犬か猫ねこみたいに！　も、あったまきた！　コンちゃん絶対に取り返してやるからな！　覚かく悟ごしろ！」

　睨にらみ合うアキラと三人。しかし、多勢に無勢だ。どうすればコンスタンティンを取り戻せるのか──。

（こうなったら数の差なんて関係ねぇ、無理を承知で力ずくで……）

　エキサイトするアキラの背中に、

「なるほど、ここにいましたか」

　静かな声が落ちた。

「い、泉いずみ!?」

　メガネのブリッジを人差し指で押さえながら、相変わらずの澄すまし顔で奏そうがゆっくり姿を現す。

「なんだかこちらが騒さわがしいと来てみれば……。アキラの騒そう々ぞうしさもたまには役に立つということですね」

「な、なんだよ、それ！」

「失礼。これでも褒ほめたつもりですが」

「おまえの褒め方ってなんだかビミョーなんだよ！」

「あーっ、あきらっちょに奏くん！」

　そこに、息を弾はずませながらタツキも駆かけ寄よってくる。

「なんかあっちが騒がしいなと思って来てみたら、あきらっちょがいたんだね！」

「はぁ？　騒がしいってやっぱり俺のせいかよっ？」

「……え？　なに？　僕、なにか悪いこと言っちゃった？」

「どうやらアキラは、自分が騒がしいということを多少なりとも気にしているようですよ？」

「え？　そうなの？　でもうるさ……じゃない、にぎやかなところがあきらっちょの長所でしょ？　僕、今のままでいいと思うけどなぁ」

「うるさい？　今、うるさいって言いかけたよな？　タツキックも俺のことそう思ってたのか？」

　ふざけ半分、タツキにヘッドロックをかけてアキラが問いかける。

「く、くるしい～！　だから、うるさいんじゃなくてにぎやかなんだってば～！」

「……などと言いつつ、本当にうるさくなってきているのは、おれの気のせいなのか？」

　さりげなく奏がツッコミを入れ、アキラが「うっ」とつぶやいてタツキを解放する。

「タツキ先せん輩ぱい。それよりもあれを」

　奏が手て袋ぶくろを嵌はめた手で、さっと前方を指さす。

「ん？　なぁに？」

　タツキは可か愛わいらしく首を傾かしげ、

「あぁーっ！」

　直後、クイッキーに抱かれたコンスタンティンに気がつき絶ぜつ叫きようした。

「僕のコンちゃん！　返してよぅぉ!!」

「うおおおおおおおおおおおぉっ！」

　とたんにその声に負けない雄お叫たけびが起こり、ウィトが全速力で駆かけ込こんできた。

「お、俺よりうるせーっ！」

　アキラが耳を塞ふさいで叫び返す。

「いつもの朴ぱくより十倍は元気なんですが……」

「わーい、うぃとっちも助けに来てくれたんだね！」

　しかし、ウィトは「わんっ！」とひと鳴きすると、お手のポーズで座すわり込んでしまう。

「え……？『わん』？　お手？　なんだこれ？　おーい、朴～？」

　アキラがウィトの前に立って、目の前で手を振ったり頭をぐりぐりしたりしてみるが、出てくる言葉は「わん！」ばかりだ。

「えーん、うぃとっちがおかしいよ～」

「なにかの冗じよう談だん……いえ、明らかに犬になりきってますね」

　タツキも奏も困こん惑わくしてしまう。

「なんか自分が朴ウィトだってこともわかってねーみたいな感じだよな！」

「……ここだけの話、パクドル関係でしょうか？」

　声を潜ひそめて奏が言う。

　ウィトが韓かん国こくで芸能界デビューを果たし、パクドルとして活かつ躍やくしているのは公然の秘密。本人はバレていないと思っているが、仲間が口に出さないだけで、本当はいろいろ筒つつ抜ぬけなのだ。

「えー、それってパクドルの仕事で『犬のモノマネしてください』ってオファーが来て、頑がん張ばって練習してるうちに身も心も犬になっちゃったってこと？　ありえねーっ！」

「でも、うぃとっちってなにごとにも一いつ生しよう懸けん命めいだからね……」

「文字通り、我を忘れたということも考えられるかと」

　三人は難しい顔で話し合う。

「いや、でもさ、これマジでやばいんじゃね？　パクドルかなにかは知らないけど、こんなんでライブはできねーよ！」

「今から犬用の振りつけを考えるのは、時間的に無理だもんね！」

「いえ、タツキ先輩。たぶんアキラが言いたいのはそういうことではないと思いますが」

　迫せまるライブ、おかしくなってしまったウィト。

　アキラたちが喧けん々けん囂ごう々ごうとしていると、

「おーい、朴～！　どこ行った～？」

　のんびりとした声が響いた。やがて、白衣を風になびかせてケントがゆったりした足取りでやって来る。

「あ、先生だ～！」

「おお、みんな～！」

「『みんな～！』じゃなくて！　これ、絶対先生がなにかやったんでしょ！」

　アキラがケントに走り寄る。

「あ、これか？」

　ケントはハチ公座りのウィトに目をやり、

「聞いて驚おどろけ！　これは、コンスタンティンを捜すために、朴の中の眠ねむっていた力を引き出した結果なのだ～！」

　マッドサイエンティストのように、バッと白衣を広げて宣言した。

「てことは、やっぱ先生かよ～！」

「率そつ直ちよくに言えば人体実験ですね。しかし、魔ま術じゆつは法律では取とり締しまれませんし……」

　頭を抱かかえるアキラと考え込む奏。

「うぃとっちの中に眠っていた力……？」

　恐おそる恐おそる、タツキがウィトに近づいていく。

　するとウィトは顔を上げ、タツキの足に頭を擦こすりつけだした。

「わんっ！　わんわん！」

「えーと、なんかやたらとスリスリしてくるんだけど……」

「わおーん♪」

「タツキの匂においを元に、コンちゃんを追えと命じたからな！」

　ケントは得意そうだが、三人の生徒の瞳ひとみは徐じよ々じよに冷めた色に変わっていく。

（きっと、朴の了りよう解かい取ってねーんだろうな）

（単に自分が楽しみたかっただけでは？）

（うぃとっち、かわいそう……）

　そんな三人の心の声も、口に出さずともじわじわと周囲の空気に漏もれていく。

「いやいやいや！　この状態のウィトにハンカチの匂いを追つい跡せきさせたおかげで、みんなと合流できたんだぞ！」

　急激に冷えていくまわりの空気を食い止めようと、必死になったケントはポケットからハンカチを取り出す。

　しかし──

「え？　僕のハンカチ……？」

「なんで先生がタツキックのハンカチ持ってんだよ！」

「まったくわけがわかりませんね」

　ついにまわりの空気は零れい下かとなり、ケントは絶体絶命の立場になった。

「いやいや、単に拾っただけだって！　で、返すの忘れてたわけで……」

「ほんとかよ？」

「ほんとだって！」

　追おい詰つめられたケントは天を仰あおぎ、

「なんでこんなに責められなくちゃならないんだ？　だったらもう、おまえらの想像にお任せするっ！」

　涙なみだ目めで三人に向き直る。

　するとアキラが「ほう？」と笑って一歩前に進み出た。

「……いいのか？　俺の想像に任せたら……すごいことになるぜ！」

　口調はニヒルな調子だが、言っている内容と嚙かみ合あわない。

「えー、どういうことなの、あきらっちょ！　教えて教えて！」

「わざわざ聞くこともないですよ、タツキ先輩。どうせあ～んなことや、こ～んなことですから」

「え？　あんなことやこんなことってなになにっ!?」

　勝手に盛り上がり始める部員と困こん惑わく顔がおの顧こ問もん。ロック兄弟は完全にアウェイだ。

　そんな一種異様な空気のそばを、「イエティカレー、いかがっすかぁ」という呼び声と共に、大おお鍋なべを台車に載のせた山さん岳がく同好会がふたり、通り過ぎていった。

「とにかく！　秘術は今すぐ解除する！」

　このままでは埒らちが明かないと思ったのだろう。ケントが魔術書を取り出した瞬しゆん間かん、

「うー、わんわん！」

　今まで大人しくしていたウィトが、突とつ然ぜんクイッキーに飛とび掛かかった！

「うわっ！」

　という悲鳴はクイッキーのものか、それともまわりの兄弟からか。

「うぃとっち!?」

「タツキと同じコンスタンティンの匂いに反応したんだ！」

　驚いたクイッキーはとっさにコンスタンティンをエディに投なげ渡わたそうとする。しかし、手元が大きく狂くるい、空を飛んだコンスタンティンは、山岳同好会がフタを開けていたカレーの鍋に向かって真っ逆さま──。

「コ、コンちゃん！」

　叫びながら走りだすタツキ、

「そこどけーっ！」

　駆け寄りつつ、進行方向で棒立ちになっているディックに怒ど鳴なるアキラ、

「届くかっ？」

　長い耳に向かって手を伸ばす奏に、

「間に合ってくれ……っ！」

　離れた場所から横よこっ跳とびに飛び出し、やはり手を伸ばすケント。

　永遠のような一いつ瞬しゆんが、四人の上に訪おとずれた。







　──スローモーションのようにコンスタンティンが落ちてくる。

　真下にあるカレーの鍋まではあと僅わずかだ。エディが叫び、山岳同好会のふたりは状じよう況きようが読めずに立たち尽つくしている。

　そこに四人の手が伸び、ピンクの手足をそれぞれ摑つかもうとした刹せつ那な──

　三兄弟で一番年下のディックが、風のようにコンスタンティンをひったくった。
















「うそ！　マジ!?」

　魔ま法ほうでも見たかのように、アキラが目をまるくする。

「い、今のジャンプの高さ、信じられん……！」

　ケントも思わず感想を漏らす。

　対するクイッキーは五人の前で「チッチッチッ」と指を振り、どこか得意そうだ。

「エコのためなら体力づくりは惜おしまねぇ。それが我らロック兄弟！」

「え？　なに？　そんなにエコって体力使うの？」

「言ってることがよくわかりませんが……」

　その隙すきに山岳同好会はさっさと退散し（妙みような人たちと関わるのを避さけたのかもしれない）、再度、ロック兄弟とアルスマグナは対たい峙じした。

「今のでわかっただろ？　コンスタンティンと九瓏ノ主学園環境整備員の座は、誰だれにも渡さねぇ」

「はぁ？　なに言ってんだ？　環境整備員の座なんて狙ってねーし、コンちゃん返してくれないなら、俺たちだって本気を出すぞ！　なぁ！」

「もちろんです！」

「僕だって、やるときはやるんだからね！」

「あおーん！」

「……あ～、その前に、朴の秘術、解いてもいーい？」

　シリアスな空気をぶち破り、ケントがパチンと指を鳴らす。するとウィトの体がビクッと震ふるえ、俯うつぶせにぱたりと倒たおれてしまった。

「……先生、このタイミングで術を解くとか……。少しは空気を読んでください」

「だって、いつまでも犬のままだと不便だろう？」

「わー、うぃとっち、意識失ってるよ！」

「おい、朴、しっかりしろ！」

　アキラがガクガクと肩かたを揺ゆすると、ウィトがぱっちり目を開けた。

「あれ？　僕……？」

　むっくりと起き上がり、不思議そうに周囲を見回す。

「僕、今までどうしてたの？　あ、そう言えばコンちゃんを捜してて……」

　ウィトのつぶやきを遮さえぎって、ケントが白衣のポケットからボールを取り出す。

「ほうら、朴！」

　力いっぱい投げたボールは講堂の向こうへ飛んでいったが、ウィトは「え？　なに？」とぽかんとしている。

「今のを見て、無む性しようにボールを取りに行きたいと思わなかったか？」

「へ？　全然、だけど……？」

「ようし、秘術は完全に解けたな！」

　大声で宣言するケントに、四人はほーっと息を吐はく。

「え、秘術ってなに？　……それにみんな、どうして僕をなんとも言えない目で見るの？」

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、朴！　いろいろ辛つらい目に遭あったな！」

　不安そうな問いを無視してアキラがウィトの肩を抱く。

「……辛い目って？」

「いや、人には知らなくてもいい過去ってのがあってさ！」

「ちょっとなにそれ？　思わせぶりに話を伏ふせるのやめて～！」

　叫ぶウィトの背後で、奏とタツキが声を潜めて会話する。

「……こういう場合、慰い謝しや料りようを請せい求きゆうできるのでしょうか？」

「んー……。けどあれこれ聞いて、うぃとっちの負の記き憶おくを呼び覚まさないほうがいいんじゃない？」

「うん、先生もそう思うぞ」

「て、いきなり話に乱入しないでください！」

「……もう！　結局なんなの～っ!?」

　ウィトが涙目になった瞬間、

「あ、こら、逃にげんじゃねえ！」

　アキラの叫びに、この場からこっそり抜け出そうとしていた三兄弟の肩が跳はね上あがった。

「こっちの隙をついて逃げようとか、ふざけたマネすんじゃねーよ！　そもそもどうしてコンちゃんを誘拐したんだ？　さっさと返さないとこっちにも考えがあるぞ！」

　拳こぶしをボキボキ鳴らしながら、アキラがゆっくり近づいていく。

「お、おい、よせ。暴力とゴミの不ふ法ほう投とう棄きだけは人としてやっちゃいけないぜ！」

　クイッキーの言葉にエディとディックもうなずくが、正義感に燃えたアキラは仲間のためなら暴力も辞さない考えだ。

「ほら、返せって言ってんだよ！」

　手の届く距きよ離りまで進もうとするアキラと、じりじり後ずさるロック兄弟。

「ダメです、アキラ！　ここで殴なぐり合いでもしたら、今後のアルスマグナの活動に支し障しようが出ます！」

　奏の冷静な言葉にアキラの足がぴたりと止まる。

　校内でのケンカは禁止。下手をすれば、その場で停学。それはつまり、この後控ひかえた講堂ライブも中止になるということだ。

「だったら……だったらどうしろって言うんだよ!?」

　このままではコンスタンティンを取り返せない。

「こいつらにコンちゃん誘拐されたままでいいって言うのかよっ！」

　アキラがダン、と足を踏ふみ鳴ならした音に被かぶるように、

「お願い、コンちゃん！　なにか言って！」

　タツキも必死で叫ぶ。

　すると、今まで黙だまってクイッキーに抱かれていたウサギが、こちらにくるりと視線を向けた。

「……だってオデ、最近のアルスマグナのダンス、おもしろく思えないんだど」

　響いたのは、男の子のような、女の子のような不思議な声。ぬいぐるみの中にいるときのコンスタンティンは、声も喋しやべりも独特のものになる。

「おもしろくないって、どういうこと？」

　恐る恐る尋たずねたタツキに、コンスタンティンは鼻を鳴らす。

「おもしろくないものはおもしろくないんだど！　なによりツンケンしてる雰ふん囲い気きが嫌いやなんだど！」
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「だから、部屋から抜け出したと？」

　奏の言葉にピンクのウサギは深くうなずく。

「つまんないから廊ろう下かに出たら、ちょうどこいつら三人が歩いていたんだど！　だから一いつ緒しよに学園祭をまわってもらっていたんだど！」

「そ、そんな理由だったの……!?」

　タツキががくりと膝ひざを折る。

「みんなで一生懸命捜したのに！　誘拐されたかもって慌あわてたのに！　それなのに、コンちゃんはアルスマグナのこと、嫌きらいだったの!?」

　絶望的な表情のタツキだが、それは他の四人も同じだった。まさか、アルスマグナのことが嫌で、コンスタンティン自ら部室を出たのが真相だったなんて……。

　黙だまり込む五人に、コンスタンティンはきっぱりと言う。

「アルスマグナが嫌きらいなんじゃないど！　今の、アルスマグナが嫌いなんだど！」

　──コンスタンティンがなにを指しているのか、いちいち説明されなくてもわかる。

　直前練習での仲なか違たがい。息が合わず、振りつけでの意見も合わず、ささくれだった雰囲気が充じゆう満まんしていく部室。

　このまま本番に突とつ入にゆうしたら、さんざんな結果になるだろう。そんな予感すら漂ただよっていた。

「ねぇ、僕たちどうすればいいの!?　お願い、コンちゃん、教えてよ！」

「……タツキ先輩も、もちろん僕たちだってコンちゃんのことは大事な仲間と思ってる。だから戻もどってきて！」

　ウィトも言葉を添そえるが、コンスタンティンは「そう言われても、困るんだど」と首を傾げる。

「今すぐ楽しくしてくれなきゃ、戻る気なんてないんだど！」

「コンちゃんが今すぐ楽しくなれるもの、教えてくれ！」

　覚悟を決めたケントが尋ねると、コンスタンティンは口元に手を当て考え込んだ。

　わがままなコンスタンティンが、いったいなにを言い出すのか──。

　嫌な予感しかしない五人に、やがて彼が叫んだのは「決けつ闘とうだど！」という言葉だった。

「決闘？　決闘ってなんだよ、コンちゃん！」

　いきなりの不ふ穏おんな発言に、アキラが一歩前に出る。

「さっき奏が言っただろ？　校内でのケンカは禁止だって！」

　すると、コンスタンティンはぷるぷると首を振り、

「アルスマグナはダンスユニットだど！　だから、ダンスで決闘するんだど！」

「ダンス？　ダンスで決闘？」

「ですが、いったい誰と？」

　それぞれが首を傾げると、コンスタンティンが胸を反そらせ、

「ここにいるど！」

　ビシッとロック兄弟を指し示した。

　しかし、言われた五人はわけがわからない。

「あのね、コンちゃん。この人たちは学校の環境整備員だよ？　つまり、学校の壊こわれた場所を修理したり、グラウンドを整備したりするのがお仕事なんだ」

　タツキが子どもに教えるように説明するが、

「違ちがうど！　ちゃんとダンスも踊おどれるど！」

　コンスタンティンは納なつ得とくしようとしない。

「……つまり、どういうこと？」

　ウィトがコンスタンティンとロック兄弟、双そう方ほうを代かわる代がわる見つめると、クイッキーがニッと微笑ほほえみ、

「そのとおり！　俺たち兄弟は環境整備員であると同時に、魂たましい揺さぶるロックなダンスをエコな観点から踊るダンスユニットなのだ！」

　親指を立てた右手で自分の顔を指してみせた。残りの兄弟も得意そうに腰こしに手を置き、兄の発言にうなずいてみせる。

「え、マジ？　そんなふうには全然見えないんだけど！」

「いえ、アキラ。さきほどカレー鍋に突つっ込こみそうになったコンスタンティンを空中から攫さらったときのジャンプ力。あれを覚えていますか？」

　奏がメガネを光らせ説明する。

「アルスマグナの誰よりも高くジャンプし、足場もない虚こ空くうでしっかりコンスタンティンを捕つかまえましたよね？」

「そ、そう言えば！」

　アキラが顔を引きつらせると、

「アスリートみたいでかっこよかったよね！　……って、素す直なおに感心してる場合じゃない！」

　ウィトも表情を強こわ張ばらせた。

　並外れた跳ちよう躍やく力で正確にコンスタンティンを攫っていったディック。あの人にん間げん離ばなれした動きはアルスマグナのメンバーの目にもしっかり焼きついている。

「──そう。とっさの場面であれだけのジャンプ力。ただの環境整備員とは思えません。なにかあるとは思いましたが、そういうことでしたか」

　さすがは奏、人並み外れた観察眼はどんなときでも隙がない。

「というわけで、わかってくれたか？」

　クイッキーが五人の顔をぐるりと見回す。

「しかも、身体能力と環境整備能力がすごいのはディックだけじゃねぇ。逃げるなら今のうちだぜ」

「逃げるもなにも……。尻尾しつぽ巻いて逃げるような俺たちじゃねーよ！」

　売り言葉に買い言葉。決闘で勝たなければコンスタンティンが戻ってこないのなら、この勝負、受けるしかない。

「やってやらぁ！　みんなもいいだろ！」

　アキラの問いに、全員が神しん妙みような顔でうなずく。

「ようし、決まりだ！　絶対にコンちゃん、おまえらから取り返してやるぜ！」

　ビシッと指をさしたアキラにクイッキーが鼻で笑う。

「エコに命を懸かけた俺たちに、果たして勝てるかな？　負けたらコンスタンティンは今日一日俺たちと遊ぶ！　おまえたちはライブもできない最悪な結末になるんだぜ？」

「はぁ？　なに舐なめたこと言ってんだよ！　おまえらが負けたときのことも、今から考えておいたほうがいいんじゃね!?」

「ふん、そんなことはありえねーな！　だが、万一俺たちが負けたら……コンスタンティンと透とう明めいゴミ袋ぶくろ一年分、間違いなくお前たちに渡す！　男に二言はねぇぜ！」

「……いや、あの、ゴミ袋はいいから」

　ケントがさりげなく突っ込んだが、決闘で熱くなったロック兄弟の耳には聞こえていないようだった。







　講堂脇わきの人けのない空間で、ダンス対決は始まった。

　先せん攻こうはロック兄弟。

「コンスタンティンは譲ゆずらない！」というテーマなのか、そのダンスはなかなか攻こう撃げき的だ。

　アルスマグナを威い嚇かくするように、パンチや肘ひじ鉄てつなどを思わせるアップロックを繰くり返かえす。しかも兄弟そろって一いつ糸し乱みだれず、打ち出す拳の角度やタイミングもばっちりなのだ。

　そして時には腕うでを鞭むちのようにしならせるパンキング。それがダンスに変化を加え、見る者の心をぐいぐい引き込んでくる。

　ダンスを見つめる五人の額ひたいに、じっとりと汗あせが浮うかんできた。

（くそ、なんだよこれ！　ジャンプだけじゃねぇ……。こいつらこんなにうまいのかよっ？）

（これはまた……ずいぶんとレベルの高いダンスですね）

（……正直、生徒たちにはきついかも）

（弱気になっちゃいけない。でもこの人たち、すごすぎる！）

（うわぁ、また緊きん張ちようしてきちゃったよ～！）

　五人のまわりに緊きん迫ぱくした空気が漂い始める。

　だが、素す晴ばらしいダンスは見た者の胸に新たな闘とう志しを燃え立たせるものだ。

（いや、ここで怖おじ気けづいちゃいけない！　俺たちだって！）

　コンスタンティンを捜す過程で、それぞれがダンスに懸かける情熱や、仲間への思いを新たにすることができた。弱気になった心を、もう一度立て直すことができた。

　ロック兄弟の激しいダンスを見つめながら、五人の胸にダンスへの思いが湧わき上がり、唇くちびるから言葉となって零こぼれ落ちる。

「すごい……。すごいけど、俺たちだって負けないぜ」

　アキラがごくりと唾つばを吞のみ込み、正面を見み据すえたままでつぶやく。

「そうですね。おれの──おれたちのダンスに懸ける情熱は、この人たちにだって負けません」

　奏もぎゅっと拳を握にぎりしめる。

「僕、ダンスをずっと続けたい。仲間と一緒に踊りたい。だからこの勝負、絶対勝つ」

　ウィトがぽつりとつぶやけば、

「僕も緊張するけど、それを力に変えて頑張るよ！　だって僕を、アルスマグナを支えてくれる人たちがいっぱいいるんだもん。その人たちのためにも負けられない！」

　タツキも力を込めて宣言する。

　そして、最後にケントが四人の肩を抱きながら、

「先生も、全員一緒なら絶対勝てると信じているぞ！」

　と笑顔で言い切った。

　気づけば、ロック兄弟たちのダンスは終わっている。

　──さぁ、次はおまえたちの番だ。

　三人が無言で顎あごをしゃくる。

　アルスマグナの五人はアスファルトのステージへ進み出た。

「いいか、みんなっ!?　行くぞ！」

　アキラの声がきっかけとなり、アルスマグナのダンスが始まった。それはもちろん、講堂ライブで披ひ露ろうするため必死で練習を積んできたものだ。

　直前練習で険悪な雰囲気となった原因のダンス。だが、今の五人の動きに乱れはない。生き生きと楽しげに、五人は軽かろやかにステップを踏ふみ、軸じくのぶれないターンをする。アイソレーションの動きも滑なめらかで、違い和わ感かんがまったくない。ジャンプは高く、浮ふ遊ゆう感かんを出すエアポーズも柔やわらかで神秘的だ。

　そしてダンスは佳か境きように入る。振りつけでさまざまな意見が出た問題の箇か所しよへ突入したのだ。

　素す早ばやく。ワンテンポずらす。ゆっくり丁てい寧ねいに。リズムに合わせて。

　誰もが譲らず、自分こそ正しいと主張した部分。なんの打ち合わせもしなかったくせに、次に来る動作がなぜか五人にはわかっていた。視線と視線がぶつかって、メンバーは微かすかにうなずき合う。

　それは、五人が同時に、申し合わせたように閃ひらめいたもの。

　同じ動きを複数人で、一いつ拍ぱくずつずらしながら行うカノン。

　ひとりではできない。仲間がいるからこそできる動きだ。

　アキラ、奏、ウィト、タツキ、ケント……波のように五人が動き、それは次し第だいに小さなものから大きな動きに変化する。

（すげー！　みんなの気持ちがひとつになってる！）

（仲間と共に踊る。それに勝る喜びはありません）

（やっぱりダンスって最高！　それにアルスマグナも最高！）

（今日のためにみんなで頑張ってきたんだもん！　だから僕は、アルスマグナは絶対負けない！）

（この勝負に勝ち、講堂ライブを成功させてみせる！）
















　おぉおおお……っというどよめきがロック兄弟の口から漏れた。コンスタンティンのボタンの瞳も、なぜか今は微笑んでいるように見える。

　やった！　という歓かん喜きの気持ちが五人の体を駆かけ巡めぐった。四月に立ち上げたばかりの部活なのに、こんなにも気持ちを合わせることができるなんて！

　それぞれの胸に、アルスマグナを立ち上げた日々のことが懐なつかしく思い出される。

　暇ひま潰つぶしにバスケをしていたら、ウィトに声をかけられたアキラ。

「先輩、運動神経いいですね！　バスケ部ですか？」

　違うと言うと瞳を輝かがやかせ、「ダンスに興味はありませんか？」と盛さかんに入部を勧すすめられた。

　その後、タツキがコンスタンティンとやって来て、部内はますますにぎやかに。

　そして最後に入部したのが優等生の奏だ。「なんであの風ふう紀き委い員いん長ちようが？」と、さまざまな憶おく測そくが飛んだが、今ではアルスマグナにいることになんの違和感もない。

　──ここでいよいよ部員の数が、部活創設可能人数の四人になった。あとは顧問を見つけるだけだが、目星がまったくつかない。

　すると、タツキがなにげない調子でつぶやいた。

「顧問って言えば、僕、サイエンス部なんだけど。全然活動していない部活でも、やめるときは顧問の先生に言わなきゃダメだよね？」

　ただそれだけの言葉が、奏の脳裏に思いもよらない名案を閃ひらめかせた。

　タツキが所属するサイエンス部は、顧問がひとり、部員もひとり。一度立ち上がった部活は四人未満になっても存続が可能なのだ。しかし、最後のひとり──タツキが抜ぬければ自動的に廃はい部ぶになるから、サイエンス部の顧問をダンス部の顧問にしてしまおう。

　そうしてケントが顧問に収まり、ダンス部は栄はえあるスタートを切ったのだ。

　アルスマグナはまだ駆かけ出だしのダンスユニットだ。しかし、大きな夢と希望を秘めたダンスユニットでもある。

　チーム名の『アルスマグナ』はラテン語で「大いなる術」。鉛なまりから金を造る錬れん金きん術じゆつのように、ダンスでみんなを笑顔にすることができたら──そんな思いからケントがつけた名前だ。

　この五人でどこまで行けるのか？　どれだけたくさんの人に笑顔を届けられるのか？

　いや、たくさんの人に笑顔を届けたいなら、まず自分たちが笑顔でなくてはならないのだ。

　コンスタンティンの一件で、強くそのことに気づかされた。何度ケンカしても、何度落ち込んでも、自分たちの笑顔を取り戻せる場所。そして、ファンに笑顔を届けられる場所。

　アルスマグナは、そんなダンスユニットであり続けたい──。







　……ダンスが終わった瞬間、割れるような拍はく手しゆが五人の体を包み込んだ。

　ロック兄弟だけではない。通りかかった生徒や保護者から惜しみない拍手が贈られたのだ。

「すげー……。いつのまに？」

「こんなにたくさんの人が集まっていたなんて。まったく気が付きませんでした」

　夢から醒さめたような気持ちで五人は周囲を見回す。

「これは……オデもちょっとびっくりしたけど、僅きん差さでアルスマグナの勝ちだど！」

　コンスタンティンもぽふぽふと両手を打ち鳴らす。

「……えーと、つまり、コンちゃんはこっちに戻ってくるということ？」

「やったぁ！　コンちゃん、お帰り～っ！」

　ウィトの言葉にタツキが弾はじかれたように飛び出し、クイッキーに抱かれていたコンスタンティンに走り寄る。

「ごめんね、コンちゃん！　コンちゃんは僕たちのこと心配して、わざとこんなことしたんだよね！」

　抱きしめて頰ほおずりすると、

「タツキ、くすぐったいど！」

　コンスタンティンが今にも笑いだしそうな声をあげた。

「よかったな、タツキ！　それにコンちゃんもありがとう」

「うまくいかなかったダンス、あべこべに助けられてしまいましたね」

　ケントと奏も微笑むと、

「タツキ！　オデ、まだタコ焼き食べてないど！」

　コンスタンティンが急にパタパタと暴れだした。

　感動の再会のはずが、コンスタンティンには感傷に浸ひたる気などないらしい。

「ロック兄弟に、焼きそばと、お好み焼きと、チョコバナナをごちそうしてもらったど！　でも、タコ焼きはまだなんだど！」

「あ～、俺らが必死に捜し回ってる間に、しっかり学園祭楽しんでたのね？　俺なんかダニーさんにもらったジュースだけなのに！」

　アキラが恨うらめしそうにぼやく。

「よし、それじゃ、ライブが終わったら打ち上げでもするか！」

　ケントがここぞとばかりに提案すると、ちょうど背後の講堂から、ライブの開演を知らせるブザーの音が鳴なり響ひびいた。

「うおおおおお、やべぇ！　もうギリギリ！　ライブ始まっちまうぞ！」

「急いで講堂に向かいましょう！」

　皆みながドタバタ慌あわてる中、タツキは所在なさげに立つロック兄弟に向き直る。

「あの……コンちゃんと遊んでくれて、ありがとうございましたっ！」

　柔らかな髪かみがふわっと舞まい上あがるほどの勢いをつけて、九十度のお辞じ儀ぎ。

　あっけに取られたロック兄弟たちもすぐに笑うと、深いお辞儀を返してくれた。
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　五人と一匹ぴきは講堂に走る。

　踊って体も温まり、あとは本番で日ごろの成果を発はつ揮きするだけだ。

「ようし、ライブ、盛り上がっていくぞ～！」

「朴、はしゃぎすぎて怪け我がするんじゃないぞ！」

「やれやれ、休む暇もないですね」

「終わったら打ち上げだよ♪」

「タコ焼きを忘れちゃダメだど！」

「コンちゃん、そればっか！」

　笑い合う五人のまわりで、日の光がキラキラと反射する。

　待っていたこの日。チーム結成から今日まで、休む間もなく駆かけ抜ぬけてきた。

　仲間がいるから頑がん張ばれる。たったひとりでは行けない場所も、仲間とならばたどり着くことができる。

　だから、これからも一緒に、さらに先の世界へ──。

　アキラ、奏、ウィト、タツキ、ケント、そしてコンスタンティン。トラブルですら絆を深める力に変えられる仲間たちがいれば、もう怖こわいものはない。

　彼らは輝くライトを全身に浴び、広いステージへと飛び出していった。
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「かんぱーいっ！　わーい、僕もう喉のどカラカラ～！」

「購堂ライブ、楽しかったですね、先輩！」

　ダンス部の部室いっぱいに、アルスマグナの歓かん声せいが響ひびく。

「いやぁ、ほんと大成功だったなぁ！　先生、感動しちゃったよ」

「直前練習で息が合わないときは、どうしようかと思いましたが。驚おどろくほど綺麗にまとまりましたね」

「やっぱアルスマグナ最高！　でもってみんなで踊おどるダンスも最高だぜ！」

　部室のテーブルの上にはポテトチップスやチョコレート。飲みものも炭酸飲料に紅茶にカフェオレとさまざまだ。

「そう言えばライブ、いろいろな人が見に来てくれてたね！」

　タツキが思い出したように言えば、

「タツキックんとこのメイドだけですごい数だったじゃん！」

　アキラが苦笑いして言う。

「ほんと、ピンクとブルーの波が講堂の一角を占せん領りようしているようすは驚きだったね！　でも他に、マダムルナや華か京きよう院いん先生も来てくれてたよ！」

　ウィトがなにげなく言えば、

「華京院先生!?」

　奏そうが慌あわてて飲み物を喉に詰つまらせる。

「お、大だい丈じよう夫ぶか？　おまえが粗そ相そうをするなんて珍めずらしいな。華京院先生となにかあったか？」

　ケントが背中を叩たたいてやると、

「い、いえ、なにもありませんっ！」

　奏はますますムキになる。

「へぇ、そうか？　なんかちょっと怪あやしいけど……客席にいたってことは、応援に来てくれたってことだもんな！」

　ケントは勝手に納なつ得とくし、うれしそうにうんうんとうなずいている。

「あー、あとね、腕うでで大きなマルを描いてアピールしてくる人たちがいたけど。あれってなんだったのかな？」

　タツキが言うと、今度はアキラがポテトチップスを噴ふき出だした。

「あ、きったなーい、あきらっちょ！」

「タ、タツキックがいきなりそういうこと言うからだろ！」

「え？　なに？　あの人たち、あきらっちょのファンだったの？　知らなかった～！」

「俺のじゃなくてみんなのファンだよ。コンちゃん捜す途と中ちゆうで応援してくれたの！」

「応援って言えば、剛ごう太た先生や男子バスケ部、風紀委員の女の子たちも見に来てたよね」

　ウィトが知り合いの名前を指折り数えながら言って、「講こう堂どうに入り切らないくらいだったよ」と振り返る。

　どうやらみんな、コンスタンティンを捜す過程でたくさんのファンにアピールする結果になっていたらしい。

「俺たちを応援してくれるファンのためにも、これからもたくさんライブしようぜ！」

　アキラが言うと、残りの四人から「もちろん！」という声があがる。

　もっと大きなステージで、もっとたくさんのファンを笑顔にしたい。そのためにはさらに練習を積んで、仲間との絆きずなも深めて──。

　気持ちはすでに次のライブへ向かっている。

「オデもみんなのこと、応援しているど！」

　コンスタンティンも弾はずんだ声で言ったが、

「──でもひとつだけ、納得してないことがあるど」

　いきなり顔を伏ふせ、手にしたコップを思わせぶりな仕草でテーブルに戻もどす。

「え？　どうしたの、コンちゃん？　ライブでなにか気に食わないことでもあった？　僕たちのダンス、ダメだった？」

　タツキがビクつきながら問いかけると、コンスタンティンは腰こし掛かけていた椅い子すの上に立ち上がり、

「みんな、本当に気づいてないのかだど!?」

　ふわふわの手で、ひとりひとりの顔を指さして声を荒あららげた。

「えーっ？　だってダンスは完かん璧ぺきだったろ！」

「お客さんも喜んでたし」

「なにが悪かったのか、おれにはまったくわからないのですが……」

　互たがいの顔を見つめながら、五人は困ったように言葉を交かわす。

「あ～、コンスタンティン？　悪いけど先生は降参だ。なにがいけなかったのか教えてくれないか？」

　ケントがお手上げの体勢をとると、コンスタンティンは菓子の載のったテーブルをビシッと指さし、

「タコ焼きがないど！」

　と声をあげた。

「えっ？　納得できないって、そのこと～？」

「──タコ焼き、ですか？」

「なんだよ、ダンスのことじゃないのか！」

「そう言えば、ライブが終わったら買ってあげるって言ってたのに。すっかり忘れちゃってたね～」

「みんな、ライブで一生懸命だったからな」

　ほっと息をつく五人に、タコ焼きを軽くあしらわれたと思ったコンスタンティンはカンカンだ。

「なんだ、じゃないど！　タコ焼きは大事なんだど！」

「ごめんね、コンちゃん。でも機き嫌げん直してよ。後で買ってきてあげるから」

　タツキが必死で宥なだめるが、コンスタンティンは「今じゃないと嫌いやなんだど！」と取りつく島もない。

「……仕方ないですね。それでは、ジャンケンで買いに行く係を決めましょうか」

　奏が淡たん々たんと提案したとき、部室の扉とびらがノックされた。

「あれ？　誰だれだろう？」

　素す早ばやく扉を開けたウィトの前に、ロック兄弟やヒロヤ、さらにはコンスタンティンを捜す過程で出会った人々が飛び込んでくる。

「え……？　みんな？」

「さすがは俺たちとの決けつ闘とうを制したチーム。いいライブだったぞ！　というわけで、こいつは差し入れだ」

　クイッキーが差し出したのは、屋台で買ったと思おぼしき大量のタコ焼きだ。

「やったど！　やっぱりロック兄弟はわかっているんだど！」

　コンスタンティンが椅子の上でくるりとまわり、ほかほかと湯ゆ気げを上げるタコ焼きに飛びつく。

「こいつはみんなで食べてくれ。あと、タコ焼きの皿は必ずリサイクルに出すんだぞ！」

「最高のライブ、お疲れ様。というわけで、俺からも差し入れだ」

　ヒロヤも店の料理を載のせた大皿を差し出し、「こっからは俺も混ぜてくれ」とウィンクする。

　ロック兄弟とヒロヤに続き、笑顔のファンたちもそれぞれ手にしたお祝いを掲かかげてみせる。

「よっしゃ、みんなでもう一度乾かん杯ぱいしようぜ！」

　椅子から立ち上がったアキラが声をあげ、部室にどっと人が溢あふれた。

　アルスマグナのメンバーとたくさんのファン。どの顔もみんな楽しそうだ。

　──この日のことを、一生忘れない。大成功だった講堂ライブは、アルスマグナの胸に、そしてファンの心の中に輝かがやき続ける。

　そうして、にぎやかな打ち上げパーティーは、その日遅おそくまで続いたのだった。
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　初めまして！　もしくはこんにちは！　石いし倉くらリサです。

『アルスマグナ The Beginning　～コンスタンティンを捜さがせ！～』をお手に取って下さりありがとうございます。

　このお話は、二〇一三年に行われた舞台、『クロノステージ vol.01　～コンスタンティンを捜せ！～』をベースにしたもの、なんですが……。

　実は！　舞台にはなかったストーリーや、今まで明らかになっていなかったアルスマグナの結成秘話が、ひとりひとりふんだんに盛り込まれています！

　なので、「あの舞台、見たことあるよ～！」、もしくは「ＤＶＤ、何度も見返してます！」というメイトちゃんでも、目一杯楽しめるお話になっています。もちろん、「アルスのこと、これからいろいろ知りたいな♪」という方でも大丈夫。五人と一匹の活躍を存分に堪たん能のうしてくださいね。

　それからもうひとつ。

　今回はさらに、舞台には登場しなかった人たちもたくさん出ています。音楽教きよう諭ゆのあの人や、体育教諭のあの人。[image: ]さかき原ばら家けの爺じいやさんも出てきますし、さらにはこの小説で初登場する公式キャラまでいます！（ヒント　アキラくんの章に出てくる、頼れるお兄さんのことですよ！）

　読み終わった人は「あの人だよね？」とアルスアグナが大好きな仲間と話すのもよし、まだ読んでいない人は、「いったい誰のこと？」とドキドキしながらページを捲めくってみるのもアリだと思います。




　さて、余談ですが、私は運動神経ゼロで、特に高校時代、創作ダンスの授業がめちゃくちゃ苦手でした。

　ですが、不思議なご縁でこの小説を書かせていただき、ダンス用語を勉強したり、ネットに投稿されているアルスマグナのダンスを端はしから鑑かん賞しようしたりしているうちに、いつのまにかダンスに夢中になっていました。

　もうね、高校時代の自分に言ってやりたいです。「それ、楽しまなきゃソンだよ！」って。

　ほんと人生、なにが起こるかわかりませんね。私の意識を変えてくれたアルスマグナに感謝です！




　さて、この作品を執しつ筆ぴつするにあたって、今回もたくさんの方にお世話になりました。

　まずはプランチャイム様。お忙しいところ、たくさんの貴重な資料をありがとうございました。アルスマグナという、魅力的なダンスユニットのノベライズに携たずさわることができたこと、光栄の一言に尽きます。

　イラストの雪ゆき広ひろうたこ様、はしびろ様。アルスマグナへの愛の籠こもったイラストは、何度見てもニヤけてしまいます。

　いつも楽しくお仕事をさせてくださる担当様。的確なアドバイスのおかげで、今回も本当に助かりました。

　そして校正様、デザイナー様、編集部の皆様……お世話になりました！

　最後に、この本を手に取って下さったあなたに最大級の感謝を込めて。

　またいつか、お会いしましょう！





石倉リサ拝



















石倉リサ

Risa Ishikura




[image: ]次元という、世にも珍しいダンスユニット、アルスマグナの物語を書かせていただきました。どのメンバーもかっこよくて個性的☆　初めての人にもファンの人にも、楽しんでもらえたらうれしいです！










カバーイラスト

雪広うたこ

Utako Yukihiro




漫画家、イラストレーター。

おもな作品に漫画「魔界王子 devils and realist／原作：高殿 円（一迅社）」

キャラクターデザイン「B-PROJECT（MAGES.）」など。










本文イラスト

はしびろ

Hashibiro




小説次元のアルスマグナ！

文字の世界から見る九瓏ノ主学園に終始ワクワクしながら描かせていただきました。
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